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プロローグ









　──それは……まるで風のように現れた。

　傷だらけの少女は、一機の巨人を見上げる。

　真紅のボディが闇やみ夜よに輝く。天を貫く一本角。たなびくマントがその威い容ようを誇っていた。

『な、んだ！　お前、は──っ！』

　紅あかい巨人に対するは黒い巨人──夜に溶けた暗殺者から忌々しげな声が上がる。

　少女は死を覚悟した。しかし、それでも諦あきらめはしなかった。

　負けるなと、決して諦めるなと。少女の中で叫び、鼓舞する者がいた。今も胸を焦がす彼に応こたえるため……少女は最後まで生を諦めなかった。

　そして、少女の決意に応えるかのように、その巨人が現れたのだ。

　──その姿が、タイミングが……鮮烈にあの人を思い出させた。

　巨人同士の鍔つば迫ぜり合あいが起こる。それぞれが持つ、片かた手て斧おのとナイフの刃が咬かみ合あう。散った火花が、二機の頭部を照らした。

『何なんだと聞いている！　お前は！　いったい誰ですか!?』

　黒い巨人が片手斧を引く。弧を描いた凶きよう刃じんが月光に照らされた。少女が叫ぶ。

「危ない！」

　体勢を崩したかに思われた紅の巨人は──既に、黒の巨人の懐に潜り込んでいた。

　鋼鉄の拳こぶしが握られる。腰だめの右みぎ拳こぶしに『拳けん撃げき鉄甲』が嵌はめられた。逞たくましい金属音が鳴る。

『通りすがりの──』

「っ!?!?」

　その声を聞き、少女は忘ぼう我がの境地に至いたる。

　腰を基点に、鋼の上半身が回った。真紅の巨人が拳を振り抜く。




『軍人さ』──腰部を凹へこませ、黒い巨人が吹き飛ばされた。




　轟ごう音おんと衝撃が辺りに広がる。しかし少女の視界にはもう、真紅の巨人しか映っていなかった。少女の目に涙が溢あふれる。唇を震わせ、少女は巨人に声をかけた。

「あ、なた……は──」

『最後まで希望を捨てなかった……君の勝ちだ』

　真紅の巨人が立ち上がる。それは求め続けていた、とても大事な人の声。




　絶望の袋小路で少女が見たのは……真っ赤に燃える希望の灯ともし火びだった。






幕裏　舞いもどる紅









　二〇七一年一一月某日未明──明みよう星じよう奪だつ取しゆ事件【セブンス・リベリオン】から、約一年。




　フランス某所・能力変化分類ブレイン脳科学研究所。

　それはガラス張りの実験室だった。実験室にはそれぞれ識別の記号が振られている。部屋の中央には機械椅い子す。そこに座らされているのはヘキサの子供たちだった。

　拘束服を纏まとう。国籍も性別もバラバラだ。全員、目元まで隠れるヘッドギアを被かぶらされている。周囲に浮かぶのは二枚の戦場マップだ。子供たちは悲鳴を上げていた。

　彼らは電流を流されながら、戦術シミュレーションをやらされている。

　そんな様子を眺めながら、二人の研究員が歩く。一人は白衣のフランス人男性だ。その後ろに、部下の女性研究員が続く。彼は無感情に実験室を眺める。

「ヘキサを用いたプロパガンダ政策。なんとも野蛮な解決方法だとは思わんかね？『餌えさ』『人以下の存在』『差別していい』……上も、浅はかなレッテル貼ばりをしたものだ」

　ここは軍属施設の一つで、ヘキサの脳科学研究を専門に行っている。

　彼こそ、この研究機関の室長だった。

「法を整備し、虐しいたげていい空気を完備させた。人は、黒い感情という糞を処理できるトイレを手に入れたんだよ。良識というリミッターが外れてしまえば、人はどこまでも残酷になれる。こんな非人道的な実験さえ、まかり通ってしまう……なんと安易で品の無い」

　彼の研究は、大規模作戦に対応できる【戦術予報演算機】を作ることだった。

「科学者が見れば誰だって分かる。ヘキサは人間だ。それも人間という種から一段上がった、進化した人だと……しかし、一般における真実とは、多数の人間が共有するイメージを指す。みんなが『人ではない』と思えば、それが真実になってしまう」

　室長の話を女性研究員が傾けい聴ちようする。

「大おお噓うそつきが世界を回しているうちは、ヘキサに安あん息そくの日は来ないのだろう。逆らえば、来月から私の通帳に金は振り込まれなくなる。そうしたら娘は大学に進学できない」

　室長は話しながら、最さい奥おうまで進んでいく。

　区画が変わり、一つの実験室に辿たどりつく。その実験室内でも悲鳴が上がっていた。

「だから私は、娘と同い年の少女にこんな酷むごいことをしている」

　部屋中央に黒髪の少女が座る。周囲には、十六面のシミュレーションモニターが浮かぶ。

　少女・九重紫貴は、絶叫を上げていた。

「きゃああぁあああぁ！　あっ！　うああああぁあ！」

　紫し貴きには、より強い電流が長時間流されていた。

「意識レベルは？」

「既に２まで下がっています。室長、コレ以上の継続は危険です」

　室長は振り返る。僅わずかにその顔を険しくした。

「上が急せかしてきているのは君も知っているだろう。【アポロニアスβ】を完成させるには、彼女に限界を超えてもらわなくてはならない……いい加減、成果を出さねばならんのだよ」

　言って室長は紫し貴きの方を向く。

「さすがは、かつての規格外十番テンナンバー、【氷の九アイス・ナイン】と呼ばれたサンプル。彼女がここに収監されて一年、この子の脳は機械の領域に入りつつある。君を買えたおかげで、私の研究はやっと出口が見えるところまで来たんだ」

　紫貴の叫びをＢＧＭに、室長は部下に命じる。

「電圧を上げなさい！　私と一緒に穀ごく潰つぶしと、切り捨てられたくなければ！」

　女性研究員は口を結ぶ。実験室の制御盤にある、電圧つまみを回した。

「きゃあああああああああああぁああ！」

　紫貴の全身に紫電が行き渡る……しばらくして電流地獄が止やむ。紫貴はぐったりと頭を垂たれた。ヘッドギアの隙すき間まから、一筋の涙が零こぼれる。

「助、けて…………エイルン」




　深夜──研究所付近・密林地帯。

　バリケードのフェンス前に戦せん騎き装そうが立つ。それは歩ほ哨しようにあたる二機だ。仏軍の第三世代機サードシーズン、名を【ジルドレエ・トロワ】という。堅太りした白い機体である。

　歩哨の二人は、オープンチャンネルで世間話に興きようじていた。

『聞いたか。例の亡霊……真紅の亡霊クリムゾン・フアントムの話』

『ペテロ、健忘症には早すぎるだろう……ヘキサの人体実験施設や、非合法武装組織を潰つぶして回るっていう、テロリストのことだろ？　昨日、お前が言ってた話じゃないか』

『あれの続きだよ、ワンス。ナンシーがハッキング火遊びをしたときに見つけたらしい……なんでも、この亡霊の正体はセブンス・リベリオンのリーダーだった、日本人なんじゃないかって話なんだよ。しかもそいつは印ナシだったそうだ』

　ペテロがそう言うとワンスは声を曇くもらせた。

『セブンス？　ああ！　ネイバー７番機・ミョージョーが奪だつ取しゆされたっていう、ヘキサの反乱事件か！　ウォープロダクター・ヒムロが失脚して、俺おれの持っていた日本円が半値になったクソッタレのスキャンダルだ。でもアレは、ヤマト・ナナオウギが首謀者じゃなかったのか？　Ａ級国際指名手配の』

『いや。それがリーダーは別にいたらしいんだ』

　ペテロ機がワンス機を向く。

『ヘキサの解放を願った、頭のどうかした奴やつだったらしい。戦場では常に赤を纏まとい、髪まで赤に染めた兵士だったんだと。だが、とんでもなく強かったらしい……機体もソイツを象徴するように、真紅に塗っていたそうだ』

『愉快犯じゃないのか？　あとはテロリスト共のよくやるシンボルや、ゲン担ぎ──』

　ワンス機が突如、手に持ったマシンガンを森へ向けた。

『な、何だよ！　脅かすなよワンス』

『……今、森で何か光った』

『いいねぇ。ムードを作ってくれて……百ひやく戦せん錬れん磨まの俺おれ様も一瞬、縮み上がっちまったぜ』

　ペテロ機が笑い声を流しながら、森の方へ歩いて行く。ワンスが『おい！』と呼びとめた。ペテロ機が頭部だけで後ろを向く。

『脅かすんじゃねぇ。何にもいねぇじゃねえか』

『ペテロ！』




『は？』──木々の隙すき間まから現れる鋼鉄の手。




　火花を散らして、ペテロ機の頭部がわし摑づかみにされる。一瞬でペテロ機が森の中へ引きずり込まれた。悲鳴と銃声が、森の中から散発する。

『おいペテロ！』

　ワンス機が巨大タイヤロードホイールで滑走……森の中へと入っていく。

　落ち葉や土を搔かき散らして、ジルドレエが木々の隙間を進んだ。

　そして……霧の森にソレはいた。

『ペ、テロっ』

　ワンス機が捉とらえたのは、宙ちゆう吊づりにされたペテロ機だった。

　片腕一本でジルドレエを持ち上げる鉄巨人──ワンスの見たことが無い機体だった。

　マントを彷ほう彿ふつとさせる繊せん維い装甲を肩から下げている。周囲の景色と同化していることから、光学迷彩の一種だとワンスは直感した。頭部は二ア眼イカメラ仕様。額から大きなセンサーアンテナを伸ばす。カブトムシを思わせるシルエットをしていた。

　そして機体カラーは────光彩を放つ、真紅クリムゾンレツド。

　謎なぞの戦せん騎き装そうがペテロ機の頭部を握にぎり潰つぶす。鉄片とオイルが四散した。

『真紅クリムゾンレツドの……戦騎装ＢＳ!?』

　ワンスがスピーカー越しに、驚きよう愕がくの声を漏らす。ワンス機のマシンガンが火を噴いた。

　真紅の戦騎装はペテロ機の残ざん骸がいでガードする。

　ワンス機の撃うった弾が、ペテロ機の背中のコックピットを穴だらけにした。真横へ機影が動く。放ほうられたジルドレエの残ざん骸がいが爆砕した。

　爆発を背にワンス機は転身、逃走を始める。

『データバンクにあった！　Ｉｚ－42【ＩＣＨＩＪＩＫＵ】……日本製か！　天皇軍王室付きの採用競争に敗れた、セカンドシーズン骨董品がどうして!?』

　霧の森を紅あかい機影が跳び回る。ジルドレエの機動力を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

『ファントム……亡霊!?　そして、真紅の機体カラー！』

　ペテロ機が転身した。バック走に切り替える。

　迫りくる戦せん騎き装そう──【真紅の無花果いちじく】に向け、マシンガンを乱射した。

『貴様が真紅の亡霊クリムゾン・フアントムかぁあああああああぁ！』

　紅の残像が右へ、左へ……火線を潜くぐり、無花果がジルドレエへ肉薄する。

　滑走する無花果。弓を引くように右みぎ拳こぶしを持ち上げた。前腕のナックルガードが動く。火花を上げて拳けん撃げき鉄甲が装着された。無花果が背中のバーニアを噴かす。




　拳撃一打────ジルドレエの胸部装甲が派手に潰つぶされる。




　上体を沈ませて無花果が着地した。鋼鉄の大足が地面を掘り返す。

　背後で爆発が起こる。爆風の衝撃で無花果のマントが大きくたなびいた。

　しゃがんだ無花果は前を向く。そのアイカメラは研究所に向いていた。







　研究所内で爆発が起こり続ける。爆風がガラス破片や瓦が礫れきを吹き飛ばしていた。

　──な、に？

　朦もう朧ろうとする意識で、紫し貴きは爆発音を聞いていた。

　──なにが、起こっているの？

　ぼやける視界の中、正面のガラス壁が破られる。そして一人の男が入ってきた。

　鉄製のブーツがガラスを踏み割る。黒い外がい套とうが歩調に合わせて揺れた。

　身体からだのラインにフィットしたプロテクター。黒と赤のアサルトスーツだ。

　フルフェイスマスクで面を隠す。仮面の色も真紅だった。

　謎なぞの仮面男【真紅の亡霊クリムゾン・フアントム】は、紫貴の拘束を解く。

　紫貴は無意識に立ち上がろうとする。しかし、拷ごう問もん紛まがいの実験の連続で、紫貴には自力で立つ力も残されていなかった。

　倒れかけた紫貴の身体を、真紅の亡霊クリムゾン・フアントムが抱き止める。

「遅れてすまない……九重」

　よく見知った声と日本語──紫貴の心臓が大きく跳ねた。朦朧とする意識を、紫貴は無む理り矢や理りにでも覚かく醒せいさせようとする。うわ言のように呟つぶやいた。

「そ、の……声」

　紫し貴きの目元に涙が溢あふれる。ゆっくりと、震える腕を男の首に回した。

「生きて、るって。来てくれるって…………ずっと、信じ、てた」

　紫貴はか細い声で囁ささやく。真紅の亡霊クリムゾン・フアントムも紫貴の背に手を回す。労いたわるようにその頭を撫なで始めた。

「帰ろう。君を待っている、人たちのところへ」

　二度、その声を聞いて紫貴は確信した。確信は絶対の安あん堵どに変わる。紫貴の意識は闇やみの中へ埋まい没ぼつした。真紅の亡霊クリムゾン・フアントムはそんな紫貴を抱きかかえる。

　その後、全壊したブレイン脳科学研究所をフランス陸軍の部隊が発見する。収容されていた四一三名のヘキサは逃亡。うち、二三三名が周辺地域で発見・捕縛された。

　残り一七九名のヘキサは、依然、捜索が続けられている。

　そして研究所跡では、テンナンバー、九重ここのえ紫貴と思われる焼死体が発見された。

　こうして、謎なぞのテロリスト・真紅の亡霊クリムゾン・フアントムの噂うわさは、各国の軍関係者に、まことしやかに広がっていく。

　中でも自衛隊関係者の間では、こんな噂が飛び交っていた。

　あの男が────帰ってきた、と。
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Ⅰ　二〇七一年地獄









　一〇月上旬──アメリカ・カリフォルニア。

　背の高いビルが林立している。五車線の公道には、乗用車が絶え間なく流れていた。黄色のタクシーに路線バス。だが、その中に異物が混じっていた。

　ストライカー装甲車──車輪が八つ。角張った装甲板で覆われた、ダークグリーンの軍用車だ。

　運転手二名を除く、九人の兵員を収容できる。装甲車はそれぞれ武装が違っていた。

『一二・七ミリ重機関銃』『七・六二ミリ機関銃』『四〇ミリ・オートマチックグレネードランチャー』『一〇五ミリ砲』それらが計四台だ。

　乗車しているのは、とある目的で編成されたスペシャルチームであった。




　巨大な物体が街を走る。

「助けてくえれええええぇ！」

　乗用車が横転して信号機を倒す。横転した車に、三人の一般人が轢ひかれた。建物の壁が巨大な物体とぶつかり、瓦が礫れきを飛ばす。

「俺おれは人間だぁあ！」

　大音量で男の叫びが轟とどろく。前方にいた白人女性が絶叫を上げた。

　次の瞬間、その女性の上半身が、血しぶきと共に嚙かみちぎられる。

「俺は、こんなことしたくないのに！　腹が減って！」

　倒れた女性の下半身が拾い上げられる。拾ったのは一匹のポーンだった。

　全長四メートル程の人型。ポーンは血で真っ赤になった口を開けた。

　伸びた舌が死体に巻きつく。カエルが舌で獲物を食うように、女性の下半身が、口の中へと吸い込まれる。骨を砕き、肉を食はむ音が鳴った。

　その背後に、先ほどの装甲車四台がやってくる。

『トゥーレイトを発見。変容種別、ポーン……良かった、ルークじゃない！』

　装甲車から声が流れる。対してポーンは、装甲車の一団に手を翳かざした。

　その様子はまるで……助けを求めているかのようだった。

「待て！　俺はマリスじゃ──っ！」

　次の瞬間、そのポーンは装甲車のアンチマテリアルライフルでミンチにされた。







　二〇七一年一〇月七日。

　大西洋・ノルウェー海──連合軍大西洋一〇一師団所属・護衛艦隊ヴォリャーク。

　ここはある空母の艦内船倉の一つだ。鉄格子に囲われ、牢ろう屋やのような作りとなっている。

　しかし中には、ミュージックプレイヤーとテレビ、更に幾つかの調度品と、小奇麗な空間が広がっている。それらは全すべて、部屋の住人の功績に依よるものだった。

「～♪　～♪」

　鼻歌を歌い、一人の少女が編み物をする。少女は機械製の車椅い子すに乗っていた。アッシュブロンドの髪を束ねて、肩から下げる。

　元・規格外十番テンナンバー──【閃光の八ライトニング・エイト】の八や雲くも日向ひなただった。

　日向は作りかけのマフラーを広げる。もう八割方、出来上がっていた。日向は「ふふ」と相好を崩す。

　不意に鉄格子が開けられる。小銃を担いだ海兵が外に立っていた。

「出ろ、ミュータント。狩りの時間だ」

　日向は微笑ほほえみを崩さず「ハイ」と応こたえた。ただ、その心中は外面に反する。

　顔は覚えた。こいつも出撃していたら、ドサクサに紛れて殺してやろう……日向は腹の中でそう考えていた。




　船内格納庫──二機の戦せん騎き装そうが中央に鎮ちん座ざする。

　一機は、ゴリラ腕に牙きば型のカメラが特徴の【グラン三号・ファイヤーキッカー】。

　もう一機は、肥大した腿ももが特徴の【グラン二号・フレイムパンチャー】である。

　前者は高機動戦、後者は砲撃戦に特化させた試作機だ。甲板と繫つながる昇降リフトでは、整備兵が出撃準備を行っていた。出撃前のピリピリした空気が漂ただよう。

「あなた～」

　そんな中、場違いな少女の声が響く。防護服に着替えた日向だった。機械製の車椅子を動かし、一人の下へ向かう。

　六尺豊かな身長。糸目が特徴的な少年だ。元整備部・部長の橘たちばな柔じゆう呉ごが振り返る。

　浅黒い肌。身体からだも以前より細くなっている。纏まとっている工兵服はボロボロだ。無精ひげも伸びっぱなしで、不衛生なイメージが付き纏っていた。

　だが、そんな柔呉に日向は嫌がる素振りを見せない。近くまで行くと車椅子から立ち上がる。飛び付くように、日向は柔呉の首に腕を回す。人目も憚はばからずキスをし始めた。

　その間、柔呉のポケットにレーション等の配給品が何回も突っ込まれる。このやり取りは二人にとっての日常になりつつあった。

　柔呉は、強制労働枠のヘキサ兵である。日向たちとの待遇は雲泥の差なのだ。

　厳しい労働環境に加えて、満足な食事も与えられない。会うのが許されるのも出撃前と出撃後の、グランを整備する時間だけだ。

　整備兵たちは不快そうに二人を見る……正確には日向ひなたを、だ。

「いつも悪わりぃ。ほんと」

　離れる日向に、柔じゆう呉ごは小声で言う。心底、悔くやむような声だった。その声を聞き、日向に充足感が広がる。あぁ、自分は依存されている。この人には私が必要なのだ。私がいないとこの人は生きていけない……そんな、暗い多幸感が日向の胸を走り回っていた。

「今日もいっぱい、い～っぱい殺してきますね」

　上気した日向の顔を見て……自分の不安が大きくなるのを柔呉は感じた。




　バイク型の操縦デバイス──ここはグラン三号のコックピットだ。

　左の前髪を上げてピンで止める。黒髪のショートヘアーの少女が座っていた。豊かすぎる胸元は、防護服に身を包んでいても隠せていない。

　元規格外十番テンナンバー──【神馬の五スレイプニル・フアイブ】の伍いつ橋はし月げつ下かだ。

　月下は一足早く出撃準備を終えていた。不意に映像通信が入る。外にいる柔呉からだった。

「よぉダンナ。毎度、見せつけてくれるね」

『わり、伍橋。戦闘中なんだけど、日向アイツのこと……気に掛けてやってくれないか？　最近のあいつ、なんか危なっかしくてさ』

[image: ]

　柔じゆう呉ごの言葉に、月げつ下かは笑みを取り去る。

　エイルン＝バザットの死後────氷ひ室むろ義塾は国連から厳しい処分を受けた。七なな扇おうぎ大和やまとが明みよう星じようの再登録実験中に、明星を奪だつ取しゆ・逃亡したためだ。

　後に【セブンス・リベリオン】と呼ばれる、ネイバー強ごう奪だつ事件である。

　氷室義塾は防衛省に吸収され、氷室雷らい鳥ちようは失脚した。

　そして学園が誇る、怪物ヘキサ【規格外十番テンナンバー】と一部の生徒は、国連に身柄を拘束される。その後、各国機関に売却されていった。

　八や雲くも日向ひなた・伍いつ橋はし月下・橘たちばな柔呉の場合、専用の試作機ともどもロシア政府へと引き渡される。そして三人がここに配属され、八カ月が経たっていた。

『二人のおかげで俺おれも嫌がらせとか、ずいぶん減ったけど……日を重ねる毎ごとに、アイツは何かを削そぎ落おとしているような気がするんだ』

　柔呉は顔を手で覆う。

　この艦隊は、マリスの駆く逐ちくを専門とする護衛船団となる。

　ここに来たばかりの頃ころの日向は荒れていた。環境の変化──主にはヘキサへの差別──が主原因だ。塞ふさぎ込む日が多くなり、比例するように柔呉への愛情が深まっていった。




　二人ぼっち──まるで世界には自分と彼しかいないような。それ以外は全すべて敵のような。




　柔呉から見た今の日向は、まさにそんな状態だ。彼女の精神はギリギリのところで保たれている。何かの弾みで切れてしまう……そんな危うさを柔呉は感じているのだ。

　一方の月下は苦笑いを返す。

「悩みが尽きないね。あんな重たいヤツ……女の私から見てもゾっとする。いっそ捨てちまって、今からでも私に乗りかえるかい？」

『それでも……好きなんだよ。アイツのこと』

　柔呉は重たい声音で言う。月下は鼻で息を吐いた。

「こんな冗談も流せないようじゃ、ダンナの方も重症だ。隙すき見てちゃんと寝な。このままだとアンタたち、夫婦揃そろって、共倒れになるよ」

　半ば叱しかるような口調だった。柔呉が『悪い』と謝る。

　月下は気遣うように笑みを作った。

「一応、気には掛けとくから……辛気臭い顔しなさんな。キャラじゃないよ」

　それを聞いて柔呉は、また『悪い』と言う。月下はもう何も言わなかった。




　荒れる海原。海域に広がるのは七隻せきの護衛艦だ。海上で円を描くように展開している。円形の真ん中には、一隻の空母が陣取る。これは日向たち、ヘキサを収容した艦となる。

　このヴォリャーク艦隊は、ヘキサの囮おとり戦術を導入した船団である。

　北海から大西洋にかけて、マリスとの遭遇戦を続けている。大西洋方面の軍閥でこの艦隊を知らぬ者はいない。何な故ぜなら────

　単眼の巨人が甲板に立つ。群青色のボディが鈍い光を放つ。甲板上には、山のように積まれた銃器。全すべて、このグラン二号のために用意された武器となる。

　日向ひなたはシート型のコックピットに座る。ご機嫌な様子だった。

　モニターを通し、日向は敵影を確認する。海面に白い線が無数に引かれていた。海中を泳ぐマリスだ。白い線は一直線にこちらへと向かってくる。

　空母の前には、鋼鉄の獣・グラン三号が、海面に浮く。

　既に周囲の艦は、敵団に向けての砲撃を始めていた。二人の仕事は、円形陣の中へ誘いこまれた敵の撃滅である。

『陰険ウサギ。流れはいつもので良さそうだ。適当に搔かき回まわすから好きに食い散らかしな』

　音声通信で月げつ下かの声が届く。日向は流すように返事をした。

「ハイハーイ」

『……今日のは大した量じゃなさそうだし。せいぜい行儀よく暴れな』

　そう言って通信が切られる。日向は一瞬、目を据すわらせた。

「ただ、弾をばら撒まくだけなのに。おかしな人……アナタもそう思いますよねー♪」

　でもすぐに日向は笑顔の花を咲かせる。コックピットには柔じゆう呉ごの写真画像が何枚も浮かんでいた。マリス共をぶち殺す。そう思うと、微量の電気が身体からだを走った。

「くふっ。さぁ……あの人のために、今日もお仕事、お仕事」

　日向の口元が喜き悦えつを描く。日向は火薬抜きの弾丸を手に取った──グラン二号が射撃体勢に入る。腰を落とし、ガニ股となった。

『スパイクパイク、一番・二番。ステーク』

　グラン二号の踵かかとから、固定用の鉄てつ杭くいが伸びる。グラン二号が機体を甲板に固定した。グラン二号は九五ミリカノン砲を右腕に下げる。砲身レバーを威勢よく引いた。

　日向の駆かるグラン二号は、ヴォリャーク船団一の撃破数を誇る。




　マリス討伐数・五〇七八九体──単一戦力で日向に勝る攻撃力はこの船団に存在しない。




　閃光の八ライトニング・エイトの雷鳴は、ただのヘキサに身を落そうとも曇くもることはなく。むしろ、一般兵と肩を並べて戦うことでその異常性を際立たせていた。

　そして皮肉にも……連戦に次ぐ連戦が、日向のガンスキルをより高みへと導いていた。

『いっぱい殺して、あの人にい[image: ][image: ]っぱい、愛してもらお♪』

　グラン二号が砲撃戦を開始する。海域はマリスの血でどす黒く変色していった。







　同時刻・スペイン──バルセロナ。

　街外れの路上で客引きを行っていた売春婦、カタリーナ・コロメールの右腕に変調が現れる。彼女の細腕が突如、硬化・肥大化したのだ。

　その後、彼女は理性を失い、人間を襲いだす。その約一時間後……カタリーナは人間を捕食中のところ、警官によって射殺された。







　同時刻・ブラジル──ゴイアス州。

　フォルモザの畜産農家に、一匹のルークが現れる。それを認めた近隣住人が警察に通報した。全長一七メートルの獣人は、終始何かに苦しんでいる様子を見せた。

　そのルークは子供の声を発しながら畜ちく舎しやを破壊。中にいる牛や豚を手当たり次第に食い始める。その三時間後……ブラジル空軍によって、ルークにミサイル攻撃が行われた。

　発射直前まで、農家の主あるじと思われる夫妻が、そのルークを守るように立たち塞ふさがる。

　二人は、涙を流しながら戦闘機に制止を呼び掛けていた。




　中国──四し川せん省しよう・広こう安あん市し某所。

　シート型のコックピットで一人の少年が腕を組む。

　金色に染めた髪を頭頂部でまとめるように立ち上げる。ソフトモヒカンという髪型だ。少年は白いパイロットスーツを着ていた。瞑めい想そうをするように瞼まぶたを閉じている。

『影帝インデイ。マリスを確認。子団規模、およそ三〇〇。クイーンはその後方、南西一二キロにいます』

　コックピットモニターに一人の少女が映る。中華系の顔立ち。長い黒髪にリボンが特徴的だった。少女は防護服を身に纏まとっている。

　少年は静かに目を開けた。

「明ミン親衛隊が先陣を務めろ。その後、左右から囲い込むように、第二・第三中隊を回す。指示は全すべて俺おれが出す……馬鹿でも出来る、つるべ打ち講座だ。半分はそれで食える」

　少年・七なな扇おうぎ大和やまとは、悪人の笑みを浮かべた。

「正義の味方を演じるだけで、四〇〇人分の労働力をゲット。ボロくて笑いが止まらんな」

『その言い方と笑い！　絶対に部下には見せるなよ！　もう……あなたはどうして、そうも偽悪的に振る舞うのか。私を助けてくれたときはあんな──』

「何か言ったか、恋華レンフア」

『知るか馬鹿！　クイーンは任せたからな！　フン！』

　顔を赤くして、少女は通信を切る。大和やまとはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「我ながら。ラノベ主人公かよ」

　大和の脳裏に一人の男が過よぎる……それはかつての戦友【エイルン＝バザット】だった。

　黒い魔人に、為なす術すべもなく散っていった異世界の英雄。そしてその愛機──

　あの日、大和はエイルンの散り際をその目で見た。そして即時、逃亡を決行する。

　氷ひ室むろ義塾の未来が潰ついえたと冷徹に理解したからだ。

　氷室義塾生はネイバーの秘密を知ってしまった。また大和ヘキサの手によって、バレッタ条約は破られ、多くの自衛隊員が殺された。全すべては自分の暴走のせいで。

　明みよう星じようの奪だつ取しゆが、義塾の立場を更に悪くすると分かって……それでも七なな扇おうぎ大和は逃げた。




　そうしなければ、仲間たちを救いだせなかったから。




　時計の針は戻らない。大和が捕まったとしても、氷室義塾は潰つぶされる。神かん無な木ぎ緑みどりとエイルン＝バザットの描いた未来は永久に失われる。

　何も変わらない。誰も幸せにならない。ならば──

　大和は小さく息を吐く。決めたのだ。自分のやり方で夢の続きを実現すると。

「何が何でも作ってやる……ヘキサの国を」

　大和の目が据すわる。濁る瞳ひとみの中には……強い光が秘められていた。




　そこは、時代から取り残されたような風情の寒村集落だった。

　ボロを着た村人たちが次々と家から飛び出していく。村にはマリスが押し寄せていた。あばら家が、大型マリス・ルークに踏ふみ潰つぶされる。

　家の泥壁を壊し、ポーンが隠れていた人間に飛び掛かった。そのポーンに、別の一匹が向かう。人エ間サの奪い合いを始めた。

　まるで人形を取り合うような光景だ。ポーンたちが奇声を放つ。

「俺おれノ肉！」「頭、食イタイ！」

　人間が二つに千切られた。二匹は遮しや二に無む二にに、人だった物に口をつける。

　そのとき……二匹の頭を四〇ミリの銃弾が打ち砕いた────

　寒村を五機の戦せん騎き装そうが走り抜ける。五機とも、ドラム缶のようなフォルムの戦騎装だ。

　中国の第三世代機サードシーズン・猛虎モンフーである。

『明ミン親衛隊！　散らばるな！　必ず複数機で一匹に当たれ！』

　藤色の猛虎モンフーから、リーダー・恋華レンフアの指示が流れる。そんな恋華機に向け、マリスたちが次々と集まってくる。正面から二〇以上の怪物が押し寄せてきた。

『きゃああ！』

　恋華レンフアの悲鳴が上がる。藤色の猛虎モンフーが尻しり餅もちをついた。そのすぐ後だ。

『あぁ……俺おれ怖い。何でも出来てしまってごめんなさい』

　大和やまとの声が通信機から流れる。刹せつ那な、その二〇匹が吹き飛ばされた。




　それは村の外からの支援砲火である。森に隠れて砲兵が迫撃砲を放つ。複数の戦車に、牽けん引いん式の自走榴りゆう弾だん砲まであった。民兵は、ひたすらに弾を撃うつ。撃ちまくる。

　大声で叫びながら、同じ方向へ銃・砲撃を繰り返していった。




　恋華機の背後でネイバー７番機【明みよう星じよう】が屈かがむ。白銀の全身鎧よろいが反射光を放つ。重戦士にも鎧武者にも見える、二〇・五メートルの人型兵器だ。

　明星は恋華機を赤ん坊のように持ち上げ、地面に立たせた。大和の小声が発せられる。

『ほら姫さん。口上だ……腰を抜かしている場合じゃない』

『わ！　わかっている！』

　明星の手を、嫌がるように恋華機が振り払う。外部スピーカーを通して、恋華が村人たちに呼びかけた。

『我々は独立民主国家【明ミン】である！　悪政敷く、王黄龍ワン・フアンロンは、前国家主席にしてわが父！　明英栄ミン・インロンを殺しただけでは飽き足らず！　あなたがた、中華人民までも見離した！　この侵攻は然しかるべくして起こった現政府の怠たい慢まんである！』

　恋華機は腰から抜剣──両刃剣を天高く掲げた。

『我々はその怠慢に憤ふん慨がいし！　立ち上がった者なり！』

　恋華機は片手剣を正面へ振り下ろす。

『明の精兵たちよ！　彼らを守れ！　全軍、突撃ぃいい！』

　威勢よく藤色のドラム缶が突貫。その後を四機の猛虎モンフーが続く。

『まぁ七〇点と言ったところか。さすがに一〇回も同じことをやれば、あの箱入りお嬢さんでも様になるか』

　明星は一八メートルの背負い太た刀ち【曙あけぼの丸まる】を肩に掛ける。

　兜かぶと頭のアイカメラ──カメラのレンズ──が収縮する。一〇キロ先のクイーンの姿を確認した。明星はその体勢のまま、前傾姿勢になる。

『標準型か。これなら午後には帰れる、なっ！』

　白銀の大足が地面をめくり上げる。茶色い波を上げ、明星が走り出した。前を走っていた猛虎たちを追い越す。明星は新幹線を超えるスピードで走り抜けた。

　子団を蹴け散らしながら前進……標準型を一刀の下に切り伏せる。こうして、中国の内陸で発生したクイーンは、七なな扇おうぎ大和の活躍によって撃破された。




　西暦二〇七一年────人類は恐怖のどん底へと落とされる。




　同年一月に、ある爆発感染パンデミツクが世界中で起こったのだ。

　人体のマリス化────人がマリスに変容する事件が大発生する。

　原因は、マリスの毛穴から常時、放出される『胞子菌』だった。

　それは二〇年前、無害だと国連が発表したものである。しかし、その菌は適合する人間の人体に潜伏し、一定期間を経ると一気に人体宿り木を侵食する。

　全体比として、発生率は極めて低い。しかし分母が大き過ぎる。なにせ潜伏の疑いは、全人類に持たれているのだから。

　国際連合ＵＮは、マリス化した人間を【手遅れトウーレイト】と呼称──第一級災害指定として、加盟国全体に殺害処分を呼び掛ける。数ある人権擁よう護ご団体を無視、場合によっては封殺処理まで行った。この決定の背景には並々ならぬ事情がある。

　トゥーレイトは、誕生後、四〇〇時間以内に殺さないとクイーンに進化してしまうことが分かったからだ。

　人類は外からだけでなく、国内中からもマリスの牙きばに狙ねらわれることとなる。

　クイーンの侵攻率はかつての八倍に膨ふくれ上がった。【バレッタ条約】の履り行こうにも限界がくる。マリスの対応に、ネイバーの数がまるで追いつかなかった。

　国連軍の救助が間に合わず、国土の蹂じゆう躙りんが相次ぐ。ネイバーを持たない国から、マリスの餌え食じきとなっていった。人類は、一年足らずで四〇〇〇万もの命を失う。

　この現状を打破すべく、各国はヘキサの戦線投入を押し進める。皮肉にも、解体された氷ひ室むろ義塾のデータが、ヘキサの徴兵を実用段階にまで引き上げていた。







　二〇七一年一一月一七日。

　防衛省傘下・マリス迎撃機関【氷室義塾】（旧・ヘキサ特別教導軍事学校【氷室義塾】）。

　格納庫のメインゲートが左右に開く。自衛隊の整備員が誘導棒を振る。

【疾しつ風ぷう】を乗せたトレーラーが搬入されてくる。トレーラーの後に続くように、何機かは歩行して格納庫内に入ってきた。どの機体も酷ひどい有り様である。

『肩から先が無い機体』『頭部の半分が潰つぶれた機体』『コックピットブロックを抱えた機体』。

　だが、動いている機体はまだマシな方だった。

　トレーラーに乗せられている機体は、全すべて大破している。機種の判別も難しい、残ざん骸がい状態だった。最後に、機兵部の面々が入ってくる。

　一〇名の防護服を着た少年・少女たちだ。彼らもまた、怪け我がを負っていた。

『血のにじんだ包帯を口元に巻く部員』『松まつ葉ば杖づえをつく部員』『片足を引きずって歩く部員』。

　誰もが互いに肩を預ける。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だった。その姿は凱がい旋せんする勝者のものではない。葬式に連なる参列者の姿だった。

　先頭を歩くのは撹かく乱らん機動小隊【スター小隊】の三人────機兵部を預かるトップスリーである。金髪ボーズ頭の少年・亜あ賀が沼ぬま大だい地ちに、一人の部員が近寄っていく。

「ぶ、部長。ベルリン遠征、お疲れ……ごめんな？　俺おれ、行けなくてさ」

　右腕に包帯を巻いた彼は、どこか遠慮した様子だ。大地は目だけで彼を見る。

「あの、疲れているところ悪いんだけど、恵けい子こは？　姿が見当たんなくてさ」

　彼の左手には小さなプレゼント箱があった。大地はそれに気付く。

「あ、これ？　第七特課の上かみ泉いずみさん。ほら？　いつも駅下の喫煙所にいるオッサン。今の俺ら、街に出ることも、嗜し好こう品ひんを買うのにも制限が付いちゃってるじゃん。だから、あの人に超・超、無理言って買ってもらったんだよ」

　彼はだんだん、声を小さくしていった。

「あいつの誕生日、今回の遠征と被かぶっちゃったから……」

　チャラい系男子の江え藤とう山やま武たけは、叩たたくように額を押さえる。横でその話を聞いてしまったのだ。山武も怪け我がをしたのか眼帯を付けている。

　山武の隣にいた日系ブラジル人の前まえ田だオルソンは下を向く。オルソンも額に包帯を巻いていた。他の部員たちが彼から視線を逸そらし始める。

「え、なにこの空気？　や、やめろって……ビビっちゃうわ！」

　おどけた彼に、大地は瞬まばたきせずに言った。

「恵子はまだ、ドイツ向こうのＩＣＵにいる」

　場が凍る。彼は声を震わせて「は？」と聞き返した。

「怪我が酷ひどくて動かせなかったんだ。帰国は早くても一カ月後だ……戦せん騎き装そうにはもう乗れないって、向こうの医者が言ってた」

　彼はプレゼント箱を落とす。信じられないように、大地の右腕を摑つかんだ。

「ま、待ってくれよ……噓うそだろ？　部長、な？　冗談だろ？」

「市街地戦……弾が飛び交う場所を走らされたんだ。共闘する味方にフランス軍が混じってやがった。あいつら、お国柄、ヘキサなんて屁へとも思わねぇ。マリスと一緒に撃うって来やがったんだよ……流れ弾で膝ひざを撃たれて、恵子の疾しつ風ぷうはそのまま転倒。引ひき剝はがせなかった後続のマリスが一気に群がって──」

　彼が大地の胸倉を摑む。涙を溜ため、目め尻じりを吊つり上あげていた。

　片や大地は、何の感情も面に出さない。同じ調子で話す。

「……オルソンがコックピットブロックを無む理り矢や理り引きずり出したんだ。二次災害を覚悟の上でな。乗っていたのが風神じゃなかったら、二人ともお陀だ仏ぶつだった」

　彼が勢いよくオルソンを見る。オルソンは顔を背けていた。

「ごめんよ、啓けい二じ……フレームが歪ゆがんで手動レバーが作動しなかったよ。力尽くで引き抜いたとき、ブロックも潰つぶれちゃって──」

「お！　お前がぁ！」

　彼がオルソンに跳びかかろうとする。しかし大だい地ちが彼の上半身を抱きとめた。瞬時に足払いをすると、彼が石いし畳だたみに尻しり餅もちをつく。

　大地は彼の胸倉を両手で摑つかむ。物もの凄すごい剣けん幕まくで言った。

「そうしなきゃ恵けい子こは、生きたままマリスに食われてたんだよ！」

　血走る大地の目を見て、彼は言葉を失う。山やま武たけが大地の肩に手を乗せた。大地は突き飛ばすように手を離す。彼は虚うつろな視線で、転がったプレゼント箱を見た。

「……なぁ？　お前らだって知ってるだろ？　あいつ、今月で一七になったんだよ。また一年っ、歳としを重ねられたんだよ！」

　彼は顔をクシャクシャにする。すぐに涙が溢あふれて、コンクリートに落ち始めた。

「あいつは一七になったんだ！　今の俺おれたちがそうなるの！　どれだけ難しいことか、お前らだって知ってるだろ！」

　彼は泣く。石畳を這はい、大地の腰にすがりついた。

「なぁ部長……教えてくれ。なんで俺らばっかり、こんな目にあわなきゃいけないんだよぉ。俺、もう嫌だ。こんなの、マジ……ねーってば」

　大地は一瞬、口を噤つぐむ。彼を強く抱きしめた。

「ヘキサだからだろ」

　そういうと、彼は声を張り上げて泣きだした───

　セブンス・リベリオン以降、氷ひ室むろ義塾は統合幕僚監部の直下部隊となった。

　また第弐富士も、自衛隊の基地として接収される。生徒数は半分になった。在学を許されたのは戦闘科の中でも優秀な者だけとなる。

　雷らい鳥ちようの築き上げたヘキサの人権擁立は、今の第弐富士にない。

　雷鳥は失脚へ追い込まれ、もうこの島にはいなかった。

　更に日本は、濱はま田だ内閣から【深ふか川がわ内閣】へ政権が交代する。

　トゥーレイト案件が追い風となり、軍国主義の風が入り込み始めていた。

　徴兵制度の復活──その法案可決を後押ししているのが、新政権になり代わってすぐ締結された【第五次日英同盟】だ。

　平たく言えば、『マリス問題において日本は、一にも二にもイギリス（及びヨーロッパ諸国）と、相互扶ふ助じよ・援助を行います』という内容である。

　この同盟の締結は、深川内閣とイギリス政府の癒着によるところが大きい。

　またアメリカへの露骨な牽けん制せい球きゆうでもあった。

【オペレーション・ヘラクレス】を再来させないため、日英間の関係を密にしたのだ。

　自衛隊のヨーロッパ派遣は──非公式も含め──既に一四度となる。度重なる支援の要請に、さしもの政府も困こん窮きゆうした。そこで出した代案がヘキサの海外派遣だ。




　日本国民の犠牲を減らすため、政府は氷ひ室むろ義塾をスケープゴートにしたのである。




　同日一七時──生徒用マンション・大だい地ち自室。

　玄関のカギが開けられる。トランクケースを持った大地が入ってくる。未いまだに、汚れた防護服姿のままだった。大地はふらつく足取りでリビングに向かう。

　ベッドに埃ほこりまみれのトランクを放ほうる。同じようにベッドにダイブしたかった。でも大地は我慢し、オフィス机の椅い子すを引く。光学ＰＣの電源を入れた。

「次もし、遠征話がきたら……出られる奴やつがもういねぇ」

　渋じゆう面めんを浮かべる。その部屋は、およそ一介の高校生の物とは思えなかった。

　壁という壁に貼はられたＡ４紙。写真の貼られた模造紙には、マジックで幾重にも書き込まれた跡がある。カレンダーの一日一日に、×マークが描かれていた。

　紙に記されていたのは絶対に知っておかなくてはならないこと。派遣される可能性のある国や各国軍隊の特徴。今期の支給弾薬や、修理用資材の搬入予定表などもある。

　それらは、機兵部に関わる必要な情報の全すべてだった。

　二代目部長・一いちノの瀬せ葵あおいがいなくなり、大地は三代目部長に繰り上げ昇格となる。

　この一年、大地は死に物狂いで戦ってきた。マリスだけではない。ヘキサを食い物にしようとする大人達たちとも……。その努力の一端が、この部屋のあり様と言えた。

「ぐっ！」

　大地は思い切り両りよう頰ほほを叩たたく。眠気を飛ばそうとした。

　大地たち──海外遠征に派遣されたヘキサたち──は、丸二週間、働き詰めだ。

　戦場では文字通り、道具として酷使され続けた。しかも最前線を走る囮おとりとしてである。部隊の損害は目も当てられない。死者こそ出ていないが、負傷者で溢あふれ返っている。

「メール、メールを」

　大地は、飛びかける意識を必死に繫つないだ。

　報告書等の処理はオルソンと山やま武たけがやってくれている。二人とて、疲れていないわけがない。でも大地には……どうしてもやらなければならないことがあった。

　大地はワードソフトを立ち上げる。報告書の作成に入った。

〔機兵部の海外遠征はこれで四度目。本遠征で投入された自衛隊人員は約二〇〇〇。機兵部は七度に渡る広域殲せん滅めつ戦に投入され、遠征メンバー一四名中、一名重じゆう篤とく。一三名が重軽傷を負った〕

　現在、機兵部は専もつぱら海外の戦地へと送られている。

　第弐富士の防衛は、デストブルムを主軸に行われている。現状、機兵部の投入がなくとも、国土防衛が出来てしまっている状態なのだ。

　その為ため……機兵部は同盟国との対外折衝のカードとして使われるハメとなった。

　日本が誇る、『対マリス戦用人体兵器』という触れ込みで。

〔陽ひ葉よう茜あかねが政府側と交渉を続けるも限界が見え始めている。政府は機兵部の戦術価値を利用し、自衛隊の海外派遣を減らすべく──〕

　キーボードを打つ指が止まる……大だい地ちに込み上げてきたのは怒りだった。

　この事実の羅ら列れつに潜むのは、仲間たちの嘆きだ。悲しみだ。痛みや苦しみ、死と隣り合わせの、押しつけられた恐怖だ。大地は下唇を強く嚙かむ。

　遠征中に喰くわされたのは残飯だった。薬や包帯が足りず、連合軍キャンプで土下座をした。医療品を恵んでもらうために。その際、兵士たちには土足で頭を踏まれた。

　無用な暴力と雑ぞう言ごんを浴び続けた。

「……情けねぇ」

　惨めだった。悔くやしかった。泣きたかった。自分だけならまだ耐えられる。でもそんな思いを、仲間にも強いなければならない。自分の不ふ甲が斐いなさが許せなかった。でも──

「絶対ぇ……負けねぇぞ」

　大地の目がギラつく。報告書の作成を再開した。

　怒りを、キーボードを叩たたく指に。怒るからこそ淡々と、事実のみを伝える……あの人へ。

　大地はこの情報を届けなければならない。それが未来に繫つながっているのなら、苦しみとだって闘う。汚く、生き延びて……絶対に未来を摑つかみ取とる。

「『勝ちを決めるのも負けを決めるのも……最後は自分の心一つ』」

　辛つらいとき、苦しいとき、諦あきらめたくなるとき──大地は決まってこの言葉を言う。

　脳裏に蘇よみがえったのは後ろ姿だ。全力で追い続けた……目標にしていた人の背中だった。

「『心で負けるな。全部に負けるぞ。心で勝て、勝ち続けろ』」

　大地の指が早くなる。心を蝕むしばんでいた怒りが、眠気を飛ばしていた。

「そうっすよね……総隊長」

　そのとき、卓上に置いた携帯電話が鳴る。大地は電話に手を伸ばす。ディスプレイを確認すると生途会長からだった。大地はすぐ、電話に出る。

　電話先の彼女は泣いていた。内容とは新しい任務についてである。電話中、彼女の泣き声を聞きながら大地は思う。




　もしかしたら自分はもう……日本には帰って来られないかもしれない、と。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエムⅡ　　第一九話　〔もう一人の援軍〕


最終Ｖ編　（２０７０年５月24日　放映予定）】



　───────　アニメーション映像が流れ、それを制作陣が眺める　───────




　裸身のエイルン＝バザットが眠る。顔や上半身は包帯だらけだった。エイルンの瞼まぶたがゆっくりと開かれる。目覚めたエイルンは記憶の終端を辿たどった。

「……お、れは？」




《ジン！　後は任せたぞ！》




　トリガーを引いた自分。戦闘機形態・ファラリカから大光線が放射され……次の瞬間、白い光が宇そ宙ら全体を覆った。そして敵の大量殺さつ戮りく兵器と一緒に、自分たちも──

「そうか。べル、ファルカスに、特攻を、かけて」

　エイルンは重たそうに身体からだを起こそうとする。でも出来ず、ベッドに沈んだ。

『常人なら即死の衝撃でしたゆえ……起き上がるには、あと三〇〇時間の休養が必要となります』

　その声を聞いて、エイルンは小さく笑う。「やはり、君、だよな」と首を横へ向けた。

　幼女を象かたどるアンドロイドがやってくる。真紅のゴシックロリータドレスにフリルカチューシャ。愛機・エルフィーナ・ルインレーゼ改め、チビフィーナだった。

「いつも、すまない」

　エイルンは布団から手を出す。チビフィーナは両手でエイルンの手を包み込んだ。愛いとしそうに、エイルンの手に頰ほおずりをする。

『あなた様の戦場がわたくしの踊るべき舞台。搭乗者ダンスパートナーに必要とされて嬉うれしくないわけがございません』

　チビフィーナがエイルンの体温を感じながら優しく言う。エイルンも微笑を浮かべた。

「ここ、は？　俺おれはどのくらい、眠って」

『七三時間二一分。およそ三日というところです。ここは、お母様が活動中に残された、エルフィーナわたくし専用の秘ひ匿とくファクトリーの一つでございます』

「本当、アイツには死角が、無い」

　エイルンは掠かすれた声で笑う。エルフィーナはエイルンの手を布団の上に置いた。

『ドーターが搬送し、わたくしは緊急プログラムのケース78に則のつとり、Ｅ３０３Ｓボディから、このＥＧ－３００Ａボディに切り替わり、ムッシュの救命活動を行った次第です』

「ルインレーゼの、身体の方は？」

『被害甚じん大だい。現在、この地下、工場区画で突貫修理を行っております。ですが、連続使用による衝撃搬出路ブロンドテクトや変質形状合金ドリムビスチエ等の内部機構にも劣化が認められていました。ドレスの全改修オーバーホールもしたかったですので、良い機会ともいえます。私も、ムッシュと併あわせまして休養を頂いております』

「……そうだな。あいつが死んでから、ずっと、走り続けた気がする」

『エル、フィ[image: ][image: ]、ナ[image: ][image: ]！』

　突如響く、少女の声……エイルンは驚きの色を示す。その声はチビフィーナと同じだった。チビフィーナが水を掬すくうように、両手の平をくっつける。チビフィーナの手の上に二〇センチほどの立体映像ホログラフが映し出された。

　その映像を見て、エイルンの時間が止まる。

『こいつが起きたら、私を呼びなさいって言ったじゃない！』

　チビフィーナの手の平でがなり立てる少女──着物の上から白衣を纏まとう。ツインテールに、やや目付きの悪さが目立つ……エイルンの良く知る人。

『感動の対面は、当事者にその権利が与えられると思考します。あとわたくしはお母様に、恋は戦争だともインプットされました』

『しばらく会わないうちに賢さかしくなったじゃないっ……くの！　くのくの！』

　言い返したチビフィーナの顔に、少女が何度もパンチをする。しかし、彼女の手は幽霊のようにチビフィーナの顔をすり抜けていた。

『立体映像ホログラフは物理攻撃が出来ません。止やめることを推奨いたします』

『無駄と分かっていても、やらずにはいられないときがあるの！　覚えておきなさい！』

『かしこまりました』

　エイルンの目に涙が溜たまっていく…………そう。まさしく彼女こそ、エイルンの幼おさな馴な染じみにして、月の天才科学者【ドクターツルギ】、その人だった。

「ツ、ルギっ」

　エイルンが涙を流して、ツルギに手を伸ばす。

　ツルギはエイルンを見て片頰ほおを朱に染める。チビフィーナの手の平からジャンプし、布団の上に落ちた。エイルンの胸元までやってくると、両腰に手をかける。

『そーよ、私よ！　文句ある？　アンタ！　私が見てないからってまた無む茶ちやして──』

「会い、たかった、君に、ずっと。会い、だかった」

　エイルンはボロボロと泣いていた。そんなエイルンを見て、ツルギは毒気を抜かれる。

　顔を暗くしてその場にしゃがんだ。

　ツルギは寂しそうな顔で『泣き虫エイルン』と笑う。

『……先に死んじゃってごめんね』

　エイルンは男泣きをする。チビフィーナはやきもちを焼くように、ツルギの背中にデコピンをした。小さな指はツルギの背中をすり抜けていた。






Ⅱ　降こう臨りんのメシア









　二〇七一年九月上旬────それは、まだ水面下に沈んでいた物語。

　宗教画を模したステンドグラスが輝く。高い天井から陽光が降り注いでいた。

　質素なつくりの作業机。木製のベッドと、小さな本棚が壁際に一つある。ここは、とある宗教寺院の別堂だ。

　部屋には高こう齢れいの老人が椅い子すに座っていた。白い司祭服を着ている。覗のぞく白い身体からだは枯れ木のように細く、肌には皺しわが刻まれていた。

　老人は口を半開きにし、音を立てて呼吸する。瞼まぶたを閉じ、背もたれに体重を預けていた。

　不意に……ドアが開く。老人は片瞼を上げた。視界に映ったものを見て、もう片方の瞼も開ける。老人は背もたれからゆっくり身体を起こした。

　ドアから一人の男が入ってくる。

　サングラスをかけた青年だった。整った顔立ち。背は一八〇センチ近くある。本革のレザースーツに、外がい套とうを羽織っている。全身、黒ずくめの東洋人だった。

　老人は感泣する。胸元で十字を切った。強く目を閉じ「感謝を」と、深い祈りを捧ささげる。

　一方、黒衣の青年が老人に近づいてくる。口の端を緩ませて老人の前にしゃがんだ。

　老人改め、老司祭は震える両手を彼の顔に……「おぉ、おぉ」と、感涙を零こぼす。

「やはり、あの日の出来事は神託。夢ではなかった」

　過去に老司祭が見た青年──そして、目の前にいる青年の顔が重なる。

「あなた様は再び、私のもとへご降臨なされた。あの日……六〇年前の奇跡に、心よりの感謝を」

　老司祭の脳裏に過去の映像が蘇よみがえる。

　廃はい墟きよとなった街。数多あまたの命が怪物たちに食われた。孤児たちと一緒に礼拝堂まで落ち延び、必死に祈りを捧げた。この災厄から、子羊たちを救いたまえと。

　それに答えるかのように現れたのが、大聖堂を壊し、降ってきた【黒き魔人】──その手のひらに乗った、この青年だった。どれだけ歳としを重ねようとも色あせない記憶。

　神が思おぼし召めしになった、奇跡の具現化であった。

「二〇七一年。世界に更なる混こん沌とんが訪れたとき……私の下へ、あなた様が再びご降臨する。そして一つの聖命をお与えになると。あの日、あなた様の仰おつしやった通り、私は法王職に就き、世界はマリスによって、尊とうとい命が奪われ続けております」

「そんな大仰な物言いをした覚えは無いんだがな……俺おれはただ、頼み事があると言っただけだ。坊さん」

　老司祭は嬉うれし涙を零す。青年がサングラスを取ると、その頰ほおを両手で包んだ。

「どうかそのお顔をよく……ほほっ。やはりあなた様は主の御お遣つかい。この世に遣わされた奇跡。あのとき、私を救ってくれた、お若い御身のままだ」

「そういう坊さんは、ずいぶん老けちまったな。こんなにヨボヨボになって……祈るのも悪くはないが、もっと精のつくものを食ってくれ」

　青年は立ち上がってサングラスを掛け直す。

「フランシス・二〇一代教きよう皇こう猊げい下か……近々、三万人ほど人助けをしようと思ってる」

　老司祭は、ゆっくりと頷うなずきながら話を聞く。

「なるべく迷惑をかけないつもりだが、あぶれた分をアンタのところで匿かくまってほしい。坊さんの国は、俺おれが全すべての外敵から守ると約束する。マリスだろうが、大砲を持ちこんできた馬鹿だろうが、やってきたら呼んでくれ……そちらでいう、神の奇跡とやらを大盤振る舞いで披露しよう」

　老司祭は青年の手を取る。その甲──六角形に【０】の付いた刻印──に額を当てた。

「ご同胞を救われるのですね……仰せのままに。黒衣の聖者よ」

　青年は「頼む」と、外がい套とうから茶色の紙袋を出す。老司祭はそれを受け取った。

「紅茶の葉だ。庭でも見るときに飲んでくれ」

　青年は外套を翻す。立ち去る背に、老司祭は声をかける。

「六〇年のときを経ても、忙せわしない……せめて名だけでも、お教えいただけませんか？」

　青年は立ち止まる。クールな笑みを浮かべて、肩越しに振り返った。




「ジン＝ナガト……今はそう名乗ってる」




「またお立ち寄りを。そのときは一緒にこちらを飲みましょう。救世主メシアよ」

　老司祭は紙袋を見せるように持ち上げる。黒衣の青年・ジンは歩き出す。

「是非もない」

　そういってジンは某国を後にする。この一週間後、一つの国が国際連合ＵＮから正式に脱退することを発表した。







　トゥーレイト発現による、マリス侵攻が激化した結果、ネイバー保有国は自国防衛で身動きの取れない状況にあった。更にヘキサ保管領への誘導から漏れるマリスが続出した。

　世界中で、かつてのようなクイーンの散発襲撃が起き始めていたのだ。ロイヤルガードの出撃も追いつかない。決定的にネイバーの数が足りていなかった。

　九月上旬──南スーダン・ジュバ。

　どこまでも続く茶色い荒野。炎天の太陽光が地面全体を焼いていた。荒れ地には鉄条網が続く。軍用車が何両も投とう棄きされていた。大破した戦車は残ざん骸がいである。

　どこまでも横に広がる鉄条網が……踏ふみ潰つぶされる。ポーンたちが我先にと進んでいく。

　その対面四キロ先には南スーダン陸軍がいた。稼働する戦車が幾ばくか。軍人に紛れて多数の民間人が銃を握り、迫撃砲を構えていた。この辺り一帯の、生き残ったものたちだ。

　眼前に広がる光景に、一人の少年兵は思う。これは悪魔たちの大行進だと。

　一〇〇〇匹以上のポーンが砂煙を上げている。小山のような獣人・ルークが、ポーンらを率いるように走っていた。そして、その更に後方だ。一番後ろに違う形をした怪物が見える。少年兵はそれが、この悪魔たちの司令官なのだと思った。

「っ!?」

　少年兵が突如、声を上げる。周りにいた大人たちも同じように声を上げた。

　空が割れたのだ。ガラスにヒビが入るように。そして……ソレが現れた。

　闇やみの中から二本の黒腕が現れる。空間から這はい出でるように真っ黒なボディが現出した。




　まさしく【魔人】──全身装甲に夥おびただしい古傷を刻んだロボットだった。




『狩るぞ、アトメント！』

　黒き魔人・ネイバー０番機【アトメント】が空中で両りよう拳こぶしを叩たたきつける。拳のぶつかりが火花を散らした。アトメントが乾砂を巻き上げ、クイーンの前に着地する。

　緑色のアイカメラが不気味に光った。光の帯を揺らして魔人が直立する。二五メートルの人型がクイーンを見下す。力そのものが、形を成したような圧倒的存在感。

　対するは、顔と胸に大口を持つクイーン、【標準型】だ。標準型はアトメントに向け、大気を震わせる雄お叫たけびを上げる。

　アトメントに、ルークとポーンが次々と飛び掛かっていく。

　肩に腿もも、腰に頭に……瞬く間にアトメントの全身が、マリスで覆い隠される。

　全身にへばりついたマリスが、アトメントの装甲に牙きばを立てた。しかし──

　魔人の大足が荒野を踏み締める。

　一歩、また一歩……。体幹がまるでブレない。重さという概念、そのものを踏み潰すかのような足取りだった。

　アトメントの両肩付近に魔法陣のような紋様が浮かぶ。魔法陣は、空中で幾何学模様を描いていく。対する標準型が突進した。

　一〇近く重なるマリスの巨塊──そこからアトメントの黒腕が飛び出す。クイーンの首を、鴨かもの細ほそ頸くびのように握り摑つかんだ。

　クイーンが黒い血を吐く。突進は軽々と止められた。

　標準型が足をばたつかせる……二〇メートルの巨きよ軀くが持ち上げられていく。

　クイーンはアトメントの腕を剝はがそうともがいた。黒い装甲に爪を立てる。

　クイーンの真正面──重なるマリスの身体からだの隙すき間ま──から、アトメントの凶きよう貌ぼうが覗のぞく。

『雑魚が』

　潰つぶされるクイーンの生首。次の瞬間、両肩の魔法陣が弾はじけるように消えた。




　黒血の大飛沫しぶき────放射状にマリスの血が広がった。




　立っていたのはアトメントだけだ。全身から蒸気が上がる。周囲の空間が歪ゆがみを帯びていた。およそ一二〇〇近いマリスが肉片も残さず、黒血へと変えられていた──

　アトメントのコックピットにはシートの類たぐいがない。全方位型のモニターとなる。

　その中でジンが仁王立ちし、腕を組んでいた。

『親父。サーマル首相は会談に応じるそうだ』

　コックピットに男の声が流れ込んでくる。ジンが言った。

「存外、聞きわけが良かったな」

『国連にも見捨てられ、三〇年以上続いた内戦ができなくなるくらい、マリスに嬲なぶられたんだ……今の戦闘を見たら、連中、藁わらにもすがる思いで頭を下げてきた』

「これで、レアツリー黄金樹の伐採区も確保。次は人員を集めがてら、外側から切り崩していくか……アギト」

　ジンがその名を呼ぶ。コックピットモニターに長髪の美青年が映った。

　それは、かつての規格外十番テンナンバーの一人だ。

【悪魔の六デーモン・シツクス】────睦むつ見みアギト。

　ジンと共にエイルン＝バザットを殺害し、氷ひ室むろ義塾を奈落へと叩たたき落おとした人物である。

「マリス問題が落ち着いた途端、暴れ出しそうな反政府軍無能連中……観測範囲で三グループほどいそうなんだ」

　ジンは顎あご先さきに右手を当てる。考えるような素振りをした。

「俺おれは不必要だと思う。お前の意見はどうだ」

　映像のアギトは、前髪を搔かき上あげた。

『俺も同意見だ……だから、ここに来るまでにあらかた潰してきた。主要メンバー五〇人分ほど、網に詰めて大統領のセーフハウスへ投げ込んだんだ。もしかしたら、それも多少は効果があったかもな』

　ジンは「可哀かわいそうに」と、モニター下にある引き出しを引く。中は冷蔵庫スペースになっていた。ジンはそこから、ドンペリの瓶を引き抜く。

　親指で栓を飛ばす。泡が溢あふれた。ジンは酒瓶を見せるように持ち上げる。

「散った小石たちに」

　そう言って、ジンは冷えた酒を飲む。画面のアギトは肩をすくめた────二人が表立って行動を起こし始めたのは、つい最近のことである。

　エルフィーナ破壊後、二人はその身を潜めた。水面下で情報収集に努めていたのだ。

　しかし、二人がこうして動き出したこと……それは、機が熟したことを意味していた。

「次はロシアか。ライオンに首輪をかけてくるとしよう」

　ジンがサングラスを押し上げる。

　この事件から約一月後、南スーダン共和国も国連からの脱退を表明した。







　九月中旬──ロシア・モスクワ。

　クイーン種が初めて現れた【バースセブン大敗】直後、当時はまだネイバーを持たなかった人類は、国土の多くをマリスに蹂じゆう躙りんされた。

　この街もその一つである。

　廃はい墟きよと化してしまった街────その街の中の劇場跡にジンがいた。

　複数の方向から舞台を囲む、オープン形式が採用された構造だ。

　しかし、その有様は酷ひどい。まず天井が無かった。壁には幾つもの大穴が開き、気温七度の寒風が入り込んでくる。客席椅い子すには破れや、壊れ。大舞台の片側は潰つぶされて無かった。それらの上からは、時の経過を感じさせるように満まん遍べんなく埃ほこりが被かぶさっている。

「ふむ」

　舞台にはジンの姿があった。

　木製の椅子に小テーブルが置かれている。そこで悠然と足を組み、鉄のマグカップを口につける。淹いれたてのコーヒーで、温めたウイスキーを割ったものだった。

「……染み渡るな」

　白い息を吐いてジンが言う。その正面には禿とく頭とうの中年男性が座る。

　頭頂部から顔面にかけてナイフ痕を刻んでいる。白いレンジャー服を着た白人だ。筋肉そのものに服を被せたような体たい軀くをしている。右手の甲にはヘキサの刻印があった。

　グスターブ・ブラトフ──ロシア圏でヘキサの解放を謳うたう反政府組織【グスターブ・リェーフ】のリーダーとなる。

　舞台裏、観客席、二階の来賓席と、その全すべてに彼の部下が控えていた。まるでジンを取り囲むかのように。グスターブが質問する。

「私たちに、貴様の下へつけ？　今、そう聞こえたんだがな？　東洋の少年よ」

「良かったよ。ロシア語を話すのは久しぶりなんだ。通じるか少し不安だった」

　ジンはクスと笑う。カップから上がる湯気を嗅かいだ。

　対するグスターブも、親しみある笑いを浮かべた。

「面白い奴やつ。私が愛と青春を嘯うそぶく、シンガーソングライターに見えるとでも？」

「可能性の放棄は選択の放棄だ。トップなら頭を柔らかくするのを薦めよう」

　ジンはもう一口飲む……そのとき、三〇人がジンへ銃口を向けた。

「口の利きき方をまず覚えたほうがいいぞ、小僧……生意気な餓鬼には、注意の前に弾が飛ぶ。死体袋に入ってママのところへ帰るか」

　グスターブは煙草たばこに火を点つける。音を立てて、ジッポライターを閉じた。燻くゆらせた紫し煙えんの間から眼光が飛ぶ。グスターブの目にあったのは殺意だった。

　一方のジンは小さく溜ため息いきをつく。白い息が吐き出された。

「そういうことなら、貴様こそ口の利き方を覚えろ。俺おれは貴様なんかよりもずっと年上だ」

　グスターブは吐息を漏らす。同時に銃声が三〇発分、鳴った。

　ジンはまたカップに口を付ける。




　轟ごう音おん──大気の大振動が舞台から全周へ広がった。




　ちゃぶ台がひっくり返されたように、観客席や瓦が礫れき、壁が飛ばされる。それと一緒に、三〇人の部下たちも吹き飛んだ。

「……」

　呆ぼう然ぜんとなるグスターブ。その口から、点けたばかりの煙草が落ちた。

　ジンの真横には、大きな魔人の黒腕が落下していた。ガラスみたいに割れた空間から伸びている。その拳こぶしが大衝撃を呼び、全すべてを吹き飛ばしていた。

　残されたのは舞台上にいるジンとグスターブだけ。ジンが口を開く。

「座標はずらしたから貴様に怪け我がはないはずだ。コレに免じて、一回は見逃してやる」

　ジンは空になったカップをテーブルに置く。グスターブは禿とく頭とうから汗を垂たらした。

「まさか…………ネイバー？」

　列車と見み紛まがう程の鉄腕だ。今更ながら、ジンの持つ、ネイバーフッドの刻印に気付く。

「俺の女は不器用でな。交渉事に弾を持ち出す輩やからには、口の代わりに拳が出る」

　ジンは意趣返しのように言う。サングラスの奥の双そう眸ぼうが、刃やいばのように鋭くなる。

「粗相を許すのは一回までだ」

　グスターブの背筋に絶大な悪寒が走る。脳天へと突きぬけるような恐怖だった。

　グスターブは右腕を高々と上げる。頭上で腕を大きく回した。武装解除の合図である。

　意識のある者がいればだが……と、グスターブは思った。

「三度は言わない。俺と手を組め。グスターブ・リェーフ」

「……我々になんの得がある？」

　ジンの問いかけに、グスターブが慎重に返す。ジンは足を解く。その背を丸めた。

「自由と尊厳。そして力だ」

　ジンは一つの光学映像を展開する。グスターブは勢いよく椅い子すから立ち上がった。

「未確認の……ネイバーだと？」

　ジンは不敵に笑う。すっとカップを前に出した。お代わりの要求である。

　片やグスターブは、禿とく頭とうからまた汗を垂たらす。部下は全員昏こん倒とうしていたので、しぶしぶ自分がお代わりを注いだ。

　ロシアの大レジスタンス、グスターブ・リェーフはこの日を境に、一切の消息を絶つ。併あわせて、ロシアにある合計八つのヘキサ保管領が壊滅状態へと追いやられる。

　どれも【四枚翼の悪魔】と【黒き魔人】の仕業だったという。




　こうして……収容されていたヘキサ・七八〇〇人が忽こつ然ぜんとその姿を消した。




　九月中旬──カンボジア某所・アネックス社・第九八武器管理倉庫。

　ここは世界シェア・四パーセントを誇る、アメリカの兵器産業の貸倉庫となる。

　スタジアム程はある屋内──奥側は照明が点ついておらず薄暗かった。

　そこに睦むつ見みアギトが立つ。銀縁眼鏡にストライプのビジネススーツを着ている。アギトは取引相手のウェポンディーラーと話をしていた。

「いくら新規とはいえ、相場単価の四倍値で我が社の商品を買い付けにこられた方は、あなたが初めてです。ミスター睦見」

　二十代後半か三十代前半と思われる、女性ディーラーが言う。アギトは渡されたタブレットに電子サインを行う。

「『時間を最も有効に利用した者に、最も立派な仕事ができる』。俺おれの国で柔道の父と呼ばれた男の言葉さ……よし。今、指定の口座に一括送金した。確認してくれ」

　ディーラーは一瞬固まる。額が額だったため、分割売買とばかり思っていたのだ。総額にして一〇〇〇億ドル。日本円にしておよそ、一一兆八〇〇〇億円の買い物だ。

　ディーラーは出鼻を打ち砕かれた気分になる。

「お、お待ちを。今、確認いたします」

　ディーラーは光学ＰＣを開く。指定の口座を確認した。光学ディスプレイには、何ケタあるか、数えるのも面倒な額の金が振り込まれていた。

「じゃあ、早急に運び出してくれ。特急料金でチップは多めに払ってある」

　アギトはメガネを取って女性ディーラーに言う。ディーラーは薄暗い倉庫内を見渡した。

「しかし、二四倉庫分の商品がご入り用とは……戦争でもなさるおつもりで？」

　格納庫内に照明が点く。銃器・弾薬・戦闘機・戦車──文字通り、山程の兵器が並べられていた。中には最新式の戦せん騎き装そうもある。

　アギトは紳士的なお辞儀を彼女に。職業執事を思わせるような動きだった。

　アギトの笑みを見て、ディーラーは底冷えする恐怖を感じる。

「いつの時代も、正義の演出には尊とうとい犠牲が必要なのさ」

　そういったアギトは、ディーラーの目には死神のように映った。







　九月中旬──北欧・某所。

　彼女、カロリーナはデンマーク王室の一人である。現・王太子の第三王女だ。

　歳としは一九歳。ウェーブのかかった黄金の髪にアッシュの瞳ひとみをもつ。

　カロリーナは王女として生まれ……いつか、こうなる日が来てもおかしくないと思っていた。

　口に布を巻かれている。カロリーナは手を後ろに回され、縛られていた。美しい顔には殴られた跡がある。壁に背を預ける格好で拘束されていた。

　彼女の前には、浅黒い肌の男たち。全員、煤すすけた部隊服を着ていた。手には自動小銃を持っている。

　壊れた窓の外には、廃はい墟きよとなった町並みだ。夜の廃墟には戦せん騎き装そうが何機も配備されていた。ヨーロッパはマリスの激戦区となる。特に北欧は、マリスの襲撃で踏み荒らされた街が数え切れないほどある。カロリーナはここも、そのどれかだろうと考えていた。

　帰宅中、移動中の車をこの男たちに襲われた。運転手の頭が真っ赤に弾はじけ、後部座席にこの男たちがなだれ込んできたのだ。

　何かを嗅かがされ、気がつけばカロリーナはこの場所まで運び込まれていた。

　最初は抵抗の叫びを上げた。しかし、頰ほおを何発も殴られることで抵抗の意思は消沈する。

　このまま凌りよう辱じよくされるのか。それとも無残に殺されてしまうのか……はたまたその両方か。

　勝手に可能性が頭に浮かんできてしまう。発狂してしまいそうなほどに怖かった。

「おい！　なんだ！」

　テロリストの一人が窓の外を見て叫ぶ。カロリーナも無意識に同じ方を向いた。

　闇やみに紛れてよく見えない……しかし、何かが遠くからやってくる。

　巨大な足音。二つの緑の光が、揺らいでいた。

　遅れて、廃墟に用意されていた夜間照明が点つけられる。数本の光に照らされ、ソレがカロリーナの視界に飛びこんだ。

　──…………魔神デモン？

　カロリーナは一瞬、そう思う。でも良く見ると、それは巨大なロボットだった。

　戦騎装よりもずっと大きい。以前、イギリスで見た17番機【バルゴ・ティアーズ】よりも大きなロボットだ。双眼鏡を覗のぞく部下に、指揮官らしき男が言った。

「王室の親衛隊か？」

「いえ！　他に機体は見当たりません！　一機だけのようです！」

　夜の廃はい墟きよに、砲火の赤しやつ光こうと砲声の嘶いななきが混じる。ロボットに砲弾が撃うち込まれた。

　カロリーナは顔を伏せる。元来、巨大人型兵器は、機甲戦においては的にしかならない。以前、習った家庭教師の言葉をカロリーナは思い出していた。

　淡い期待を砕かれて面を上げる……見た光景に度肝を抜かれた。




　弾を弾はじき、砲弾を受けてもビクともしない────黒くろ鉄がねの魔人がやってくる。




　悠然と。揺るぎなく。散歩でもするように……。圧倒的なデタラメだった。

　顔を青くした指揮官が、カロリーナの胸倉を摑つかんだ。

「むぅ！」

　カロリーナを引き起こし、窓際に。指揮官が拡声器を持ったときだ。

　黒鉄の魔人・アトメントが走り出す。ゴーストタウンを人型の台風が突っ切った。

　二五メートルの巨人が走る。ただそれだけで破壊の大嵐が巻き起こっていた。

　──一踏みでペシャンコにされる戦車。──右腕で払っただけで戦せん騎き装そうの上半身が飛ぶ。

　壊れた街に真まっ直すぐ、線が引かれていく。秒刻みで黒い機体が大きくなる。

　カロリーナの視界全部が巨人で覆われたときだ。

　ビルの左側が爆はぜ飛ぶ。剛腕の一振りが廃ビルを貫いていた。

　指揮官の頰ほおに生温かい感触……肉塊に還かえされた部下の血だった。ゆっくりと──また、同じタイミングで──真横を見る指揮官とカロリーナ。

　列車程もある黒腕がビルを横切っていた。そしてジンの声が響く。

『夜の散歩だとしても、女を連れて歩くのに、ここはセンスが無い』

　スピーカー越しに流れた声は英語だった。すると指揮官も英語で怒鳴り出す。

「近寄るな！　この娘はデンマーク王室の直子だぞ！」

　黒腕を伝い、外がい套とうの青年が廃ビルに降り立つ。サングラスの青年は酷薄に笑った。

「言葉選びのセンスは良いな……シチュエーションに適した、かぐわしい三流の臭いがする」

　指揮官と生き残った部下二人が、拳けん銃じゆうと自動小銃を乱射する。しかし、ジンの前で弾が逸それていく。まるでその場だけ、空間が歪ゆがんでいるかのような光景だった。

　銃器のマズルフラッシュが瞬く。薬やつ莢きようがコンクリートの上に溜たまっていった。

　ジンは外套を翻して近付く。その歩が早くなり……疾しつ走そうへと変わる。

　部下が銃を捨て、ナイフに持ち変えた。でもジンの方が早い。

　二人のこめかみに銃口が当てられ……発砲。

　ジンは二丁拳けん銃じゆうをくるりと回し、腰のホルスターに納める。死体が血を飛ばして転がった。指揮官はこれみよがしに、ナイフをカロリーナの頰ほおに付ける。

「んんっ!?」

「近寄るな！　それ以上、近付いたら──」

　ジンはまるで止まらない。ズカズカと二人の方へ歩き……指揮官の前に止まった。

「なんだその顔は」

　ジンは両ポケットに手を突っ込む。至近距離で指揮官に囁ささやきかけた。

「チンケな凡人が大物気取りで、この場に立っているんだ。じゃあ、目いっぱい偉そうにして、笑わなきゃダメじゃないか」

　カロリーナの目は、ナイフではなく青年の顔に吸い寄せられる。

「俺おれが見たいのはそんな勘違い野郎が、ふと現実に立ち戻ったときの顔だ」

　指揮官が目を血走らせ……持ったナイフに力が込められたとき──

「アトメント」

　ジンが呟つぶやく。指揮官の肩から先が、バッサリと両断された。指揮官の腕に鋭利な断面が出来る。切られた腕が床に落ちた。指揮官が尋常ではない悲鳴を上げる。

　ジンは解放されたカロリーナを受け止め、そのまま床に座らせた。

「北海の蟹かに？　狼おおかみだったか。こんな小物が、欧州方面で幅を利きかせているテロリストの幹部とは」

　指揮官の顎あご先さきが蹴けり上げられる。後頭部が石いし畳だたみに叩たたきつけられた。テロリストはアトメントの登場から五分もしないうちに制圧される。

　ジンはしゃがむ。カロリーナの口の布を取ってやった。

「ぷは……あなたは？　父の命で私を助けに？」

「いや。その上……アンタの女王陛下おばあさまへ会いにな。だが、手土産を忘れてしまった手前、どうしようか考えていたら、アンタが攫さらわれるところを見かけたのさ」

　ジンがカロリーナを立たせる。吐息のかかる距離で彼女に呟いた。

「だからアンタを攫いに来た」

　カロリーナは顔を真っ赤にする。しばしの間を置き、恥じらいに目を背けた。

「カロリーナと……お呼びくださいませ」

　この日、カロリーナ第三王女は、名も知らぬ東洋人に恋をする。

　この一カ月後、デンマークは国連とＥＵ連合を抜けることを発表。現デンマーク女王は──デンマーク王室全体で──彼個人と、一〇〇年の友好関係を結んだ。






Ⅲ　救国のメシア









　二〇七一年一〇月七日。

　大荒れする海域──煙を上げる護衛艦が、何隻せきも海域を脱出しようとしていた。

　それは北海の殺さつ戮りく艦隊・ヴォリャークの船団だった。周囲はマリスで溢あふれ返っている。

　マリスの群れは、空母を取り囲んでいた。

　海域に残された一隻────それは日向ひなた達、ヘキサを乗せた空母だった。




　船内格納庫。

　閉じこめられたヘキサ労働者たちがゲートへ押し寄せる。彼らは軍事知識を詰め込まれ、強制労働を強いられていた能力変化分類ブレインたちだ。

　その中には柔じゆう呉ごの姿もあった。柔呉もまた扉の開放を叫んでいた。

　船体が揺れる。そして衝撃音──ごぉん、ごぉん、と。

　海中のマリスが、船に体当たりをしていた。船底をこじ開けようとしているのだ。中にいるヘキサを貪むさぼり食うために。

「日向！　日向ぁああぁ！」

　柔呉は、腹の底から叫びを上げる。柔呉にあるのは死んでなるものか、この想おもいだけである。ヘキサを囮おとりにし、ヴォリャーク艦隊は逃げ出した。

　それでも、この船を守ろうと闘う人がいる。せめて死ぬときくらい、彼女の傍そばで。

「それすらも許されないっていうのかよぉ！　日向ぁああああ！」




　曇天の下、半壊した飛行甲板にはグラン二号の姿があった。グラン二号は単騎でガトリングの弾を海面にばら撒まいていた。

　背後に積まれた武装コンテナは、もうほとんど空になっている。

　眼下には海原が広がる。ピラニアが餌えさを取り合うように、海面が泡立っていた。

　海面の一つが盛り上がる。一匹の巨大ウナギが飛び出してきた。

【ビショップ】──海洋型クイーンが出産する、海中を主な生息範囲にする幼生体だ。全長三〇～四〇メートルはある。

　弾丸のような瞬発力だ。ビショップは大口を開けてグラン二号に飛び掛かった。グラン二号は咄とつ嗟さに大口を両手で押さえる。

　物もの凄すごい衝撃がグラン二号を襲う。

『くぅううう！』

　下げていたガトリングが折れて、甲板に転がった。ワニの口を押さえるように、グラン二号がビショップの牙きばから逃れようとする。

『こんのぉおおお！』

　右肩のミサイルポットのハッチが開く。ゼロ距離でロケットミサイルがビショップの口内に直撃する。ウナギのような身体からだが爆はぜ飛んだ。

　グラン二号を、散った肉片と黒血が汚した──

　コックピットにいる日向ひなたは余裕などない。既に三時間近く戦闘が続いていた。

　通信で月げつ下かの声が届けられる。

『おい！　もう残ってるのは私らだけだぞ！』

「知ってます！」

　日向は八つ当たりするように返事をする。燃料も弾薬も、既に底を尽きかけていた。

　日向は武装コンソールを指で弄いじる。別の武器をグラン二号に拾わせようとした。

「!?　くっ！」

　モニター画面に映る、ずぶ濡ぬれの甲板──そこをポーンが走ってくる。

　みるみる大きくなり、口を開けて飛びかかってきた。日向は慌てて操そう縦じゆう桿かんを握る──右肘ひじのコンバットナイフが、半円を描いて持ち上がる。

　グラン二号がポーンの口内にナイフを突き入れた。頭部ユニットに凄すごい勢いで黒い血が掛かる。グラン二号が右腕を勢いよく振る。ポーンの死し骸がいが転がった。

　グラン二号はその頭を踏ふみ潰つぶす。周囲にまた、肉片と黒血がぶちまけられた──

「死ねない！　絶対に死ねないの！」

　日向は、血走る目でサイトスコープを覗のぞく。

「ここには！　あの人がいるの！」

　モニター越しで、グラン二号が甲板に積まれた銃機の一つ、二つ折りの特大スナイパーライフルに手を伸ばす。




　その一方──海域ではグラン三号が跳び回っていた。

　牙型のカメラを頭部に付ける。ゴリラのような腕が特徴的な戦せん騎き装そうだ。グラン三号も多くの損傷を被こうむっていた。

　轟ごう沈ちんしたゴーストシップを足場に、飛び回りながら逃げるグラン三号。

　グラン三号を追って、ルークが船体に穴を開ける。続けてビショップが砲塔の残ざん骸がいを嚙かみ折った。グラン三号の全身は、各所で火花を上げていた──

「くっ！　もう持たないぞ！」

　コックピットの月下が焦りを零こぼす。汗だくの月下は、右の操縦桿を押し出した。

　最速のランナー【神馬の五スレイプニル・フアイブ】だからこそ、このマリスで溢あふれた海域を生き残れていると言えた。

　ヴォリャークは既に自分たちを見捨てた。逃げ場など無い。かといってマリスに食い殺されるのもゴメンだった。

「くそ！　どうしろってんだよ！」

　月げつ下かは一ひと先まず、日向ひなたとの合流を考える。海面から顔を出す、敵だらけのコックピットモニターを見み据すえた──

　グラン三号がルークの死し骸がいを足場に、再びジャンプする。その跳躍の最中だった。




『ぐう！』──グラン三号の左後ろ足が嚙かみつかれる。




　海面から顔を出したビショップだった。蛇体を伸ばし、グラン三号を海中へ引きずりこもうとする。刹せつ那な、グラン三号の背中が縦に割れた。

『ってぇなっ！』

　背中からベアリング散弾が飛び出す。ビショップの顔がハチの巣になった。

　伸びた蛇体がゆっくりと仰あお向むけに倒れていく。今、殺したビショップの死骸を足場に……両前足を合わせ、三本足でグラン三号が思い切りジャンプした。

『ぐあああああぁあぁ！』

　突如、跳んだグラン三号の全身が絡め取られる。ビショップよりも大きな、無脊せき椎つい動物を思わせる触手だった。海面から一本、二本、四本と伸び、最後は三〇メートル超えの頭部を覗のぞかせる。

　クイーン【多足型】──これこそ、ヴォリャーク艦隊が逃走した原因だった。

　神話の怪物・クラーケンを彷ほう彿ふつとさせるクイーンである。

　もともとヴォリャーク艦隊にクイーン撃滅能力は無い。はぐれと呼ばれる、遭遇した子団──幼生体の群衆──を狩るのが主任務だ。

　しかし今回の遭遇戦には、海底深くに潜んでいたこの多足型まで混ざってきたのである。

　クイーン種に太た刀ち打ちできるのは、通常ネイバー規格だけだ。

　いくら規格外十番テンナンバーの二人がいたとはいえ、その逃走は必然とも言えた。

　グラン三号を捕まえた、クラーケンの触手が収縮する。

『ぐあああぁあああ！』

　グラン三号の牙きば型のカメラが弾はじける。鋼鉄の獣が歪いびつな音を立てて潰つぶされていく。




『伍いつ橋はしさん!!　っきゃああぁ！』

　グラン二号から日向の悲鳴が上がる。甲板が斜めに傾いていた。多足型が暴れることで海面が大きく揺れたのだ。空母が波の上で横転しかける。

　甲板に三本の巨大触手が張り付いた。それだけで三つの陥かん没ぼつ痕こんが付く。

　甲板上の銃器が滑り落ちる。次々と海へ放ほうり出されていく。

　グラン二号もまた、斜めになった甲板を滑り落ちる。

『ス！　パイク！』

　踵かかとのスパイクが伸びる。グラン二号は再度、自身を甲板に縫い付けた。

　グラン二号は即座に右腕を正面に向ける。

　同じく甲板を滑っていた、二つ折りの砲筒目掛け、ワイヤーアンカーが射出された。

　アンカーが特大のスナイパーライフルを捕える。内部のウインチがワイヤーを巻き上げた。グラン二号は【一四四ミリスナイパーライフル】を左腕に装備する。

『諦あきらめて──っ！』

　グラン二号が──機体を斜めにしたまま──銃身のレバーを引く。特大榴りゆう弾だんが装そう塡てんされた。そして、その銃口を多足型の頭部へ。




『たまるもんかぁああぁ！』────イカ頭の左半分を業炎が覆い隠す。




　同時にグラン二号の左腕も飛ばされる。スナイパーライフルごと左腕が海に沈んだ。

　多足型の顔半分が吹き飛んでいた……しかし次の瞬間、日向ひなたの絶望感は揺るぎないものになる。

　みるみるうちに、吹き飛んだ頭が修復していく。クイーンの持つ即時再生機構だった。

『だからっ！　何だって言うの！』

　日向の叫びと共に、左肩のミサイルハッチが開く。だがグラン二号の真後ろでは、多足型の触手がしなっていた。

　グラン二号が放物線を描く。虫でも払うように、グラン二号が海へと払い飛ばされた──コックピットの中で、日向は目を真ん丸に広げる。

　コックピットモニターに、泡立つ海面が広がった。内臓が浮く感覚。日向の脳裏に、愛する人の顔が過よぎる。

「部、長」

　グラン二号が海面に激突する。落ちた箇所にマリスが群がり、泡立ちが激しくなった。

　こうしてグラン二号とグラン三号は敗北する。

　規格外十番テンナンバーの二人は、マリスの牙きばの前に力尽きたのだった。







　同日──中国・四し川せん省しよう。

　中国本土は数年に渡る内乱のため、内政に綻ほころびが出ていた。それに被かぶさるように起こったのがトゥーレイト問題だ。

　国民からマリスが誕生する。そのマリスがクイーンに進化し、国土を跋ばつ扈こするのだ。

　日本という城壁に守られ、胡坐あぐらをかいた中国のツケがここできた。

　マリスの対処に追われ、政府の統治は全土にまで及ばず……中国には群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの様よう相そうを呈ていす、戦乱が広がっていた。そこへ強力なイレギュラーが参戦する。

　セブンス・リベリオンの大罪人【刀の七ブレイド・セブン】──七なな扇おうぎ大和やまとだ。

　約一年前のあの日、大和はネイバー明みよう星じようを奪だつ取しゆし、国外逃亡を成功させる。四度に渡る国連軍の追撃を悉ことごとく撃退した。そうして大和は中国大陸に流れつく。

　そこで、前国家主席の実子・明ミン恋華レンフアを擁ようする【明けの朝姫】というレジスタンスに接触する。彼らに助力し、辺境の大都市を占領した。




　そこを拠点に、独立国家【明ミン】を建国────明恋華を国家元首に祭り上げたのだ。




　城郭都市・七しち刀とう。

　この宮殿は国主の官邸として扱われる。また【明けの朝姫】のアジトでもあった。

　その来賓室の一室に、客が訪れていた。

　ガラステーブルを挟み、ソファーが二脚。一つに、中華服を着た大和が座る。

　その右隣には国主・恋華が立っていた。豊ほう潤じゆんなボディを、藤色の上じよう衣い下か裳しよう──襟えりのついた上着と、スカートに似た下衣を帯で締めた礼服──を着ている。

[image: ]

　泣きボクロが特徴的な中国美人だ。でもその美び貌ぼうは現在、陰りを帯びていた。

　原因は隣の大和やまとにある。大和は、仇きゆう敵てきでも見るように対面の男を睨にらんでいた。

「良い葉を使っている」

　ソファーで男が足を組む。ジンだった。

　ジンの隣にはスーツ姿の女性が控えていた。彫の深い顔立ちをした、ラテン系の美女である。窓の外を見れば、ジンのアトメントが立っている。ジンがその口を開いた。

「会えて嬉うれしいよ、七なな扇おうぎ大和。裸一貫、たった一年で文字通り、一国一城の主あるじにのし上がるとは。その才覚と手腕……アギトの見立てに間違いはなかったようだ」

　大和はその目線を下げる。感情を押し殺すような声で問うた。

「二〇七〇年九月二七日。この日に何があったか……心当たりはございませんかね」

　恋華レンフアは背筋が寒くなる。大和の声はとても凍いてついたものだった。

　片やジンは、茶の香りを楽しんでいた。

「お前が日本と離別した日……そして、俺おれがお前のお友達だったものを殺した日だ」




　日本刀の白刃が煌きらめく────同時に抜かれる、二丁の銃。




　ジンはソーサー片手に、お茶を飲む。ジンの眼前には明みよう星じようの日本刀起動キー【フツノミタマ】が掲げられていた。

　テーブルに片足を乗せた大和が、鼻で大息を吐く。その目は憎悪で煮えたぎっていた。

　対するラテン美女が大和に拳けん銃じゆうを向けている。

「驚いた。侍さむらいってやつかい？　あとお嬢ちゃん……手が震えてるよ」

　ニヒルに笑うラテン美女。そんな彼女に、恋華もまた拳銃を向けていた。

「大和！　剣を置きなさい！　どうしたというの？　あなたらしくもないっ」

　大和は、二人など眼中にない。声を震わせてジンに言った。

「まさか、そちらから来てくれるなんて……感激のあまり、全身の血が沸騰してやがるっ」

　大和の腕は怒りに震えていた。日本刀がカチャカチャと音を立てる。

「貴様に会いたくてっ会いたくてっ会いたくてっ……夜も眠れなかったんですよ。どう落とし前をつけてくれますか？　本物の氷室夏樹さん」

　ジンは揺らがない。「ごちそうさま」とカップをガラステーブルに置いた。

「今日はお前に大事な話があって来たんだ」

　ソファーに肘ひじをかけ、ジンは頰ほお杖づえをつく。まるで眼前の日本刀など視界に入っていないかの様だった。大和は奥歯を嚙かみ鳴らす。

「心を込めて答えろ、スカシ野郎。なんでお前……アイツを殺した？」

「俺おれはお前をかなり高く評価している。ヘッドハンティングのようなものと思ってくれ」

　しかしジンはペースを崩さない。その様子に大和やまとの顔が歪ゆがみに歪む。

「俺はなんでっ……アイツを殺したかと、聞いてるんだ！」

「大和！　もう座って！　まず話しあいを──」

　怒鳴った大和を恋華レンフアが諌いさめる。

「お前の旧友も何人か俺のところへ来てる。また、昔みたいに楽しくやれるぞ」

　ジンの発した単語に……、大和の理性がプツりと切れた。

「もう、死ねっ！」

　白刃が振り下ろされる。二人の美女が引き金を絞る……その寸前だ。




「世界中のヘキサを解放する」──どれよりもジンの言葉の方が早かった。




　ジンの眼前で白刃が止まる。銃声も鳴らなかった。

「今……何と言った」

　大和は耳を疑う。その顔は、憎悪を忘れたかのように放心していた。

「俺はエイルンあいつみたいな悠長なことはしない……早期の問題解決こそ、最大公約数の幸せを生む。無駄はない方がいいのさ。物も時間も……人の命も」

　ジンが足を組み直す。膝ひざ上で両手を組んだ。

「一先ず、世界中のヘキサを救おうと思っている。そのためにお前らの力を借りたい。人手不足なんだ。現状、トップの俺までスカウトに駆かり出されている」

　ジンはことも無げに言う。自失した大和に言い放った。

「ヘキサを一人残らず、俺の庇ひ護ご下に入れる。お前には、その手伝いをしてほしい」

　ジンは、側近のバレーナ・センディノに目配せをする。するとバレーナは左手の手袋を取って、大和たちに見せる。彼女の手の甲には【ⅩⅨ】のローマ数字が刻まれていた。

「こいつっ……ネイバーフッド」

「そ。分かったら、とっととその物騒なモンを降ろしてくれる？　その頭ず蓋がい骨こつに弾傷なんて残したくないでしょ」

　瞠どう目もくする大和をバレーナは嘲ちよう弄ろうする。ジンが続けた。

「散り散りになったお前の仲間たちも、今いま頃ごろは俺の仲間が保護に向かっている頃ころだろう」

　大和は軽いめまいを覚えた。フツノミタマを力なく降ろす。

「名乗りが遅れた」

　ジンはサングラスを取る。背もたれから背中を離した。




「俺はジン＝ナガト……この星を救いに、別の世界からやって来た」




　同時刻──大西洋・ノルウェー海。

　多足型の出現した海域は雨が降り出していた。

　ヘキサの乗せられた空母──その甲板に、グラン二号とグラン三号が放ほうり投げられる。

　音を立てて、大破した二機が転がった。

『て、めぇ』

『あなたっ……よくも顔を見せられたものですね』

　外部スピーカーから、月げつ下かと日向ひなたの憎々しげな声が漏れる。

　傍そばに立つのは、二三メートルの大悪魔──ネイバー15番機【アモン】だった。

　漆黒のボディにダークパープルの血管模様を浮かべる。六つのアイカメラに四枚のコウモリの翼を持つ。外部スピーカーからアギトの声が流れた。

『おいおい。命を救ってやったのに酷ひどい言われようだな』

　二人が海中に沈んだとき────

　雷鳴の嘶いななきと共にアモンが降ってきた。海中で二機に群がるマリスを引ひき剝はがし、甲板まで二機を引き上げたのだ。

『これでも急いで来たんだが……女心は難しい』

　話す途中、横からビショップが飛びかかってくる。

　アモンは片手で首を摑つかみ取とる。紐ひもでも扱うように蛇体を引き千切った。びちびちと飛び跳ねる蛇体をアモンが踏ふみ潰つぶす。墨汁のような血が甲板に散った。

『ま。俺おれも少し、暴れたかったしな』

　アモンの六つ目が怪しく光る。アイカメラは多足型を捉とらえていた。

『なぁ……遊ぼうぜ？』

　大悪魔が四枚の翼を目いっぱい広げる。

　翼の内側には四つの武装コンテナがあった。二つのコンテナハッチが開く。中からライフル型の二丁剣銃【八や咫た烏がらす】が射出された。

　大悪魔が二丁をキャッチ──十字を描くようにライフルを構える。翼から空コンテナが投とう棄きされた。

　右の銃剣には、機関砲が二門、左の銃剣にはグレネードランチャー。

　銃身に沿うようにブレードが伸びる。二丁の刃やいばに雨滴が伝った。

　かつての愛用武器・夜光虫を、ネイバー用に改修した物だ。

　広がる海域には、海面を埋め尽くすほどのマリス。対するはアモン一機のみ。

　しかし、なんの躊ちゆう躇ちよもなく……悪魔は海へと飛び出した。

　滑空するアモン。その進行方向に、大量のポーン・ルーク・ビショップが海面から跳び上がった。牙きばという牙がアモンへ向かう。

　アモンの前方にトンネルのような穴ができる。穴の中にアモンが飛び込む。

　次に現れたのは、飛びかかってきた数十匹の背後──ガラスが割れたように開いた空間──からだった。

『あー死ぬかと思った』

　アモンの銃剣から機関砲の弾が撒まかれる。二つの銃口から、四五ミリ弾が斉射された。

　──ポーンの上半身が無くなる。──ルークの頭がスイカみたいに弾はじけた。──ビショップの身体からだに横一列の穴が開く。

　アモンが八や咫た烏がらすを交差した。振り抜かれたブレードが、五匹をまとめて両断する。アモンは海面スレスレを飛ひ翔しようした。

『本格的な実機テストがまだなんだ。だから──っ』

　アモンが飛翔しながら海面を突き刺す。滑空したまま横回転すると、ルークが海中から持ち上げられた。アギトが楽しそうな声で笑う。

『命ある限り死んでくれ！』

　ルークの体内で二つの銃口が爆はぜる。ルークの背中から弾と肉と血が噴き出た。

『おーら！』

　アモンが乱雑に海面を蹴けり上げる。巻き上げられた波には、潰つぶされたポーンの死し骸がいが混じっていた。更に、アモンの通り過ぎた後方で水中爆発が起こる。

　高速飛行するアモンから、球体状の何かが撒かれていた。

　二枚の翼から落されている、一つ一つが機雷だった。

『疑似爆撃が出来ると思えば楽だな！　コイツでの水上戦は！』

　アモンが左手の八や咫た烏がらすを正面に……榴りゆう弾だんが鈍い音と共に放たれる。

　海の怪物たちを、大悪魔が駆く逐ちくしていく。鋭角な軌道を描いて飛翔し。ときに消え。剣を突き刺し。海面に弾丸をばら撒く。密集する箇所には榴弾を撃うちこんだ。

　それでも敵は多い。殺した端から飛びかかってくる。敵が全周を取り囲んだときは──

『あー。それは悪手だ』

　四枚の翼が持ち上がる。アモンの全身に電流が走った。




　百本の落雷────アモンの周囲が赤と黒で覆われる。




　雷の光が止やむ。黒焦げになった死骸が海面にボトボトと落ちていった。

『畜生以下の化物にいっても詮せんない話か』

　アモンが弾切れになった八や咫た烏がらすを海に捨てる。周囲の海面がマリスの血で真っ黒に変色していた。子団はほぼ壊滅……残るはクイーン種のみ。

『多足型か……海洋タイプのクイーンは、どいつも力持ちだったはず──』

　野球の投手がボールを振りかぶるように……アモンが力いっぱいに腕を振り上げる。

『──だッ!!』

　多足型のイカ顔に悪魔の拳こぶしが突き刺さる。アモンの上腕から先だけが現れ、クイーンの顔をぶん殴っていた。アモンが再び飛ひ翔しよう……多足型へ飛び掛かる。

　海面をのけぞった巨大イカ。その触手のうちの一本を摑つかみあげる。背負うように触手を引っ張り上げた。

『そおれっ！』

　アモンの何倍も大きい巨体が放ほうり投げられた。

『ちょ！　まっ！』

『きゃああぁあ！』

　月げつ下かと日向ひなたが悲鳴を上げる。次の瞬間、空母に多足型が叩たたきつけられた。

　空母が転覆しそうな程に揺れる。グラン三号から月下のがなり声が上がった。

『あぶねぇだろ！　余よ所そでやれ！』

　多足型の頭上の空間が割れる。中からアモンが降ってきた。

『これで終しまいさ』

　アモンが多足型の頭を両手で摑む。四枚の翼が広げられた。

　多足型の頭頂部から、赤と黒の雷柱が落される。







　ジンの対面に大和やまとが座る。大和は刀を降ろし、ジンの話を聞いていた。

「この世界の住人は、ヘキサに強いネガティブイメージを抱いてしまっているが、元来ヘキサとは人類を導くために誕生したネイバーの申し子だ」

　ヘキサはネイバーが生みだす。政府はそれを隠蔽し、ヘキサから人権を取り上げた。

　一年前に大和はそれを知り、だからこそ人類と反目する道を選んだ。

「ヘキサは人の上を行く。それは氷ひ室むろ義塾の学徒兵や、お前たち、規格外十番テンナンバーのヘキサたちが証明してくれている」

　国際連合加盟国はヘキサの管理を容易にするため、長い年月をかけて、今のシステムを構築した。ヘキサを別の生き物と定義したのだ。

「中でも際立っていたのがお前だ、七なな扇おうぎ。基本俺おれは、男は褒めない主義だが、お前の功績は評価に値する」

　ジンがほくそ笑む。一方の大和は、こいつ何様だと思った。

「トゥーレイト……と、ここでは呼ばれていたか。今のところ、その発生件数はこの大陸が一番多い。中国政府の上連中は首都に引きこもって、ネイバーと軍を私兵扱いにしている。それ以外で襲われている自国民は切り捨てられた。人々はマリスを恐れて逃げ惑う。そんな状況下で、ヘキサも人も分け隔てなく引き受ける……明ココの存在だ」

　ジンは床をタン、と足踏みする。

「荒れ果てた地の開墾、物資の流通、インフラの整備、軍備の増強……人は幾らでも欲しい時期だろう。難民は貴重な労働力になり、国が富めば、また新たな人を呼び、物を呼ぶ」

　ジンは窓の外を見る。外には盛況な町並みが広がっていた。

「そしてヘキサだ。俺おれの見立てでは、この国は既に、八千人以上のヘキサを受け入れているはず……お前のことだ。手の届く範囲にある保管領は、全すべて潰つぶしたんだろう？」

　恋華レンフアがあからさまに動揺する。すると大和やまとが彼女を一ひと睨にらみした。恋華は肩を落とす。ジンの推測は正しい。明ミンには既に、八三〇〇人のヘキサが住んでいた。

「アジア圏の最重要拠点である第弐富士は、日本列島を挟んで太平洋側に位置している。この明が中国の内陸部で発生したクイーンを抑えているから、日本は挟撃を受けないで済んでいる」

　大和の瞳どう孔こうが僅わずかに拡ひろがる。ジンはとうとうと話を続けた。

「もう国連軍の追撃も止やんだはずだ。今のお前は毒よりも薬として機能しているからな。お前は自分の利用価値を計算した上でこれらを実践している。既に、協力を申し出る奴やつも出てきた頃ころだろう？」

　大和は表情を崩しそうになる。全てジンの言う通りだった。

「英雄武蔵むさしの後継者とはよくいったものだ。世界を守っているつもりの、トップ連中なんかよりもずっと人々に奉仕している。二〇にも満たない小僧が……末恐ろしいことだ」

　ジンが空のカップを人差し指で押す。それからテーブルを二回、叩たたいた。

　恋華は慌ててそのカップにお茶を入れる。大和はそれを見て、鼻をぴくぴくと動かす。

「だが……それゆえに辛つらい」

　ジンは足を解く。大和は間を置いて「何がだ」と聞いた。

「強すぎる力は人を孤独にする」

　大和の顔が強こわ張ばる。ジンが湯気を上げるカップに再び手を伸ばした。

「力ある者のところに人は集まり、守るものが増えていく。しかし、強者自身は？　常に先頭に立たなければならない者は誰が守ってくれる」

　大和は小さく口を噤つぐむ。ジンの一言一言は、大和の深い部分に刺さっていた。

「お前があのハズレクジに固執する理由はそこだ。お前はアイツを強者と認めたから、心を預け、信頼にまで及んだ……支え合える仲間が出来たと思ってしまった」

　──やめろ。

　大和の眉み間けんに皺しわが寄る。

「認め、認められる。守り、守られる……初めて対等と思えた友はお前にとって、さぞ見たことのない色で咲く、華に見えたことだろう」

　──貴様に……俺おれの何が。

「必要だったんだ。この星を救うため、エイルンアイツには退場してもらう他無かった。でもそれは俺の事情でお前に関係ないことだ……だから責任も俺がとろう」

　ジンは沈んだ表情の大和やまとを正視した。

「今、お前の目の前に座っているのは絶対的強者だ。だから安心していい」

　大和は息を止め、ゆっくり面をあげる。ジンと大和、二人の視線がぶつかった。




「お前が救おうとしている、氷ひ室むろ義塾に残してきたヘキサ……全すべては俺が救おう」




　大和は一瞬、我を忘れる。

「どう、して……それを？」

　ジンの言葉は────大和が心底に秘めてきた野望だった。

「断言する。あの日、お前が明みよう星じようを奪わなければ氷室義塾は、ただ泣き寝入りをする他なかった。デストブルムは国連に押収され、アメリカからは明星を押し付けられる。ネイバーの秘密を知ってしまったお前は、反乱事件の中核犯として処刑してしまえばいい。全ては元通り……変革を嫌う者たちの予定調和へと吞のみ込こまれていく」

　大和は瞳どう孔こうを震わせる。ジンはその胸中を見透かすかのように続けた。

「そして、ヘキサの人権擁立なんてバカを吹聴する、出る杭くいは取り除かれましたとさ……誰も幸せにならない。だからお前は無限の荒野に、一人足を踏み入れた」

　大和は強く唇を嚙かむ。ジンの言葉は不覚にも……大和が欲し続けたものだった。

　誰にも理解されなくていい。そう自分を戒めてきたはずなのに──

「お前の行動の全ては俺が肯定する。七なな扇おうぎ大和、お前に罪は無い」







　大雨の下──煙をあげる飛行甲板に大型の輸送ヘリが次々と着艦する。

　ヘリに乗った乗組員が、解放されたヘキサを中へ入れていく。一方、甲板の端では日向ひなたと月げつ下かが、アギトと対たい峙じしていた。

「私たちを救う？　よりにもよって、それをあなたが言うんですか？」

　拳けん銃じゆうを取り出し、八や雲くもは正面に向ける。対面のアギトは薄笑いを浮かべた。

「おいおい。一年ぶりの再会なのに、大層なご挨あい拶さつだな」

「ふざけないで！　あなた！　自分が何をしたかっ……あなたの裏切りのせいで、私たちや学園の皆がどんな目にあったか！　それが分かっているんですか!?」

　日向は声を裏返らせる。その目の奥には涙があった。

「才能開花に恵まれなかった生徒たちは本土の保管領に移送！　ただのヘキサに戻った！　私たち規格外十番テンナンバーは、各国の軍や研究機関に売り渡され、散り散りに！」

　日向ひなたは山積した苦しみを吐き出すかのように糾きゆう弾だんする。

「私や伍いつ橋はしさんなんかはまだマシです！　でも実験用のモルモットとして売られた葵あおいちゃんや会長は、今いま頃ごろどうなっているか！」

　大きな声を上げたことで、日向は感情のセーブが利きかなくなる。外面も体裁もかなぐり捨て、感情の赴くままに叫んだ。

「今日までに、悔くやしい思いもひもじい思いもいっぱいした！　またそれを大切な人にさせてしまった！　ギリギリの死線に、何度も何度も放ほうり込まれてっ！　その苦しみがあなたに！　あなたなんかにっ！」

　日向は再度、拳けん銃じゆうを構える。その銃口はアギトの額を捉とらえていた。でもアギトは表情を変えない。日向と目線を合わせるように、前まえ屈かがみになった。

「でも……逆境は、お前らを更なる高みへ連れて行ってくれただろ？」

　日向は背筋が寒くなる。アギトは首を横に回し、月げつ下かを見た。

「陸上においての三次元機動だけでなく、水上機動の技術まで修得した伍橋……キッカーに乗ったときのお前の機動力は、今やマリス戦の戦略図を変えてしまうほどの効果を生む」

　不快そうに月下の鼻がピクリと動く。アギトは再び正面を向く。

「そして八や雲くも。状況に応じて銃器・弾種を選択する訓練場として、ここは絶好のロケーションだったはずだ。討伐数、五〇〇〇〇キルと聞いたときは、さすがに身震いしたぞ」

　アギトの口が半円状に広がっていく。

「喜べ。お前たちもまた、ステージに上がる権利を得た。ヘキサはじき、在あるべき姿に戻る……お前らは英雄になるんだ。俺おれと一緒に世界を救おう」

　銃声が鳴り響く。

　日向は色を失う……撃うったのは日向ではなく、月下だった。

「お前も激情は、うちに秘めるタイプだったよな。伍橋」

　月下は激しく動揺する……殺すつもりで頭を撃った。撃ったはずだった。

「コレがなかったら、間違いなく死んでいたぞ」

　顔を上げたアギト──その両りよう眼めは金色に変色していた。白目の部分は黒に染まっている。

「あんた……エイリアンの親戚だったのかよ」

　月下が再び銃を構え直す。アギトが直立に体勢を戻す。目の色も普通に戻った。

「企業秘密だ。もし興味があるのなら、俺についてくることだ。そうしたら、お前たちにも全すべてを話す」

　月下と日向は銃を降ろす。日向は雨に濡ぬれながら聞いた。

「あなた……いったい何なんですか？」

　アギトは芝居臭く両手を拡ひろげる。それからゆっくりと片手を差し出した。まるでダンスにでも誘うような所作だった。

「世界を壊し、世界を救う……お前たちにはその手伝いをしてもらいたい」

　二人は不意に拒絶の感情を浮かべる。しかし、次のアギトの言葉が二人の想おもいを揺るがした。

「ブチョーをこのままここに置いておいたら……いずれ死ぬぞ？」

　アギトの背後で雷鳴が光る。日向ひなたは顔色を失っていた。




「お前の懸念要素は俺おれが全すべて払ふつ拭しよくする。対価としてお前は俺を手伝う。お前を引き入れるための労力と考えれば妥当なラインだ」

「俺に、貴様の仲間になれと言うのか？」

　大和やまとの質問に、ジンは「ああ」と応こたえる。

「だが、お前は疑り深い。たとえ、万の言葉を積んでも信頼は得られないだろう」

　ジンは人差し指を一本、立てる。

「だから一カ月……一カ月で俺の言っていることが誇張でもなんでもないことを証明する」

　恋華レンフアは固唾かたずを吞のむ。ジンははっきりと言い放った。

「この世界の誰も。あのエイルンハズレクジにもできなかったことを俺がやってやる……段取りを考えれば、氷ひ室むろ義塾はその後になるか。俺が力を示した暁には──」

　そう言ってジンは右手を差し出す。友好を望む握手を……大和へ。




　大雨の下、アギトは日向に語りかける。

「このままここに居続け、無害なヘキサだと証明し続けるか？　結果を出し続ければまた人間扱いしてくれると期待するか？　無駄だよ。一年前にお前らは身を以もつて知ったはずだ……日本は常任理事国になるのが嫌で、氷室義塾を裏切ったじゃないか。国や法というシステムで管理している以上、ヘキサはいつでも使い捨てができる道具でしかない」

「そ、れは」

　言葉を失う日向。見ていられなくなったのか、月げつ下かが声を上げた。

「陰険ウサギ！　もう耳を貸すな！　コイツを信頼できる保証なんてどこにもない！」

「選択に感情を持ち出すのは、頭の良い女がすることじゃない……それにブチョーが死んだらどうする？　ここで磨すり潰つぶされたヘキサが、どれだけいると思ってるんだ」

　月下は口をへの字に曲げる。アギトは日向に近付いていく。

　対面の日向は、恐怖を抱いて銃口を上げた。

「もうどうするかなんて分かっているんだろ？　結局、ヘキサの居場所はヘキサの中にしかない。だから──」




「「俺おれたちと来い」」────アギトとジン。二人の超越者がその手をヘキサ同胞へと差し出す。




　そして……この日の出来事から一カ月が経たつ。

　本物の氷ひ室むろ夏なつ樹きの登場以降、彼に撃破されたクイーンは七八に上る。夏樹たちの活躍で、国連に見放された四一カ国が救われた。

　国連加盟国を含む、三二カ国が彼個人と同盟を締結。それ以外にも一八九人の要人が、氷室夏樹と友好関係を結んだ。その後、一七カ国が国連から脱退を表明する。

　バレッタ条約を盾にしたネイバー保有国への〔貢ぎ〕を辞めたのだ。

　そして……夏樹の指示通り、自国のヘキサに人権と自由を与える。

　公約通り、夏樹は三万人のヘキサを、長きに渡る圧政から救い出す。僅わずか一ヶ月で。

　そしてこれは余談となる。

　この日を境に独立民主国家・明ミンは、急成長を果たす。その勢いは留とどまることを知らず、三つの都市を占領し、内乱軍の暴挙から人々を解放する。軍備をぐんぐんと拡張させた。

　更に大西洋では、護衛艦隊ヴォリャークから、ヘキサ労働者三〇三名が消息を絶つ事件が起こる。船を残し、一人残らずいなくなってしまったのだ。まるで神隠しのように。




　その中には────橘たちばな柔じゆう呉ご・八や雲くも日向ひなた・伍いつ橋はし月げつ下かの三名も含まれていた。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエムⅡ　　第一九話　〔もう一人の援軍〕


最終Ｖ編　（２０７０年５月24日　放映予定）】



　───────　アニメーション映像が流れ、それを制作陣が眺める　───────




　チビフィーナの頭の上で、立体映像ホログラフのツルギがエイルンに聞く。

『エルフィーナの電脳回路は、私の人格をベースに作ったって話は聞いてるわよね？』

　ベッドに寝た状態で、エイルンは頷うなずく。

『ホログラフこの小さな私は、その開発段階で作られた擬似人格データの一つよ。まぁ、擬似と言ってもオリジナルの私の人格をそのままコピーして、ＡＩにしただけだから、私の意識のバックアップ化と考えてもらったほうがいいかも』

「君は……本当に死んでしまったんだな」

　エイルンは気落ちして言う。ツルギは『そうみたい』とツインテールを指で弄いじる。

『私が起動したってことは、オリジナルの私が死んだか、それに準ずる状態になっているのが前提の条件だから……その上で厄介な状況になってるってことよね？』

　ツルギ改めミニマムツルギが顎あごに手を寄せる。

「でも、またこうして話せて、嬉うれしいよ」

『……あんた、どうしちゃったの？　さっきからヤケに素直ね？　ちょっとキモイ』

「う！　うるさい！　もとはと言えば、君が、痛っう……」

　身体からだを起こそうとしたエイルンをエルフィーナが制止する。

『お身体に障ります。お母様。あまりムッシュを刺激しないでくださいまし』

『ム、ムッシュぅ？』

　エルフィーナの頭の上でミニマムツルギが変な声を上げる。『アンタまさか』と呟つぶやいた。

　──それならさっきの行動にも説明がつく。うん……大いにあり得る。この子の大元は私なわけだから。ソコまで似ちゃったってこと？　え[image: ][image: ]どうなのソレ？

　ミニマムツルギは、難しい顔で腕を組む。でもすぐに苦笑した。

『あなたも成長してるのね。お母さん、ちょっと寂しいわ、エルフィーナ』

『？　このボディはお母様が没した後も、改修等は行っておりません』

　ツルギはまた苦笑する。しかし、すぐに顔を曇くもらせてエイルンの方を向いた。

『あんたが特攻したベルファルカス？　って軍隊だけど……多分、それは軍隊じゃない』

　唐突な切り出しに、エイルンは怪け訝げんそうな顔になる。

『これはコスモフィリアを調べる過程で分かったことなんだけど……コスモフィリア搭載機、つまりアリスはもともと、あるものに対抗するために作られたものだったの』

「…………あるもの？」

『人類種にとっての黙示録……人の世界を壊すもの。名を【マリス】と言ったそうよ』






Ⅳ　変節と激動









　二〇七一年一一月一八日──日本・長崎某所。

　ここは一いちノの瀬せグループが所有する、非公式の施設となる。

　格納庫の中には一人の男が佇たたずんでいた。真紅のフルフェイスマスク。鉄製のブーツを履く。プロテクタースーツは黒と赤の配色だ。上から外がい套とうを羽織っている。

　仮面の男・真紅の亡霊クリムゾン・フアントムは、真紅の戦せん騎き装そう【無花果いちじく】を見上げていた。無花果は膝ひざを突き、出撃のときを待っている。

「これを簡単に乗りこなす奴やつが、俺おれの孫娘や、七なな扇おうぎんところの小こ倅せがれ以外にもいるとは……全くもっておもしろくない話だ」

　和装の老人がやってくる。杖つえを突くもその背筋はピンと伸びていた。長い顎あご鬚ひげと狼おおかみのような鋭い目付きをしている。

　老人は、真紅の亡霊クリムゾン・フアントムの隣に立つ。

「クリムゾン。緊急で悪いが、頼みができた……今からカナダに飛んでもらいたい」

　老人は光学書面データを展開する。真紅の亡霊クリムゾン・フアントムはそれを読み……小さく声を漏らす。一方で老人が一歩、下がる。深くその頭を下げた。

「孫娘を……よろしく頼む」

　真紅の亡霊クリムゾン・フアントムは書面データを閉じる。マントを翻し、無花果いちじくの方へと歩き出した。

「必ず、連れて帰ります」







　二〇七一年一一月二〇日──カナダ・南西部。

　時刻は夕刻。広大な緑がどこまでも続いている。

　そこは鬱うつ蒼そうとした森の中だった。木々の合間を戦せん騎き装そうが走り抜ける。ホワイトカラーの小太りなフォルム。砲戦仕様の機体が四機だ。

　カナダ陸軍の第四世代フオースシーズン【シューティングベア】である。

『た！　助けてくれぇ！』

　一機から声が上がる。その直後、後方で爆発が起こった。爆炎から飛び出したのはルークだ。白い景色に、眩まばゆい炎の赤が混じった。四〇匹以上のマリスが追いかけてくる。

　彼らは前線からここまで逃げてきた、部隊の生き残りだった。三機とも、とても闘える状態ではない。頭や腕が無かったり、胸部装甲を凹へこませたりしていた。

『ここまで！　ここまで逃げて来たのに──っ！』

　一機が頭頂部から、ルークに押おし潰つぶされる。パイロットの嘆き諸共……残り二機が逃げ惑う。助けを求める声を上げながら。

　一機の背後にルークが迫る。もうダメかと思われた瞬間──

　二つの影が、その一機と交差した。そのまま背後に迫っていたルークと擦れ違う。

　交差の瞬間、ルークの太い首に二本、切れ目が入る。勢いよく血が噴き出た。ルークは顔面から地面に倒れ込む。

『え!?　今！』

　シューティングベアが急停止、背後を向く。

　べったりと黒い血を付けたナタ──それを持った二機の戦騎装が立っていた。

　全長一一メートルの瘦そう身しんのシルエットだ。足下に巨大タイヤロードホイール。手にはアサルトライフルを持っていた。右肩には中隊番号がペイントされている。

　頭部ユニットの単眼がギョロギョロ動く。形容するなら暗殺者アサシン──これは、とある部隊の専用機【ナイトウォーカー】であった。

『一つ目に、黒塗りのボディ、そして肩に無地のホワイトナンバー──』

　シューティングベアからパイロットの慄おののく声が漏れる。一方で、二機のナイトウォーカーから上がったのは、少女のはしゃぐ声だった。

『きゃはあ！　一番だった一番だった！』

『私の方が早かったろ、ブス！　このブス！』

　二機は新たな獲物を求めて走り出す。更に続々と、黒の暗殺者たちがシューティングベアを抜いていった。暗殺者集団は、襲い来るマリスへと向かっていく。

　シューティングベアのパイロットは、彼らのことを知っていた。




『国連軍、秘蔵の【殺戮コウモリジエノサイドバツト】……Ｚ－０ナンバー部隊だ！』




　一機のナイトウォーカーが木の陰から飛び出す。右・前腕部の砲筒を正面に向けた。

　鋼鉄ワイヤーがクモの巣状に拡ひろがる。ポーン三匹がまとめて網に掛かった。すると随伴機が二機、掛かった獲物へと滑走する。その手に持ったハルバートと槍やりが鈍い光を放つ。

　二機が武器を振り上げ……黒血が噴水のように上がった。

　更に別の一機は、両肩からミサイルを三本発射──白い煙を伸ばし、ミサイルが木の隙すき間まを行く。爆発の光が周囲を照らした。爆風で土ごとマリスが吹き飛ばされる。

　黒煙の中からポーンが二匹、現れた。しかし、別の機体のマシンガン斉射で銃殺される。

　目を覆いたくなるような光景……中でも片かた手て斧おのを持つナイトウォーカーが凄すさまじい。

『死ね死ね死ねぇ！　マリス殺す！　殺す殺す殺す！』

　トップスピードを維持しながら、縦横に森の中を駆かけ巡る。

　──ポーンが袈け裟さ斬ぎりに斬きり捨すてられた。──ルークの伸ばした前足が飛ばされる。──ポーンの顔面が縦に割れた。

　片手斧を振り回すナイトウォーカーから、男の叫びが轟とどろく。

『俺おれが一番に殺す！　一番は半デ端ミじゃない！　俺の優等を証明する！』

　ナイトウォーカーたちは続々とマリスを血祭りに上げていく。その様子を見守る、二機のシューティングベアから、パイロットたちの声が上がる。

『四〇匹はいたのにっ』

『バケモノだ』

　森はマリスの血で黒く塗られていく。既に半数の敵が斬殺されていた。

　そんな一団と少し離れた場所だ。別行動で滑走する二機がいた。

『こちらトウェルブ。牽制射撃をする。タイミングはツーツーが決めて』

　ソプラノの利きいた少女の声が流れる。一機のナイトウォーカーが、射程内にポーン三匹とルーク一匹を捉とらえた。四匹が、その機体を向いたときだ。

『右端のやつ！　後は適当！』

　少女の鋭い指示が飛ぶ。別のもう一機が急加速、その四匹へと向かう。

　背後のナイトウォーカーが援護射撃をする。右端のポーンがズタズタの肉袋にされた。

　一方、接敵したナイトウォーカーは右肩から太た刀ちを引き抜く。宙を舞ったポーンの死し骸がいを蹴け飛とばした。併あわせて、太刀をぐるんと振り下ろす。

　──ポーン二匹の首が刎はねられる。──そのままルークの右後ろ脚が飛ばされた。

　ルークが体勢を崩して地面に転ぶ。ナイトウォーカーが旋回……太た刀ちを振り上げ、振り下ろす。リズミカルな動きで、ルークの前足と残った左後ろ脚も切断された。

　最後はルークの脳天が串刺しに──僅わずか二秒の幕引きだった。

『殲せん滅めつ、完了……ツーツーはやっぱりすごい』

　追いついたナイトウォーカーがアサルトライフルの銃口を下げる。言われた一機は、剣を引き抜き、黒い血を払った。中の少女がオープンチャンネルで言う。

『こんなもん、慣れだよ、慣れ。それに……あっちの方も終わったみたいだね』

　二機のナイトウォーカーは、首を集団の方へと向けた。残敵はゼロ。

　四一匹の子団マリスは、一二機のナイトウォーカー隊に殲滅される。森林は、マリスの黒血と肉片でどす黒く汚されていた────




『やっちゃえやっちゃえ、ツーワン！　きゃははは！』

　少女の笑い声をバックミュージックに、シューティングベアの左腕が斬きりおとされる。別の一機は横から蹴け飛とばされた。小太りの戦せん騎き装そうは轟ごう音おんを立てて、地面に倒れる。

　戦闘終了後、二機のシューティングベアはナイトウォーカー隊に囲まれていた。

『待て！　俺おれたちは友軍だ！　カナダ陸軍、第三戦騎装大隊──』

『知らない！』

　片かた手て斧おのを持ったナイトウォーカー・ツーワン機が、シューティングベアの頭部に回転蹴りを見舞う。白い戦騎装の頭部が飛ばされ、遠くの木に激突した。

『お前たち逃げた！　敵前逃亡は重罪！　死刑！　だから俺はお前を壊していい！』

　ツーワン機は片手斧をシューティングベアに向ける。外部スピーカー越しで、パイロットの恐怖の叫び声が響き渡った。




『なにやってんの、アンタ？』──突如、ツーワン機が横から蹴り飛ばされる。




　体勢を崩して転ぶツーワン機……すぐさま、片手斧を持った腕が地面に踏みつけられる。

　彼らと別行動を取っていたナイトウォーカーだった。そのナイトウォーカーはツーワン機の胸元に太刀を突き付ける。ツーワン機から忌々しげな声が上がった。

『ツーツーっ！　また！　また俺の邪魔を！』

　その声を無視し、ナイトウォーカーはシューティングベアの方を向く。

『行きな。二〇キロ先に野営を張ってる部隊がいたから、保護ならそっちに頼んで』

　中の少女がそう言う。二機のシューティングベアは逃げるようにそこから離脱する。

『手間、増やさないでよ……ただでさえ、作戦前で気が立ってんだから』

『さっきは八匹しか殺せなかった！　壊したりない！　だからアレを壊して気持ちを楽にする！　俺おれの邪魔をするとお前を殺すぞ！』

　少女の気だるげな声と、男の怒声が行き交う。右腕を踏み敷くナイトウォーカーの足に、体重がかかる。ツーワン機の手首から金属の悲鳴が上がった。

『選びなよ、破壊中毒者ブロークンジヤンキー……あの狭い車内で一晩中、白い息を吐きながら交換作業をするか。それとも、明日は片腕一本だけでマリスの海に飛び込むか』

　ナイトウォーカーの単眼がツーワン機を見下ろす。

『指揮官マーマにチクられたくなきゃ、とっとと列車に乗りな』

　ツーワン機から、男のヒステリックな咆ほう哮こうが上がった。




　戦闘があった七キロ後方には、二〇両の装甲列車が停車していた。

　この列車は米軍が所有する戦せん騎き装そう運搬用の戦闘列車となる。現在は車両ハッチが開いた状態だ。ナイトウォーカーの格納作業が進められている。

　車両ドアから、階段が自動的に伸びる。その階段を一人の少女が上っていく。

　右耳にインカム。首元に金属パーツをあしらった、黒い防護服を着ている。メリハリの利きいたボディラインにセミロングの茶髪。東洋人の少女である。

　元規格外十番テンナンバー、一いちノの瀬せ葵あおいだった。そんな葵の下へ一人の男が駆かけ寄る。

「ツーツー！」

　スキンヘッドのピアス男だ。葵と同じ防護服を着ている。先ほど葵に諌いさめられた、ナイトウォーカーのパイロットだった。ピアス男・ツーワンは、大声で葵に言った。

「お前はいつか殺す！　ゴツゴツの果物みたいになるまで、顔を殴り続けて！　俺は、お前よりも優等なんだ！　いい気になるなよ、ナチュラル！」

　葵は横目でピアス男ツーワンを見下ろした。

「あっそ。それより、もう少し言葉覚えたら？　アンタ、喋しやべり方かた変だよ」

　葵の声に合わせて、首元の金属パーツが発光する。葵の言葉は英語に翻訳されて、発音されていた。防護服に備えられた自動翻訳機能である。

　ピアス男ツーワンは、病的に白い肌を紅潮させた。自分の頭を両手で殴りだす。

　葵はそんな彼を無視して、階段を上っていった。




　装甲列車・三両目──戦騎装・第三格納スペース。

　車内に一機のナイトウォーカーが格納されている。戦騎装の胸部前には、作業用のハンガー通路が通っている。移動中のため、車内は小刻みに揺れていた。そこを葵が歩く。

　この列車は、北アメリカの最大拠点【ユーコン基地】へと向かっていた。その行軍中に先ほどの子団と出くわし、戦闘になってしまったのだ。

　葵あおいは気配を感じ、歩を止める。腿もものホルスターからコンバットナイフを引き抜いた。

「誰！」

　葵が振り返る。ハンガーの陰から、葵と同じ部隊服を着た少女が顔を覗のぞかせた。中学生くらいの女の子である。銀色の長い髪が特徴的だった。

「トウェルブか……なに？　眠れないの？」

　葵は安心してナイフをしまう。銀髪少女・トウェルブは、小さく首を縦に振った。

　葵は仕方なさそうに笑う。トウェルブの方へ行き、その手を引いた────

　ナイトウォーカーの操縦席は、バイク型からシート型に変形していた。仮眠モードである。ブランケットを持ったトウェルブが先に座る。それから葵もシートに乗り込んだ。

　コックピットブロックが、機体内に格納される。葵が照明を消すと、トウェルブが身体からだを寄せてきた。トウェルブはブランケットの半分を葵にかける。

「おやすみなさい」

「うん。おやすみ」

　数分も立つとトウェルブは静かに寝息を立てた。葵は自分の分のブランケットもトウェルブに掛けてやる。それから彼女の前髪を優しく撫なでた。

　──明日は、この子だけでも。

　葵がこの【Ｚ－02中隊】に配属されて半年が経たつ。この隊の死亡率は異常だった。
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　入隊時から、既に隊員の半分が死亡し、入れ替わっている。

　──Ｚ－０機甲兵大隊……機兵部私たちをモデルに作られた、ヘキサの実験部隊。

　このＺ－02中隊も【Ｚ－０機甲兵大隊】の一部隊だ。

　とある人体実験で、不要になったヘキサたちで主に編成されている。この少女を始め、この隊のヘキサは、度重なる非人道実験の経験を持つ。

　研究サンプルとして酷使され、最終的にこの部隊へと流れついたのだ。

　──ネイバーフッドになれなかったヘキサたち……。なにが半デ端ミだよ。

　葵あおいはトウェルブの寝顔を見る。更に気分を悪くした。

　ネイバー規格適合者【ネイバーフッド】──刻印を二つ持つ、希少なヘキサを指す。

　ヘキサは右手の甲にしか刻印を持たない。しかしネイバーフッドは、身体からだの何ど処こかに、もう一つ刻印を持っている。軍略的観点で、その重要性は計り知れない。

　何な故ぜならネイバーは、ネイバーフッドにしか動かせないからである。ネイバーの運用に当たって、ネイバーフッドの確保は至上命題だ。そして事は四〇年前に遡さかのぼる。




　ヘキサをネイバーフッド化できないか？　そんな研究が国連軍内で推し進められた。




　結論から言うと、一〇年の歳月をかけ、国連軍はヘキサのネイバーフッド化に成功する。

　その研究で不要品となったサンプル──それがこの隊にいる【半デ端ミ】と呼ばれるヘキサたちだった。また……この研究過程でとある仮説が持ち上がったのだ。

　葵は右手を上に翳かざす。ぼんやりと自分の刻印を眺めた。

　──無変化分類ノンギフトとは、異能に目覚めたヘキサ。

　ヘキサの人体実験で、多くのサンプルが不可思議な力に目覚める事象があった。

『睡眠欲を抑制できる』『触れた者の細胞分裂を促進させる』『視力をコントロールできる』。

　そして無変化分類ノンギフトとは、ヘキサになった段階でソレが備わっているのではないか。そんな仮説だ。

　葵が国連軍に買われたのは、華々しい功績もそうだが、無変化分類ノンギフトの仮説検証が大きな理由を占めていた。葵は途中で思考を中断する。

　──んなもん知るかってんだ。

　葵は横向きに寝返る。目を閉じると…………無性に寂しくなった。

　──隊長に、会いたいな。

　思い浮かべたのは、初恋の人の面影。

　一年前のあの日────氷ひ室むろ義塾生は、氷室夏なつ樹き（偽名）が死んだと聞かされた。

　しかし、葵だけは彼の生存を信じていた。

　彼は絶対に生きている……理屈ではない。勘なのか、感情なのか、はたまた恋心か。

　とにかく彼は生きている。葵あおいの直感がそう、訴え続けていた。

　──あの人が、そう簡単に死ぬもんか。

　葵が見てきた中で、彼は文句なしに最強だ。誰よりも優しくて気高い。

　超越的でヒーローのような存在──それが自分の初恋の人だ。

　それに根拠もあった。エルフィーナの残ざん骸がいは、一パーツも引き揚げられなかったという。

　そこから葵なりに考えてみた。

　彼はもともと別の世界の住人らしい。何かの拍子にこの世界にやって来たというのなら、その逆があっても不思議ではない。義ぎ俠きよう心しんの塊かたまりみたいな人だ。この窮状を看過するはずがない。態勢を整えたら、必ずや仲間のところへ駆かけつけてくれる。

　──それに塾長やみんなだって……このまま終わるはずがない。

　あの氷ひ室むろ雷らい鳥ちようが、学園を奪われたまま黙っているはずがない。紫し貴きや茜あかねだっている。きっと状況を打開する策を考え出してくれるはずだ。

　では、自分は？　戦うことしか能のない自分には何ができる？

　──機会は巡ってくる……そのときまでは、何がなんでも生き延びてやる。

　戦闘狂や、異常性欲者が多数いるこの隊では、常に危険が付き纏まとう。入隊初日に、隊員に犯されそうになった。戦闘中、殺されそうになったことも一度や二度ではない。

　しかし葵は負けなかった。死線を糧に、困難を肥しにした。振りかかる火の粉は全すべて薙なぎ払はらってきた。そうして気づけば、葵はＺ－02中隊においても最強になっていた。

　──また、あなたに会う。隊長やみんなを信じ抜くことが、今の私の戦いだ。

「…………」

　葵はむくりと起き上がる。興奮したら目が冴さえてしまった。睡眠導入のＢＧＭを流そうと、葵は静かにコックピットの電源を入れる。

　モニターが点つく。すると右下にメールアイコンが浮かんでいた。

　葵は眉まゆを曇くもらせる。作戦の修正や追加命令の類たぐいかと思ったのだ。

　すぐにメールをチェックする。すると、一枚の画像がモニターに浮かんだ。

「っ!?!?!?」

　葵は心臓を吐き出しそうになる。メールに添付されていたのはイラスト画像だった。

　狸たぬきだか犬だか分からない下手くそなラクガキ。お腹なかには月のマークがあった。

　葵はその唇を震わせる。涙が込み上げ、すぐに口を手で押さえた。

　──やっぱり……やっぱり隊長は！

　それは夏なつ樹き改め、エイルン＝バザットがかつて残した暗号文だった──





　　　　＊＊＊＊＊






　講習室に葵あおいとスター小隊の三人が集められている。教壇の前にはエイルンが立っていた。

「今日は君たちに、緊急の暗号文の読み方を教えようと思う」

　そう言ってエイルンは、一枚のイラストを見せる。

「わお！　すっごい、へたクソな絵ね！」

　オルソンが感想を言う。エイルンは一瞬、顔を赤くした。

「すまん、俺おれが書いた」

　大だい地ちがすかさず、オルソンにゲンコツをした。

「ネズミ？　たぬき？　隊長、これなんの絵？」

　葵が手を上げて質問する。エイルンは咳せき払ばらいをしてから説明を始める。

「これは【ムーンラクーン】という動物だ。この動物の名前を知っているのは、この世界では君たちと俺。あとは塾長と二名の生徒しか知らない。これから教える暗号文は、この動物の名前が分からなければ読み解けない」

「「「「はぁ」」」」

　四人は気のない返事をする。エイルンは説明を続ける。

「文が日本語の場合、【ムーンラクーン】の『ム』と『ラ』を抜いていく」

「なんか小学校のとき、遊びでやった暗号文みたいっすね。タヌキの絵が書いてあったらタを抜いて読む、的な」

　山やま武たけが笑う。エイルンは、他にも何点か補足事項を加えてから、説明を終了した。

「──以上となる。もう一度言うが、これは俺と君たちしか知らない。他言も厳禁とする」

　エイルンは四人に釘くぎを刺す。

「これが君たちのもとに届くときは、考えたくはないが、悪意ある第三者、または組織に追い詰められていると思ってくれ……俺、または君たちが孤立し、支援の難しい状況下に置かれていることが考えられる。ありそうなのは敵に捕縛されるとかかな」

　葵はそれを聞き、慌ててメモを取り出す。エイルンは言った。

「一番信頼している君たちに話しておく。ちゃんと覚えておくように」──





　　　　＊＊＊＊＊






　葵は逸はやる胸元を押さえ、すぐメール文の解読に入る。文は日本語で書いてあった。

　──ケイカク……ハ、ウソ。ヘキサ……ブ、タイ。スーテイシー？　捨て石!?

　葵は慎重に一文字、一文字を読み解いていく。

　──ＬＢガ、ツカワレル……ジー、10……ニテ、マツ。

〔計画は噓うそ。ヘキサ部隊は捨て石。ＬＢが使われる。Ｇ10にて待つ〕

　葵は固唾かたずを吞のむ。末尾には差出人の名前──葵はその名を呟つぶやく。

「クリムゾン、ファントム……真紅の、亡霊？　氷ひ室むろ夏なつ樹きじゃなく？」








　◆二八時間前◆



　アメリカ・ニューヨーク──旧・国際連合本部ビル。

　宗教画を思わせる巨大壁画の下に、円形の会議テーブルが置かれている。何百人と収容できる会議場だ。一六名の各国トップが会議テーブルに掛けていた。

　彼らは【安全保障理事会】のメンバーとなる。

　国際連合安全保障理事会──国際連合ＵＮの主要機関の一つだ。事実上、ＵＮの最高意思決定機関となる。常任理事国・五カ国と、非常任理事国・一五カ国で構成される。

　ここにいるメンバーが、国連の舵かじ取とりをしているといえる。

　彼らは緊急の案件で、この会に招集されていた。

　現在、北アメリカ大陸にはマリス戦史以来最大の危機が迫っていた。

「人類の食糧庫たる北アメリカ……その最重要拠点であるユーコン基地が、ここまで敵の侵攻を許すなんて」

　一人が言った。頭を抱え、その視線はテーブルの上を彷徨さまよっている。

　会議テーブルには、巨大な光学モニターが浮かんでいた。そこには大陸地図が映っている。北アメリカだ。カナダには現在、大量の赤マーカーが入り込んでいた。

「上陸・侵攻する子団は既に一〇万にまで膨ふくれ上がっている！　前線拠点四つが陥かん落らく！　戦闘が開始されてまだ四日だぞ！」

　別の一人がモニターに五指を向ける。すると映像が切り替わった。

　クイーンに頭を食いちぎられた大巨人──11番機【アレクサンドリア】である。

　コックピットブロックのある、胸部装甲が射出されたところで映像は止められる。

「北米を守護する、ネイバー11番機・アレクサンドリアは敗北！　大破！　ネイバーフッドの死亡確認が取れたのは今から一〇時間前だ！　回収に行こうにも、アレクサンドリアの残ざん骸がいは一〇万を超える大群の向こう側じゃないか！」

　彼は、顔を真っ赤にして唾つばを飛ばす。隣に座る一人が静かに零こぼした。

「流入量が通常の三倍……原因はやはり──」

　北アメリカの食料生産量は世界一だ。日本を始め、イギリス・ドイツなどのヨーロッパ圏は北アメリカからの輸入に頼っている。もしも北アメリカが陥落したら、重大な食糧危機を呼び込む事態になってしまう。

　故に、その防備は万全を期していた。しかし……トゥーレイトの発現以降、マリスの襲撃に決定的な変化が起こる。それが北アメリカの防衛網を突き崩していた。




「クイーンの二体同時侵攻……まさかここまでの猛威を振るうなんて」




　常任理事国トップの一人が、重々しい声で言う。

　今回、侵攻したのは飛行タイプのクイーンだ。カナダ空軍がそれを迎え撃うつはずだった。

　しかし、トゥーレイトのクイーンが戦闘に乱入する。前者を迎え撃つために飛ばした対空戦力を、根こそぎ撃ち落としていったのだ。このトゥーレイトは戦域にいた〔ハグレ子団〕に紛れ、時間経過でクイーンに進化してしまったものだった。

　飛行タイプのクイーンは、ほぼ無傷でカナダ空軍の防衛網を素通りする。後方に陣を張っていた部隊を踏ふみ潰つぶしていった。北米戦戦は以降も、対空戦力を封殺された状態で空と陸からの侵攻に晒さらされる……結果、国連軍の支援を仰ぐことを余儀なくされた。

「人類のマリス化が起こるようになって、もうこれで三回目だぞ」

　マリス襲撃は、クイーン一匹とその子団で構成されるのが鉄則だ。

　クイーンが同じ餌えさ場ばに上陸することはない。餌場がかち合ったら、共食いを始めるからだ。しかし二〇七一年──トゥーレイトの誕生を契機に、マリス戦の鉄則が破られる。

　それは、人類のマリス戦術が根底から覆されたことを意味していた。

「既に、18番機と５番機がカナダに向けて出撃しました」

　別の常任理事国トップが口を開く。それは語りかけるような口調だった。

「ユーコン基地は……いえ。北アメリカは落ちませんよ。見守ろうじゃありませんか。公式番機の一一機中、最もマリス戦を得意とする、ネイバー二機の実力を」

「そ！　そうだ！　メルキセデクの戦略爆撃ならまだ巻き返しはできる！」

　他国の首相が同意するように声を上げた。だが、彼らを弄ぶように急報がもたらされる。

「報告します！」

　大会議室の扉が開けられる。部隊服を着た一人の将校が入ってきた。

　ロシア大統領が「何事だ」と、彼に剃刀かみそりのような視線をぶつける。

「ネイバー５番機運用主任、アドゥルフ・バルマーが……クーデターを起こしました」

　全員の顔が凍りつく。その者は報告を続けた。

「２３１１！　太平洋を搬送中の５番機、18番機のうち、５番機スタンダ・ヴァイゾンが起動！　メルキセデクから、今作戦で投入したネイバーフッドを引きずり降ろし、機体を鹵ろ獲かく、逃亡！　実行したのはアドゥルフと、５番機ネイバーフッドチーム！」

　将校は自分の通信端末を操作する。会議テーブルの光学映像が切り替わった。

　輸送シャトルの上に乗る三機──中心には機械悪魔・アモンの姿があった。

「この機体……セブンス・リベリオンで現れた、転移型のネイバーじゃないか！」

　再び会議室に喧けん騒そうが戻っていく。将校は重苦しい表情で報告を続けた。

「２３４５、この転移型のネイバーと共に、二機を乗せたシャトルは忽こつ然ぜんと消息を絶ちました。以降、二一の機関に捜索をさせていますが未いまだに手掛かりは摑つかめていません」

　報告の最中で、彼の部下が走ってくる。部下は将校に耳打ちをした。

「続けて、もう一つ…………緊急の報告です」

　将校は青い顔で言う。だが喧けん騒そうは止まらない。大声で騒ぎたてる首相も出てきた。

「緊急です！」

　将校は半ば、黙らせるように大声を上げた。

　次第に静かになっていく会議場……将校は玉の汗をかいて報告する。

「未確認と思おぼしきネイバーが……同時に五機確認されました」

　将校は死人のような顔で、各国トップたちを見渡す。

「ユーベルブラッド、グスターブ・リェーフなど、ヘキサ解放を謳うたうレジスタンスや、反政府組織が確認できるだけでも一六。示し合わせたかのような同時蜂起をおこし、その付近の保管領の強襲が相次いでいます。国連の呼び掛けに応じた、太平洋一二師団も未発見ネイバーと遭遇……壊滅へと追いやられました」

　もはや声を上げる者は誰もいない。将校の報告する声だけが響く。




「全レジスタンスは、自らを……【サクラノツルギ】と名乗っております」




　その名は、とあるアニメに出てくる組織名と同じだった。

　アニメの名前は【ドール・ワルツ・レクイエム】。劇中では、最強にして無敵の主人公が、四つの星と闘う為ために旗揚げした抵抗軍を指していた。そして──

『お取り込み中、邪魔をする』

　サングラスを掛けた東洋人が光学モニターに映る。ジン＝ナガトだった。

『再三の警告を無視し、こちらの予定をねじまけた馬ま糞ぐそ野郎どもに挨あい拶さつをしたい』

　映像のジンが視線を配る。ジンの顔を見るや、視線を逸そらした者が何人も出た。

『そこの勤勉な下っ端が報告したと思うが……俺おれの軍を作った。貴様らの飼う、ロイヤルガードなんて比べ物にならない、マリスも殺せる、自慢のヘキサ武装組織だ』

「なんだこのガキは！」

　がなり立てたトップにジンは視線を寄せる。鋭すぎる眼光が彼を射抜いた。

『この俺が喋しやべっているんだ……話、聞けよ』

　そのトップは虚脱し、椅い子すにへたり込む。また他の者にも畏い怖ふが伝染していく。

　映像越しでも伝わってくる。二〇代程の青年が、歴戦の古ふる兵つわもののような迫力と威い風ふうを漂ただよわせているのだ。ジンは『ふむ』と頷うなずき、話を再開する。

『それに伴い、アンタらに預けていたネイバーも返してもらおうと思う』

「待って下さい！　いくらなんでも性急すぎます！」

　常任理事国トップの一人が腰を上げる。映像のジンは頰ほお杖づえをついた。

『もともとネイバーは俺たちが作り、貴様らに振り分けたものだ……然しかるべき手順を踏み、来きたるべき日に備えて』

　言いながらジンは人差し指を下に向け、降ろす。座れとジェスチャーした。

『しかし……そこにいる何人かがそれをねじ曲げた』

　列席した、常任理事国のトップ四人が、ビクっとその肩を震わせた。

『マリスがはびこる地球において、ネイバーは神になれる。でもそこに一部の特権階級が下げ種すな思惑を挟んだから、ここまでおかしなことになった。貴様らは、代弁者を気取って神の威光を私物化したんだ』

　対処ができない──マリスを、人類の脅威足らしめているのは、極端に言えばこの一点に集約されている。

『蜜みつの味を覚えてしまえば、今度はそれを維持するため、また下種な思惑が錯さく綜そうをはじめる。歪ゆがみは拡大し、終ついには貴様らで言うところの、トゥーレイトが発現してしまった」

　その事実は、クイーン誕生からネイバーが現れるまでに失った、一〇億の犠牲が物語っている。そう……勝てないのだ。ネイバーがなければクイーンに、マリスに。

『俺おれは警告してきたはずだ。ネイバー出現以降からずっと』

　そしてネイバーはヘキサがいて、初めてその戦術的価値を発揮する。

『ヘキサは人類反抗のシンボルになる。まだマリスの侵攻が弱いうちに、各国の指導者へ育て上げろ。そして、人類の意思統一を計れ。一刻も早く、地球上のヘキサを指定する二カ所へ集めろ……俺は、そう言ったよな？』

　しかし人類は、ヘキサから人権を剝はく奪だつし、生いけ贄にえにする道を選んだ。

『貴様らはヘキサの機能的部分だけに着目し、人ではなく部品として扱った。一刻も早く保管領システムを構築したいが為ために……何な故ぜか？　マリスという未知の生物が怖かったからだ。それは分かる……あぁ、怖かったことだろう。一〇億人も食われたんだ。だが──』

　ジンの声音が重く、低いものとなる。

『是正する機会はいくらでもあったろ？』

　このヘキサの公然差別こそ、世界の歪みの象徴たるもの。

『これでも俺は事態を吞のみ込こんできた……エキストラは俺の方だからな。メインキャストは貴様らだ。だから舞台袖そでから眺めていた。貴様らの取った選択がこちらの予見する未来の上を行けるかを。そして、人類は初めてマリス奴らの本気と直面し……このザマだ』

　ジンは諦あきらめるような口調になる。

『一度、全すべて壊してしまった方が早そうだな』

　それは、人類の守護者たちを敵と認定した瞬間だった。

『ヘキサを道具扱いするなら、言葉は持たん。マリスと同じく敵として駆く逐ちくする』

　ジンのそれは、明確すぎる国連への宣戦布告だった。

『国連に脱退表明をした一七カ国は、既にサクラノツルギの庇ひ護ご下にある。今月末にはあと四カ国増える予定だ。どこも貴様らに見捨てられた、もしくは救助を後回しにされた国ばかり……可哀かわいそうに。理事会お前らに相当、頭に来ている様子だった』

　国連加盟国はもともと一〇〇ヵ国以上ある。

　ジンはそのうちの二一カ国を、傘下に引き入れたと言ったのだ。

『覚えておけ。今、この瞬間にでも俺おれは貴様ら全員を殺すことができる。それは首相官邸に引きこもっても、僻へき地ちにある公衆便所の一室に隠れても同じこと……でもそれはしない。敢あえてな』

　ジンは鼻で吐息を漏らす。『残念だ』と両手を組む。

『まずは北アメリカか……これから亡くなる多くの命に冥めい福ふくを祈ろう』

　不吉の言葉を残し、ジンの通信が消える。

　その後の非常任理事国の非難はすさまじいものだった────

　彼は何者だ。ネイバーを預けたとはどういう意味だ。いったい何を隠している。

　彼らに説明を求め、その責任を、罵ば声せいと共に追及した。しかし、常任理事国の首相たちは言葉を無くしたままだ。やがて常任理事国のトップ一人が、光学モニターに視線をやる。

「ユーコン基地を放棄する」

　アメリカ大統領だった。彼は、最速で事態を収束させる方法を選ぶ。

「時は一刻を争う。説明は、日を改めて必ず……今、私たちは、最も危き惧ぐしていた非常事態ハードプログラムに直面している」

　彼の頭にあったのは、マリス以外の新たなる侵略者の出現について。

「ヘキサが人類に牙きばを剝むいた……マリスに加え、我々は新たな敵に対処せねばならなくなった。この問題の、早期決着を図らなければならない」

　すると沈黙を守っていたロシア大統領が言う。

「とにかくこれ以上、ネイバーを失うことはできない。餌えさどもと戦争をやるにしても、やらないにしても……11番機は絶対に回収させろ。その後、北部に展開した六師団を撤退させることを提案する」

　ネイバーには自動修復機能が備えられている。例え大破しても、回収し、然しかるべき措置をとれば元通りになる。替えのネイバーフッドさえいれば、再運用ができるのだ。

「クイーン二体がユーコン基地へ到達次第、リキッド戦略弾頭【ＬＢ】の起爆による広域殲せん滅めつを決行する。その後、11番機が再突入。今度こそクイーンを撃破させる」

　一息に言うアメリカ大統領。一度だけ、重たい息の塊かたまりを吐き出した。

「作戦開始は四〇時間後──」

　アメリカ大統領の頭にあるのは戦力の温存と確保だ。

　この北米戦が長引けば、作戦に参加する国連軍も大損害を被こうむる。今は一刻も早く軍を呼び戻し、討伐隊を編成しなければならない。ジンたちサクラノツルギを壊滅させるために。

　彼を野放しにすれば、怒り狂った世界中のヘキサが人類に牙きばを剝むくことになる。

「プレジデント……Ｚ－０機甲兵大隊の投入を発案します」

　先ほどの将校が進言する。

「シリア大規模制圧戦で、その有用性は十分に実証されています。保管領ヘキサと合わせれば、より多くの将兵を逃すことが可能かと」

　将校こと、国連軍太平洋方面第３軍・副師団長が言う。

「日本政府にも応援を要請……氷ひ室むろ義塾にも招集を呼び掛けます」

　安全保障理事会は、副師団長の発案をその場で採用する。

　国連軍は既に、北米救援に一五万の兵員を送り込んでいる。その大部隊を撤退させるため、ヘキサの部隊を使おうというのだ。これには、流入したマリスを堰せき止める意も含まれている。大破したネイバーを回収し、兵員の大部分を撤退させてから────

　ヘキサ部隊ごと、マリスの大半を吹き飛ばす。

　こうして氷室義塾が誇るヘキサ陽動部隊【機兵部】と、一いちノの瀬せ葵あおいが属する【Ｚ－02中隊】を含む、Ｚ－０機甲兵大隊の投入が決まった。

　ネイバー一機と、自軍の兵力を逃がすために……人類は、またもヘキサを犠牲にする。






Ⅴ　開戦と離脱









　七時半──カナダ・ユーコン準州。

　モニターの光が、葵の顔を青白く照らしている。葵はコックピットに着座していた。

　正面モニターに映るのは、Ｚ－02中隊の女指揮官・マーマである。

『再度、作戦を説明する……本作戦の任務は、大破したネイバー11番機・アレクサンドリアの回収補助となる』

　妙齢の女性だ。ゴールドブロンドの長い髪、口元にはホクロ。黒の士官服を着ている。

『既に前線には、一〇万匹のマリスが出現している。現在は予備保管領のアバル基地に、大部分が引きつけられているが、そこのヘキサが全すべて食われたら、一気にマリス共は拡散を始めるだろう。貴様らの任務は敵の拡散を防ぎつつ、マリス共をエリアＹに引き付け、それ以上の南下を阻止することだ』

　マーマは乗馬用の鞭むちで手を叩たたく。豊満な胸が揺れた。

『進路が確保でき次第、アレクサンドリアの回収隊、計九中隊がＪ・Ｋエリアを回って11番機を回収する。既にＺ－01中隊を除く、09中隊まで。つまりＺ－０機甲兵大隊が、ほぼ総出で、エリアＧ・エリアＬ・エリアＭにおいて、それぞれ陽動を開始している』

　マーマは、戦略図を用いて説明する。マップ上に列車のマーカーが現れた。

『貴様らはハッチ開放と当時に六小隊に別れ、まずはレイバン要よう塞さい陣地を目指せ』

　列車から六つの青い線が伸び始める。

『残弾が七割以上。自走が可能ならばレイバンでの補給は行わず、最終目的地であるユーコン基地へそのまま向かえ』

　六つの青い線が、城マークを通り過ぎる。そのまま青い線はくねくねと伸び続けた。

　最後は一際、大きな城マーク・ユーコン基地へと到達する。

『レイバンでの補給は一五分で済ませろ。任務継続が不可能な場合は私に報告。遠隔操作で自爆装置ＲＢ４を作動させる。ユーコン基地に辿たどりつけた者は機体の補給作業を現場の米軍か国連軍に要請しろ。既に話は通してある』

　マーマが画像を切り替える。今度は白い人型ロボットが映った。

　ネイバー18番機【メルキセデク】の写真映像である。

『11番機の回収が済めば作戦は成功。ロイヤルガードのメルキセデクによる大規模面制圧が開始される。ユーコンに辿りつけなかった者はその時点で撤退を開始しろ。撤退ルートは全部で七候補……状況を加味し、こちらで各自のルートを選定する』

　葵あおいは一瞬、その目を細める。マーマに質問した。

「支援状況は？」

『エリアＧから上は絶望的だ。連絡が途絶した前線の部隊は多い。逃げてきた者たちは残存隊を見つけては合流し、混成部隊としてひたすら後方へと下がってきている。現在は下がってきた部隊がエリアＦに防衛線を構築しているようだ。よって貴様らは、エリアＦ４で投下してやる。さぞ喜ばれるだろう。ついでに米軍に恩を売ってこい』

「……了解」

　葵が返事をする。マーマは『失敗は許さん』と残し、通信を切った。葵はモニターが切れた途端、コックピットの壁をぶん殴る。

「やっぱり国連軍は……ヘキサ私たちをっ」──





　　　　＊＊＊＊＊






　昨晩のコックピットでの出来事だ。葵はヘッドフォンをして、愕がく然ぜんとその動画を見る。

「メルキセデクと５番機が……奪われたなんて」

　メールに添付されていた動画には、ネイバー二機が奪われていく様子が映されていた。

　葵たちは、事前にマーマから作戦を説明されている。既に北アメリカには一〇万を超えるマリスがひしめいているのだ。

　──メルキセデクの航空・面制圧以外、この状況をひっくり返す手段なんて……。

　それ以外はもう、核兵器のような戦略兵器に頼る他ない。

　考えれば考えるほど、メール文の警告と状況が符合する。葵あおいは背筋が寒くなった。

　──ヘキサ部隊は捨すて駒ごま……じゃあ国連軍は、ハナから私たちごと、マリスを？

　葵に沸々と怒りが湧わいてくる。しかし湧いてきたのは怒りだけではない。

　──来たんだ……とうとう、このときが。

　葵は盛大にゴングが打ち鳴らされた気がした。これこそが、待ちに待った反撃の鬨ときの声こえ。

　葵は再び、添付されたラクガキ画像を見る。

　この暗号文を機兵部で知っているのは大だい地ちたちだけだ。彼らならもっと、らしいメールを送ってくるだろう。葵が逆の立場ならそうする。

〔ポイントＧ12で[image: ]を受領せよ。それからユーコン基地を抜け、Ｈエリアのユーコン川まで行き、βと合流。以降はβの指示に従え〕

　葵は指示を頭に叩たたき込こむ。文面から察するに[image: ]が物、βは人のことだと思った。

　葵は無意識に身体からだを抱き締める。興奮で体温が上昇していくのが分かった。

　──ヤバい。熱さで頭がかち割れそう。

　暗くら闇やみの中に座り、唸うなるだけの時間は終わった。燻くすぶり、押さえつけていた怒りの炎を解き放つときがやってきたのだ。この試練の先に……あの人が待ってる。

　暴力的なまでに『会いたい』という気持ちが膨ふくらんだ。膨れた気持ちが、生の欲求を駆かり立てる。葵の心が、本能が、こう叫んでいた。

「明日が、欲しいっ」──





　　　　＊＊＊＊＊






　葵は長く息を吐く。祈るように手を組み、彼の顔を思い描いた。

「絶対に死なない……あなたにまた会うまでは」

　ゆっくり瞼まぶたを上げた葵の目には……闘志が宿っていた────




　森林地帯は紅ぐ蓮れんに燃えていた。燃え盛る木々の合間を小型マリス・ポーンが進む。

　燃える森を、二〇両の装甲列車が横切った。装甲面は熱で赤くなっている。線路上の車輪はいつまでも回り続けた。

　何十というマリスが装甲列車に集まってくる。線路のポイントが自動で切り替わった。甲高い金属音を鳴らして、装甲列車が右へ進路変更をする。

　装甲列車に何匹もポーンが飛びかかった。その度に黒い血を飛ばして撥はねられる。

　装甲列車の進路上──偽装した地面の一画──が持ちあがる。地下へ誘うトンネルができ上がった。二〇両列車が地下へと潜っていく。

　地下線路を通って更に何キロも稼ぎ…………再び偽装地面の一区画が持ち上がる。

　地上への、トンネル出口が出来上がった。




　現れる二〇両列車──同時に、一二の機影が左右へ飛び出した。




　そのうちの一つをルークが叩はたき落おとす。地面に一機の戦せん騎き装そうが転がった。瞬く間に、その一機にマリスが群がる。

　他の一一機は周辺にそれぞれ着地……一目散に走り出す。線路から脱線した装甲列車はそのままマリスの集団へと突っ込む。車両に積まれていた爆弾が起爆する。

　周囲の何十匹を大爆発が吞のみ込こんだ。

　ナイトウォーカーが炎の森を駆かけていく。四方八方からルークとポーンが駆け寄ってくる。そんなマリス群を……後ろから砲火が襲う。

　──散った肉片が爆風に巻き上げられる。──ルークが爆炎に吞みこまれた。

　支援部隊の砲撃だ。ナイトウォーカーを追うマリスを狙ねらい撃うっていた。

　しかし敵の量が尋常ではない。秒刻みに数が膨ふくれ上がる。密集した敵は次々と砲火の餌え食じきになっていく。散開したナイトウォーカーは敵を引き付けながら、二機一組ツーマンセルでレイバン要よう塞さい陣地を目指す。

『フォ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　俺おれは無敵！　俺を止められる奴やつは誰もいなあぁあい！』

　二機一組の一機が──ブリッジの姿勢で──ルークの股下を潜くぐり抜ぬける。潜った瞬間、アサルトライフルが火を噴く。真下からの火線がルークに弾だん痕こんを刻んだ。

『さぁ来い！　俺は羽！　俺は翼！　誰にも捕まらないっうう！』

　飛びかかるルーク……その肩を足場にもう一機のナイトウォーカーが上空へと跳んだ。森の木を飛び超え、空を舞う。

　少年のくぐもった声が漏れる。大口を開けて怪物が迫ってきていた。

『ぎゃああぁあああ！』

　ナイトウォーカーが空中で嚙かみつかれる。飛行型の幼生体【雄ナイト】だった。

　その様よう相そうは、空を泳ぐ巨大シーラカンスだ。戦騎装との体長比は、マイクロバスと人間ほど。全身を分厚い堅甲で覆っている。

『嚙まないで嚙まないで嚙まないっ！　ブッ！』

　雄ナイトの顎あごが閉じられる。ナイトウォーカーのコックピットブロックが潰つぶされた。

　その真下で、二機のナイトウォーカーがグレネードを上空へ向ける。

『デブ死んだ！　あっは！　だせ！　デブだっせ！』

　二機同時に榴りゆう弾だんを発射……咬かまれたナイトウォーカーに着弾、機体ごと誘爆させる。

　雄ナイトの口内で爆発が起こった。巨大シーラカンスは瓦が礫れき片を飛ばすようにバラバラに飛び散る。空中の黒煙が晴れた頃ころ……数多あまたの魚影が上空を漂ただよっていた。

　雄ナイトは大群で、この戦域に集まりつつあった。







　同時刻──エリアＣ・前戦指揮所。

　巨大なメインモニターの前に机が並べられる。椅い子すに座っているのはコマンドポスト将校たちだ。この指揮所を預かるマーマはＺ－02中隊の直接指揮に当たっていた。

　続々と隊員たちから支援要請が入ってくる。

『マーマ。Ｆ11に砲撃要請。ルーク五・ポーン概算一五・雄ナイト二』

『マーマ。Ｆ21に砲撃要請。ポーン概算四〇以上・ルーク四』

『マーマ。Ｆ51に対空砲火。雄ナイトに囲まれている。数七』

「了解。四〇秒待て。最優先で行わせる」

　マーマは、手に持った通信機に言う。

「よし。そのままエリアＨ、レイバンへと向かえ。既に二機ロストしている。そろそろ支援が難しくなるため、ナイトとの交戦は厳禁とする。貴様らの装備では外甲を破れん」

　そう言ってマーマは通信を切る。経過は順調だった。広大な戦域マップで、下へ、下へと下っていた赤マーカーの大群が、上側に進路を変えている。

　Ｚ－02中隊に引き寄せられているのだ。

「その調子だ。ヘキサども」

　マーマは笑みを浮かべる……Ｚ－０機甲兵大隊に今回通達されたのは『敵の拡散を防ぎつつ、11番機の回収チームの進路を作ること。ネイバーの回収が済めば作戦は成功。残存する者は戦線を離脱する』──これだけだ。

　しかしマーマたち作戦司令部は、最初からヘキサを切り捨てるつもりだった。

『既に放棄したユーコン基地にヘキサを向かわせ、マリスの拡散を防ぐ。11番機を回収し、投入部隊を撤退させ次第、戦略兵器によって周辺一帯を焼き払う』

　これが国連軍の描いた、本作戦の真のシナリオだ。ヘキサに離脱のタイミングなど与えない。一匹でも多くのマリスを殺すために……。部下の一人がマーマに報告した。

「大尉。バルサ基地より入電。現時点を以もつて基地を放棄すると」

「よし！　これで残る基地はあと六つだ！　我らもあと七〇分でこの場を放棄する！」

　マーマが全員に命令する。そんな中、ひっそりと二機分の反応がロストしていた。

　それは葵あおいとトウェルブの機体反応だった。







　残雪の上に、二機のナイトウォーカーが転がる。その背中にあるコックピットブロックは銃撃で穴だらけにされている。しかし、コックピットはもぬけの殻だった。







　カナダ時間一九時──エリアＧ・パンダナ前線基地。

　一機の戦せん騎き装そうがバリケードフェンスを蹴け破やぶる。基地内に二機の戦騎装が入ってきた。

　二機とも、アサルトライフルを装備している。

　斑まだら模様のオレンジカラー。中肉中背の人型をした戦騎装【レックスＭｋ４】である。

　国連軍で一般的に普及している量産機だ。二機は首を動かして周囲を探る。

　滑走路上にはポーンの死し骸がいが幾つも転がっていた。寄宿舎と思われるベースキャンプも半壊している。こちらは大きな何かに潰つぶされた感じだ。一機から葵あおいの声がする。

『敵は……いないみたいだね』

『敵影なし。ツーツー、ここは大丈夫だと思う』

　もう一機から、トウェルブの声が流れる。

『あー、だからもう！　番号呼びは無し！　本名で呼び合おうって言ったじゃん！　私は一いちノの瀬せ葵で、アンタはマリーナ・ルイス！　いい？』

『了解』

　トウェルブ改め、マリーナの機体から返事がくる。

『よし』と、葵の満足そうな声が流れた。







　同時刻──エリアＹ・レイバン要よう塞さい陣地。

　そこは丘を切り崩し、地面に埋まったような外観の要塞だ。作戦上では、Ｚ－02中隊の最初の補給ポイントとなる。

『何な故ぜだ！　何故、誰もいない！』

　血まみれのナイトウォーカーから、ピアス男ツーワンの怒号が響く。

　トーチカは潰され、煙を上げている。等間隔で置かれた高射砲陣地からもだ。

　塹ざん壕ごう──銃撃から身を守るための溝──には、夥おびただしい量の死体が横たわっていた。

　生者の気配はない。不気味なほどの静けさだった。遠くからマリスの奇声と砲声が聞こえてくる。

　ツーワン機の他にも、続々とＺ－０機甲兵大隊のナイトウォーカーが到着する。

　支援砲火は完全に止やんでいた。幾ら要請しても支援砲撃が来ない状態となっていた。

　コックピットでピアス男ツーワンは通信を開く。

「マーマ！　マーマ！」




　同時刻──エリアＣ・前戦指揮所。

　メインモニターが青白く光る。オペレーター達の使っていた光学ＰＣが、暗い室内を僅わずかに照らしていた。

『マーマ！　レイバンに着いた！　それなのに誰もいない！　補給したい！　どうすればいい！　マーマ！　マーマ！』

　ピアス男ツーワンの声がシンとした空間内に響く。マーマを含め、ここに詰めていたコマンドポスト将校たちの姿はどこにも無かった。







　一方、無人の前線基地を葵あおいとマリーナが散策する。

　兵隊たちのベースキャンプを抜け、調理場に入った。葵は大きな冷蔵庫を開ける。中をライトで照らすと、山のような食料があった。

「やった！　あるある！」

　葵は中からハムなりソーセージを乱雑に落していく。マリーナが足元に落ちた食料をせっせと拾う────葵は作戦前、逃亡をマリーナに持ちかけていた。

　この作戦は自分たちを捨すて駒ごまにした作戦だ。作戦に参加したヘキサは全員死ぬ。

　そう説得して……。マリーナは葵と行動することを選ぶ。

　作戦開始後、すぐ二人は敵勢の弱いエリアまで離脱した。撤退中だった国連軍兵士の戦せん騎き装そうを見つけるや、それを略取。パイロットたちは味方のいる方角へ遁とん走そうさせた。

　その後、自分たちの死を偽装し、この場所まで逃げてきていた。

　葵はコンバットナイフでハムの紐ひもを切る。一口齧かじって、ハムをマリーナに渡した。マリーナもお腹なかが空いていたのか、もくもくとハムを食べ出した。

「あとは燃料か。私のはともかく、マリーナの機体は、もう何分も走れないからね」

「もぐもぐ……了解。外に倉庫のような建物を発見した。あるとしたらそこだと思う」







　片や……最前線ではマリスのタガは外れかけていた。

　Ｚ－０機甲兵大隊の活躍で敵の南下は防げている。その間、前戦から退いた兵は四万を有に超えていた。だが、その代償となったのがヘキサ兵士たちの命である。

　Ｚ－02中隊含む、Ｚ－０ナンバー各隊は、既に三分の一近く損耗を出していた。

　そんな混こん沌とんとした前線状況で二つの異変が起こる。

　一つ──アバル基地について。

　元々は古い刑務所だった場所だ。現在は予備のヘキサ保管領として使われていた。収容ヘキサは五〇〇名。弾薬や食料を保管する兵へい站たん拠点としての役割も担っていた。

　四方を岩の外壁で囲む。古い要よう塞さいのような保管領だ。しかし現在、その外観は全く見えない。数千というマリスが外壁にへばり付き、建物全体を覆っていた。

　山中に聳そびえるそこへ、続々とマリスが集まり…………保管領地下に設置されていたトン単位の爆薬が起動する。

　保管領に押し寄せていた、六〇〇〇匹のマリスを大爆発が吞のみ込こんだ。

　更にもう一つ──そんな爆発の激震を察知しながらも、高速で南下する機影があった。複数機の機影が、戦闘エリアからどんどん南へ、南へと移動していった。







　無人の倉庫内を葵あおいとマリーナが物色する。照明は切れており、真っ暗だ。小銃についたガンライトを懐中電灯代わりに、葵は進む。そんな葵にマリーナが言った。

「葵は凄すごい……命令以外の行動を思考し、選択できる。私の知るヘキサに、そんな行動をするサンプルはいなかった」

　葵は褒められて複雑な気分になる。ここで出会ったヘキサの多くは主体性を殺されている。命令を遂行するだけの人形にされているのだ。

『死ね』という命令を受け入れてしまえることが、どれだけ異常なことか、この少女は分かっていない。葵は真剣な顔で振り向いた。

「いい、マリーっ……ぶふぅ！」

　葵は、マリーナを見るや吹き出す。マリーナは首に、大量のソーセージを巻きつけていた。手にはボイルしたての一本が、バナナみたいに持たれている。

「……おいし？」

「想像を絶する味……干し肉よりも美お味いしいものは初めて食べた」

　そう言ってパリッと太いソーセージを齧かじる。葵は「そっか」と彼女の頭を撫なでた。

「ここから脱出したら、それよりも、もっと美味しいもの食べよ？　それに……会わせたい人もたくさんいるんだ。みんな優しいから、きっと仲良くなれるよ」

　言って葵は懐かしくなる。かつての仲間たちのことを思い出した。

「葵が前に話していた、三バカという人たち？」

「あー、そいつらは比較的どうでもいい。殺しても死ぬタマじゃないし」

「す、すごい！　そんな力を持っているなんて。その三バカもナチュラルなんですか？」

　葵は話の嚙かみ合わなさにおかしくなる。

　ちなみにナチュラルとは、葵のような無変化分類ノンギフトを指す。Ｚ－02中隊では無変化分類ノンギフト＝特異な力に目覚めたヘキサ、という認識が根付いている。

　これらの背景から、葵は多くの隊員から強烈な嫉しつ妬とや敵意を向けられていた。

「んにゃ。普通の身体変化分類フイジカル。私より断然、弱かったけどね」

　葵あおいは鼻で笑う。マリーナの瞳ひとみに羨せん望ぼうのような光が宿った。

「葵は、氷ひ室むろスクールでも最強だった」

「ん[image: ][image: ]、大げさに言っても二番目かな？　他にも化物みたいに凄すごいのが八人いたけど。その八人は同格っていうか……分野は違うけど、負けてる感じはしなかったな」

　マリーナは「八人！」と声を上げる。葵は嬉うれしそうに笑う。再び倉庫内を歩きだした。

「私たちなんて目じゃない。どう逆立ちしても勝てない人が、一人だけいたの」

　思い出したのは……初恋の人だ。

「世の中ってさ。不条理なもんで溢あふれてるじゃん。何もしてないのに悪者にされたり、弱いからってズルイ奴やつの食いものにされたり。でもそういうのって、いつからか素通りするようになるんだよ。見て見ぬ振りをするの……相手にも、自分の心にも──」

　マリーナは黙って話を聞く。葵は「でもね」と続けた。

「その人は見過ごさない。誰かが泣いていたら手を差し伸べてあげるの。悪いことは悪いって言って。言ってもダメなら闘うんだ。堂々と真っ正面から……」

　葵の話にマリーナは身震いをする。その面持ちは恐怖を抱いていた。

「好戦的で思慮浅く……面倒事を増やすことに喜びを覚える。あんまり会いたくない。ピアス男ツーワンみたいな戦闘狂なんですね」

　葵は「いやいやいや！」と片手を振る。

「あんなハゲピアスと一緒にしないで！　もう純粋に、本当に、かっこいい人だから！　目があっただけで電気が走るような！」

「視認するだけで電流が!?　生物兵器!?　葵、その人に会うのは危険だと思う！」

　葵は「嚙かみあわねぇ！」と頭を抱える。気持ちが納まらず、マリーナの頭を搔かき回まわした。

「痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い。出来れば止やめて欲しい怒らせたなら謝る」

　それでも葵は止まらない。しばらくして、やっとマリーナを解放した。マリーナはボサボサになった頭を抱え、恐る恐る葵を見上げる。葵は笑っていた。

「どんな不条理も、絵に書いたような正義でぶっ飛ばす……私のヒーローなの」

　マリーナは言葉を失う。しばらくして葵に聞き返した。

「その人に、これから会うの？」

　葵は弾はじけるような笑顔で「うん！」と返した。それを見てマリーナは寂しそうに俯うつむく。

「私も……氷室スクールに入りたいな」

　マリーナは小さな声で言う。葵はそれを聞き逃さなかった。

「最初からそのつもり。皆と合流したらマリーナも氷室義塾生になるんだ」

　マリーナはゆっくりと面を上げる。信じられそうな顔で「ホント？」と聞いた。

「もちろん。私の下でコキ使ってやるから覚悟しろ」

　葵はマリーナの頰ほおに噓うそパンチをする。マリーナは鼻息を荒くして「頑張る！」と言う。

　葵あおいの笑みが深くなる。しかしすぐ、その表情が険しくなった。

「っ！」

　葵は勢いよく振り返る。しきりに周囲をガンライトで照らした。マリーナが「葵？」と、戸惑いの声を掛ける。

「今、何か……聞こえた」

　次の瞬間、轟ごう音おんが鳴り響く。右側の倉庫の壁には大穴が開いていた。

「っ!?!?」

　二人は絶句する。落ちる瓦が礫れきの中……開いた穴から現れたのはポーンだった。

　大蛇のような舌をくねらせ、異形の怪物が二人の方へ首を向ける。

　マリーナの手を引き、葵は一目散に駆かけ出した────




　葵たちは外へと飛び出す。戦せん騎き装そうの下へと走った。二人の背後をポーンが追う。

　寒風が葵の頰ほおを叩たたく。マイナス一〇度の気温でも、葵は全く寒さを感じなかった。

「だめ！　逃げられない！」

「諦あきらめんな！　諦めちゃだめ！」

　飛行滑走路に片膝ひざをつく戦騎装──視界に映るレックスが徐々に大きくなる。二人は戦騎装に向けて走り続ける。

　しかし、ぐんぐんポーンが近付いてくる。一五メートル、一〇メートル、七メートル……やがて巨大な影が、二人を月明かりから覆い隠した。マリーナが「だめ！」と叫ぶ。

「くっそぉお！」

　葵はマリーナの手を引き、戦騎装に右手を伸ばす。そのとき……銃撃音が鳴った。

　ポーンの顔半分が無くなる。舌ベロが勢いよく跳ねた。

　二人が前方に転ぶ。転んだ状態で葵は振り向いた。

　更なる銃撃──ポーンの死し骸がいが散り散りにされる。黒い血と肉片がばら撒まかれた。

　まさかと思い……葵は期待を込めて正面を向く。

『ツぅーツ[image: ][image: ]』

　アサルトライフルの銃口から煙が上がる。黒い戦騎装が単眼を光らせた。

　葵の身の毛がよだつ。マリーナもまた、別の恐怖を覚えていた。

　滑走場に続々と戦騎装が降り立つ。見間違えるはずもない。

　それは全すべて……Ｚ－０ナンバー部隊の【ナイトウォーカー】だった。

『ツーツー！　トウェルブ！　貴様らは任務を投げ捨てた！』

　ピアス男ツーワンの怒声が、血まみれのナイトウォーカーから大音量で上がる。

『貴様たちは王さまになった俺おれが公開刑罰を与える！　処分だ！　廃棄してやる！』

　ピアス男ツーワン機を含む、八機の銃口が二人へと向いた。






Ⅵ　真紅の亡霊クリムゾン・フアントム









　そこは、古びた大倉庫だった。カナダ軍の輸送部隊が、兵へい站たん・物資を仮置きする中継の集積場として扱われている。昨日中に放棄された場所だった。

　壁際には武装コンテナや燃料コンテナが、一〇近く並べられている。四方・六メートルもある鉄製のケースだ。戦せん騎き装そうと並べれば、人とスーツケース位の比較となる。

　ほとんど持ち出された様子だった。倉庫と呼ぶには寂しい空間が広がっている。

　そんな倉庫の出入り口に……ライフルの銃口が差し込まれた。

　ドアを蹴けり開あけ、兵士たちが入ってくる。背を預け合い、しきりに銃口が真っ暗な空間を彷徨さまよう。やがて銃口が下げられた。

　倉庫内に入ってくる三つの人影。そこで彼らはあるものを見つける。

「これは？」

　倉庫内の中央には一機の戦騎装が跪ひざまずいていた。







　パンダナ前線基地では、ナイトウォーカーの七機が葵あおいたちを包囲していた。

「……ピアス男ツーワン」

「なんで、あんたらが」

　二人は血まみれのナイトウォーカーを見上げる。右手に片かた手て斧おの、左手にはアサルトライフルを抱えていた。頭部ユニットの単眼カメラが二人を捉とらえる。

「ユーコンに向かったはずじゃ──っ！」

　突然、葵の足元をピアス男ツーワン機が撃うった。葵は咄とつ嗟さにマリーナの身体からだを抱き隠す。コンクリート破片が散る。銃撃が止やんでから葵は、ピアス男ツーワン機に向かって怒鳴った。

「ピアス男ツーワン！　隊員同士の撃ち合いはご法度はつとだよ！　アンタ、廃棄されたいの!?」

　そう言うと沈黙が渡る……やがてピアス男ツーワン機からくぐもった笑いが漏れた。

『くくく……マーマ逃げた。もう俺おれらだけ』

　葵に怖おぞ気けが走る。同時に合点がいった。

　彼らは、自分たちが捨てられたことに気付いている。

　精神が崩壊しているヘキサたち──軍隊のような完璧な秩序は持たないが、それでも一人一人が殺さつ戮りくマシーンのような働きをする。そんな彼らを縛る、隊規や指揮官マーマという単語が今は機能しない。葵は瞬時にそれを悟った。

『俺の優秀が判明された……俺は凄すごい！　これだけ優秀なら、絶対に半デ端ミじゃない！　見ろ！　こいつらは04と06の隊員たちだ！』

　ピアス男ツーワン機は自慢するように周囲のナイトウォーカーを銃口で指す。

　各機の右肩には、それぞれの中隊番号がペイントされていた。

『もうマーマいない。命令はゼロ。俺おれたちは全すべての行動に自由判断の許可がある』

　ピアス男ツーワン機は四よつん這ばいになる。その頭部を二人に近付けた。

『だから俺が王さまになる……命令をなくした他の隊員アイツらにも俺が命令をくれてやった。だからここまで逃げてこれた。マリスに食われてロストした機体はゼロ！　俺の功績！　だからもうマーマいらない！　俺はもう半デ端ミじゃない！』

　ピアス男ツーワン機のモノアイレンズが収縮する。怯おびえるマリーナと警戒する葵あおいを映していた。

『お前らは戦場から逃げた。だから、王様の俺がお前たちに発令する！』

　這う格好のナイトウォーカーが、二人を片かた手て斧おので指す。

『ツーツー。トウェルブ。お前らは敵前逃亡の罰で……今すぐ殺し合え』

　二人の少女は総毛立つ。ピアス男ツーワンの声が流れ続ける。

『勝った奴やつだけ、生存を許可してもいい！　逃げようとしたら、この四〇ミリでズタズタの赤肉にする！』

　ピアス男ツーワン機から下げ種すな笑い声が響き渡った。そんなピアス男ツーワンに一人の隊員が言う。

『はぁ!?　もったいねぇよピアス男ツーワン！　そんなことよりやっちまおう！　俺、ツーツーのことずっと狙ねらってたんだよ！　もう我慢できない！　いいだろ！　な!?』

　彼がそう言う。即座にピアス男ツーワン機から怒鳴り声が上がった。

『喋しやべってるのは俺！　王さまが喋っているのに喋るなんて、重罰を食らわせるぞ！　過剰殺人の刑だ！　この半デ端ミ！　半デ端ミが！』

『もったいねえ……もったいねぇよ』

　ブツブツと声を流しながら、そのナイトウォーカーが一歩下がる。

　一方の葵は動けない。マリーナも身体からだを震わせていた。

　二人が動かないでいると、大音量でピアス男ツーワンが怒鳴る。

『さぁ！　殺せ！　じゃないと俺がお前らを殺すぞ！』

　マリーナは一歩、二歩と後ずさる。小さな身体はぶるぶると震えていた。

　対面の葵は、苦く渋じゆうの表情を浮かべる。

　──ここまでやっと……やっと、ここまで来たのにっ。

　今日までずっと耐えてきた。忍んできた。死に物狂いで生き延びてきたのだ……ここが自分の終着点だなんて絶対に認めない。認めたくない……葵は必死に頭を回す。

　目配せをして戦せん騎き装そうの立ち位置を確認する。そしてレックスまでの距離も。葵に一つの考えが浮かぶ。失敗すれば、即あの世行きの考えだった。

　ねばりつくような汗が全身から噴き出た。葵は音を鳴らして固唾かたずを吞のむ。

　──隊長なら……どうしますか？

　葵あおいは一度だけ目を閉じる。葵の脳裏に蘇よみがえったのは……あの一言だった。




《自分の信じる道を行け》




　葵は目を開ける。「決まってるか」と苦笑した。笑ったら、少しだけ肩が軽くなったような気がした。やがて葵は、ピアス男ツーワン機の方を向く。

『早く選べ！　殺すのか！　死ぬのか！』

　ピアス男ツーワンの怒声にマリーナが身を縮こまらせる。葵はピアス男ツーワン機に話しかけた。

「……はっきり言ってさ。こっちに来てから散々だった」

　葵の態度に、マリーナもピアス男ツーワンも言葉を無くす。

「マリスとやりあうだけでも大変なのに、部隊内では貞操どころか、命まで狙ねらわれてさ。敵でも見るような目で睨にらまれて、銃だって向けられて。集団でボコられたこともあったよね？　やってらんないって思った。嫌になって投げ出したくなったし、しょーじき、逃げたかった」

　葵は腰に手をやる。世間話をするように、四よつん這ばいの戦せん騎き装そうに話しかけた。

「今日が終われば。きっと明日になれば。そうやって一日一日を騙だまして……傷ばっか、身体からだにこさえてさ」

　言いながら葵は、自身の身体を抱く。

「それでも。どうしてもダメなとき……決まって私にはヒーローがやってきてくれるんだ」

　葵は「ここにね」と、自分の心臓を叩たたく。

「その人が叫ぶんだ。『負けるな』『諦あきらめるな』って……いつまでも楽なんてさせちゃくれない。私の大好きな人は私を生かそうと、一緒にいてくれる」

　葵は笑う……尊とうとぶように、その胸に手を当てた。

「だから、さぁ」

　葵の調子が変わる。敵意むき出しの眼光でナイトウォーカーに言った。

「マリーナを殺す？　死んでもイヤ。じゃあ死ね？　ハッ！　嫌なこった！」

　葵は中指をおっ立て、ピアス男ツーワン機に見せつける。

「私たちは絶対に生きてここから脱出する。泣かされたくなかったら道をあけな！」

『ナチュラルぅううう！！！』

　ピアス男ツーワン機が起き上がるよりも先……葵がスタングレネードを投げていた。

　至近距離の閃せん光こうがピアス男ツーワン機の頭部を覆った。

『ぐああぁあああ！』

　ピアス男ツーワンの叫び声が響く。同時に葵がレックス目がけて走り出す。

　ピアス男ツーワン機が無む茶ちや苦く茶ちやにライフルを乱射する。銃弾が味方機に掠かする。同じく、周辺のコンクリートが穴だらけになった。跳ねたコンクリート破片で葵あおいは腹を切る。

「ぐっ！」

　葵はそれでもレックスへ。地面についたレックスの片膝ひざを足場に、葵はよじ登る。背中から出ている、コックピットブロックに飛び込んだ。

　中肉中背の戦せん騎き装そう──レックスのアイカメラが緑色に光る。

　両・足下の巨大タイヤロードホイールが急回転──しゃがんだ姿勢のままレックスが滑走する。レックスは四よつん這ばいのピアス男ツーワン機を突き飛ばす。

　マリーナが目を隠して倒れている。彼女もスタングレネードの閃せん光こうに目を焼かれていた。

　その身体からだを掬すくうようにレックスがキャッチし、両手で包む。

　しゃがんだ状態のレックスが滑走路を抜ける。芝生を踏み荒らしてフェンスへ。

　レックスが背後からの銃撃に晒さらされる。斑まだら模様の肩装甲に穴が開く。膝裏、腰が撃うち抜かれた。恐竜を模すようにペイントされた頭部──その左顔面──も撃ち抜かれる。

　でもレックスは止まらない。フェンスを破り、基地の外へ。

『っ!!』

　葵の驚き声が漏れた。先に道が無い。基地は崖がけの上に建てられたものだった。

　レックスは両手で隠したマリーナを、抱き込むように身体を丸める。

『マリーナ！　頭抱えて！』

　半壊したレックスは、そのまま崖下へと落ちていった────







　カナダ時間二一時──エリアＧ・場所不明。

　額から血を流し、マリーナが気を失っている。そんなマリーナを葵がおぶっていた。

　先ほどの落下で、レックスは大破してしまう。葵はくじいた足を引きずり、鬱うつ蒼そうとした森の中を走り続けていた。

　吐く息は白い。痛みと重さに汗が流れる。葵は懸命に山道を下った。

「隊長！　隊、長！」

　会いたい。この気持ちだけが、傷ついた葵を突き動かす。

「会いたい……あなたにっ、会い、たい！」

　葵は飛び出た木の根に足を取られる。ぬかるんだ湿地に転んだ。おぶっていたマリーナも地面の上に投げ出される。葵は両手を地面に突く。上半身を起こし、荒い呼吸を整えた。脳裏に描くのは、あのラクガキだ。

「あの絵がまた……私とあなたを、繫つなげてくれた」

　痛む脇腹を葵は抱える。手を見たら血が付着していた。出血が止まらない。

　葵はすぐ、指で柔らかい土を搔かく。

「ふっ！　ぐ！　ぐあぁっ！」

　傷口に泥を塗り込んでいく。止血である。痛みで葵あおいの顔に脂汗が浮かぶ。それから葵は再びマリーナを背負う。重い身体からだを引きずり、山道を走り始める。

　そのとき……地響きを感じた。悪い予感が膨ふくれ上がる。葵は速度を上げようとした。足をもつれさせながら、慣れない山道を必死に下って行く。しかし──

　激震が葵を揺らす。

　二度、三度、四度……七度、続けざまに揺れが起こる。

　葵は夜の森を見上げた。木々の間から七機のナイトウォーカーが顔を出す。葵の正面に立ったのはピアス男ツーワン機だった。

　葵は腰のホルスターから拳けん銃じゆうを抜く。ほぼ無意識に銃口を正面へと向けた。

「どけよ……ピアス男ツーワン」

　低い声で葵は言う。恐怖などない。ただただ、目の前の物体が邪魔だった。

『お前は馬鹿だ！　俺おれよりも下のくせに、ノンギフトナチユラルだから、俺はお前を殺したい！　何がヒーローだ！　戦場にヒーローなんていない！　大いなる馬鹿の言葉だ！』

　中のピアス男ツーワンが怒鳴る。葵は引き金を引いた。ナイトウォーカーの胸部に火花が上がって、弾が弾はじかれる。葵はまた言った。

「私は、あの人に会いに行くんだよ」

『あるのは敵とゴミと道具だけ！　血を流すのが嫌だから血を求める！　生きるために殺し！　品質を示すために殺す！　誰にも俺を欠陥品と呼ばせないために！』

　ピアス男ツーワン機は自機の胸部装甲を擦さする。マニピュレーターに付けた、マリスの血を葵に見せつけた。葵はもう一発、銃弾を撃うつ……ピアス男ツーワンを拒むかのように。

『感傷でこの糞くそだまりを綺き麗れいにするな！　お前を殺し、俺は半デ端ミを止やめる！　公式のノンギフトナチユラルを超えれば誰もが俺を認める！　俺は半デ端ミではなく、贋作フエイクになる！　成功品に！　だから死ね！　喋しやべらない肉になれ！』

　ピアス男ツーワン機が片かた手て斧おのを思いきり振り上げる。

『もしもヒーローがいるなら呼んでみろ！　いるなら、何でお前を助けない！』

　葵の目が据すわる。葵は傍そばの木にマリーナを寝かせた。再びピアス男ツーワン機の前に立つ。

　葵は銃口を持ち上げる──夜の森で、人と戦せん騎き装そうが武器を向け合う。

「あの人との思い出があったから、私は今日まで生き残ってこれたんだ」

　葵は引かない。自分の中に巡る猛たけりを、そのまま言葉に変えた。

「十万億土に広がる現実糞の山より……私は、あの人のくれた理想贈り物がいい！」

　全身打撲。腹部に裂傷、足も挫くじいた。身体からだ中じゆう、痛くないところなんてない。それでも葵の心は折れていなかった。何な故ぜか。彼女の心にはエイルン＝バザットがいたからだ。

「あの人のくれたものは全部……今も、私の中で燃え続けている」

『もう死亡しろ。俺おれのために』

　葵あおいの指が……トリガーに掛かる。

　──隊、長。

　葵はゆっくり目を閉じる。一陣の風が森をざわめかせた。

　深い森に、一発の銃声が悲しく響く。次に巨大な金属音が鳴った。

「………………………………………………………………………………？」

　長時間に感じた数秒。葵は恐る恐る瞼まぶたを上げる。

「あれ？　……あれっ？」

　葵は確かめるように全身を触る。まだ生きていた。そして──

「っ!?!?」

　葵は驚きよう愕がくに目を見張る。ピアス男ツーワン機は鬩せめぎ合うように、何かと組み合っていた。

『何っ、か！　いる！』

　ピアス男ツーワン機が左腕を前に突き出す。パントマイムのようにも見えるが違う。

　ナイトウォーカーが何かと闘っている。

「……これっ」

　葵の目がチカチカする。周囲の景色に電流のような光が走っていた。景色が溶けるように歪ゆがんで見える。やがて……その姿が露あらわになっていく。

　マントのような繊せん維い装甲──一機の戦せん騎き装そうが、姿を現していった。

「光学迷彩兵器ＯＣＡ！　戦騎装規格の!?」

　葵は仰天する。葵の前には一機の戦騎装が立っていた。

　天を突く、大きなセンサーアンテナ。二ア眼イカメラが強い光を放つ。

　頭部はカブトムシを思わせるシルエットをしていた。

　逆手持ちのコンバットナイフが、ナイトウォーカーの片かた手て斧おのを受け止めている。

「真紅の、機体カラー」

　葵が呟つぶやく。機体カラーは────月明かりを反射する真紅クリムゾンレツド。

『な、んだ！　お前、は──っ！』

　ピアス男ツーワンの動揺する声が上がった。

「この機体……もしかして無花果いちじく？」

　葵はその機体に見覚えがあった。それは葵の専用機【鬼灯ほおずき】のベースになった機体だ。

　無花果は大仰に繊維装甲マントを捨てる。

　戦騎装大の片手斧とナイフが火花を散らす。散った火花が、二機の顔に掛かった。

『何なんだと聞いている！　お前は！　いったい、誰ですか!?』

　ナイトウォーカーが一度、片手斧を引く。真紅の無花果がつんのめるように前傾姿勢になった。再び弧を描き、ナイトウォーカーが片手斧を振り下ろす。葵が叫んだ。

「危ない！」

　でも真紅の無花果いちじくは、既に懐に潜り込んでいた……腰だめに拳こぶしを引いて。

　作った握り拳に『拳けん撃げき鉄甲』が嵌はめられた。凄すさまじい重音が葵あおいの腹に響く。

『通りすがりの──』

　流れた声を聞き、葵は我を忘れる。

　聞き間違えることなどあってはならない……それは葵が、待ちに待ち望んだ人の声。

　葵が見守る中、無花果が右みぎ拳こぶしを振り被かぶる。




『軍人さ』────腰部を凹へこませ、ナイトウォーカーが吹き飛ばされた。




『ぐぉおぉぉ！』

　ピアス男ツーワン機が木々をへし折り、横転する。真紅の無花果が直立に姿勢を直す。

　葵の目に涙が溢あふれた。今度は我慢できず、ポロポロと落ちていく。葵は唇を震わせ、やっとの思いで声を絞り出す。

「あ、なた……は」

　真紅の無花果。その大きな背中から──




『最後まで希望を捨てなかった……君の勝ちだ。一いちノの瀬せ』──【エイルン＝バザット】の声が届けられる。




　葵は止まらぬ涙を何度も拭ぬぐう。声を上げて泣き出した。

『ナチュラルぅう！』

　尻しり餅もちをついた格好でピアス男ツーワン機が銃口を葵に向けた。即座に無花果が距離を詰める。そのまま、体当たりをぶちかました。ピアス男ツーワン機が更に吹き飛ばされる。

　即座に転身する無花果──左手の仕込みマシンガンを扇おうぎ状に放つ。

　葵の周囲にいたナイトウォーカーが跳躍して距離を取る。葵から敵を引ひき剝はがしたのだ。

『その子は俺おれの方で保護する！　一ノ瀬、君は行け！』

　エイルンが鋭い声で言う。葵は「でも！」と逡しゆん巡じゆんした。

　無花果は、真横をまっすぐ指差す。

『この先が指定した場所だ！　そこに[image: ]がある！　切り開け！　君自身の未来を！』

　葵の逡巡が消し飛ぶ。葵は「ハイ！」と走り出す。一度だけ振り返り、無花果に言った。

「必ず！　必ず助けに来ます！　だから──」

　その目に涙を溜ため、エイルンにお願いをした。

「だからもう、私の前からいなくならないで！」

　葵あおいが示した方向に走り出す。そんな葵を追うように、一機のナイトウォーカーが無花果いちじくの横を抜けた。跳躍しようとした鋼鉄の足を……無花果が摑つかんだ。

『お前たちの相手は、この俺おれだ！』

　片足を摑んだまま、無花果がそのナイトウォーカーを放ほうり投げる。

　木を潰つぶし、ナイトウォーカーが地面に叩たたきつけられた。

　それからのＺ－０部隊の動きは早い。敵と認識したのか、無花果を円形に包囲する。

　一方、体勢を立て直したピアス男ツーワン機がアサルトライフルを向ける。

『お前は愚者だ……七対一の戦況で、わざわざ包囲網に入った』

　カブトムシを思わせる頭部がピアス男ツーワン機を向く。

『俺たちの性能はその辺のゴミよりもずっとずっと上。俺たちが誰か知らないからお前は俺たちに──』

『……度重なる人体実験の果て、廃棄予定となったヘキサたち』

　ピアス男ツーワンの声にエイルンの声が被かぶせられる。

『そんな子供たちで形成された、悲しい実験部隊が君たちＺ－０機甲兵大隊だ』

　ピアス男ツーワンは意表を突かれたのか、声を吞のむ。

『無価値の烙らく印いんを押され、半デ端ミと呼ばれて死地に送られる……氷ひ室むろ義塾にあった、人の温かみなど無い。対マリス用としての結果のみを求められる、戦術人体兵器。それが君や、僕に求められ続けた兵器としての価値』

　その言葉を聞いて……ピアス男ツーワン機からいぶかしげな声が上がった。

『俺と…………お前？』







「はっ、はっ、ここに……いったい何が？」

　葵は首元の汗を拭ぬぐう。古い倉庫が遠目に見える。其そ処ここそ、暗号文に指定されていた合流ポイントに間違いなかった。葵は倉庫を目指し、また走り出した────

　拳けん銃じゆうを構える葵──ドア横の壁に背を付ける。人の気配を感じていた。

　葵は覚悟を決め……一気に中へと飛びこんだ。

「動かないで！」「動くな！」

　二人が同タイミングで銃を向け合う。二人とも英語だった。

　葵は何度も瞬まばたきをした。対面の少年兵も同じような顔になる。

　金髪のボーズ頭で、悪い人相をしている。身に纏まとっているのは、氷室義塾指定の防護服──相対した少年兵は、葵のよく知る人物だった。

「亜あ賀が沼ぬまぁ!?!?」

「一いち、ノの瀬せ？」

　葵あおいは大声を上げた。大だい地ちもまた、腰を抜かす思いだった。

「何でアンタが！」

「あーちょっと待て……おーい！　大丈夫だ！」

　動転する葵を大地が制す。それから左手を大きく振った。

　するとコンテナの物影から二人の少年が顔を覗のぞかせる。小銃を構えて葵を狙ねらっていたのは前まえ田だオルソンと江え藤とう山やま武たけだった。

「ブチョー？」「マジかよ」

　二人もまた信じられなそうな顔になる。葵は二人を見て顔を青くした。

「じゃあ、もしかして……機兵部もこの作戦に!?」

　山武が銃を下げながら葵に言う。

「いや、そこは安心して下さい。派遣されたのは俺おれらだけっす」

「ボクたち三人だけが、自衛隊の代わりにここへ送りこまれたのよ」

　オルソンが補足する。葵が「どういうこと？」と、眉まゆを顰ひそめた。

　大地も小銃を下げる。ここまでの経緯を説明した。

「国連軍への参加を免除する代わりに、機兵部を貸せと言ってきたんだと……国連から日本政府にな。しかし機兵部もベルリン遠征の直後で、動ける奴やつがいなかった。そこで義塾側は俺らスター小隊を送るだけで、なんとか政府との落し所にしたんだ」

　大地は昂たかぶることもなく淡々と言う。山武が皮肉気に笑った。

「防衛省の奴ら、さんざん俺らに箔はくを付けてたんでビックリしましたよ。やれ【日本が誇るヘキサの人体兵器部隊】、やれ【スリートップガン】とか？」

「まさか、そんなことになってたなんて」

　葵は沈痛の面持ちになる……しかし、エイルンのことを思い出した。

「やばっ……そうだ機体！　今は機体と[image: ]！　ここって格納庫なんじゃないの！　私、急いでて！　行かなきゃいけないの！」

「機体？　僕たちの以外だと」

　オルソンが中央の方を向く。葵も首を曲げると「なにアレ！」と声を上げた。

　中央には、白い戦せん騎き装そうが片膝ひざを突いていた。葵はその機体に駆かけ寄る。

「近くで見るとますます……戦騎装、だよね？　[image: ]ってこれのことかな」

　全長一八メートル──その機体は、通常の戦騎装規格の二倍近くあった。

　第一印象はＲＰＧなどで見る【ゴーレム】だ。四角い外装が、全身に余すことなく付けられている。見るからに堅い。しかし鈍重なイメージが拭ぬぐえなかった。

「あ、コレ新品っぽい。ということは起動カード、コックピットの中にあるかな？」

　葵はぐるっと戦騎装を見渡す。その間、三人もその戦騎装の足元へやってくる。

「僕たち最初はアメリカ陸軍の指揮下にいたよ。ユーコン基地に向かって走ってたら、急に支援がこなくなったね。で、さすがにヤバくなって、トンズラかましたよ」

「弾切れになりかけて、ヒーコラしてる時に、変な電文が来たんだよな？　それに指定されてたのがココだったってわけ」

「検索を掛けたらカナダ軍の中継倉庫だったんだ。誰かは知らねーが命拾いした……おかげで補給も出来たしな」

　三人の話を聞いて葵あおいは得意げに笑う。三人に言った。

「馬鹿。それは隊長だ」

　山やま武たけとオルソンが「「はぁあぁ!?!?」」と仰天した。

「…………総、隊長？」

　大だい地ちは胡う乱ろん気げに声を漏らす。反して葵は嬉うれしそうに説明する。

「生きてたんだよ！　あの氷ひ室むろ夏なつ樹き隊長が！　私は信じてたけどね！　あれ？　氷室夏樹って偽名だったんだっけ？　まぁいいや何でも！」

　葵は暗号文にあった〔[image: ]〕と思おぼしき機体を見上げる。

「ねぇ、コレ、私乗るけ──、痛つうっ」

　葵が痛そうにわき腹を押さえる。急に動いたことで激痛が走ったのだ。

　その一方で、大地は葵の腹の傷に気付く。

「オルソン。コックピットから救急キット持ってきてくれ。コイツ、怪け我がしてやがる」

　大地が静かに言う。オルソンは一瞬、間を置き「あ、ホントね」と走り出した。

「い、いいよ！　それよりも今は！」

「いいわけねぇだろ、タコ。早くそこ座れ」

　大地の物言いに葵はカチンとなる。文句を言おうとするが、舌を引っ込めた。

「肝心なときにお前が使えないと困るんだよ。状況を思い出せ。俺おれたちは今、孤立無援なんだ……一人、増えるか減るかで生存率が大きく変わる」

　大地は傍そばの鉄材を親指で指す。葵は気勢を殺そがれ、言われた通りにした。するとオルソンが救急キットと飲料水を持ってくる。大地は葵の傍にしゃがんだ。

「ほら、傷見せろ……ちっ、結構深いな。しかも泥塗ってやがる。ちょっと破くぞ」

　そう言って葵の防護服を少し裂く。一方の葵はオルソンに耳打ちをした。

「どうしちゃったのコイツ？　なんかキャラ変わってない？」

　聞かれて二人は複雑そうな面持ちになる。

「まーうちらも色々あって。そこは突っ込まないであげて下さい」

「大地。部長の留守、ちゃんと守ってたよ」

「よけーなこと言うんじゃねぇ」

　大地は葵の傷口にペットボトルの水をかける。葵は痛そうにうめき声を漏らした。







　真紅の無花果いちじくが滑走する。その両手にはマリーナの身体からだが掬すくい上あげられている。

　追いかけてくるのは七機のナイトウォーカーだ。無数の影が森中を跳び回る。左右に動き回り、無花果は銃撃を避よける。前方から二つの機影が飛び出した。

『ぐっ！』

　エイルンの苦く悶もんの声と共に、無花果が身を屈かがめる。その頭上を二つの刃やいばが通りすぎた。無花果は一機のナイトウォーカーを突き飛ばす。強引に押し通った。

　ナイトウォーカーは、長時間の囮おとり任務を念頭に開発されている。

　頑丈で素早く、持続戦闘にも長たけた最新機だ。更に、それを駆かるのは強化処理されたヘキサたちである。対して無花果は、予算を度外視したハイスペック機だ。

　その性能は、二世代前の旧型機でありながら最新の量産機すらも打ち負かす。それはナイトウォーカーとて例外ではない。しかし、数の暴力を押しのけるほどの性能差はなかった。並のパイロットだったら、とっくに殺されているだろう。

『ちょろちょろと逃亡するなああぁ！』

　ピアス男ツーワン機がその背後に迫る。右手の片かた手て斧おのを引き、無花果の前に滑り込んだ。

『しま──っ！』

　凶きよう刃じんが逆ぎやく袈げ裟さの軌道を描く。無花果は上体を引かせて、紙一重でそれを避ける。しかし、それこそがフェイントだった。

『当たったぁああ！』

　ピアス男ツーワン機の足裏が、無花果のわき腹にクリーンヒットした。

『ぐあああぁあぁあ！』

　無花果が──マリーナの身体を抱える格好で──激しく横転した。木をなぎ倒し、横向きで地面に埋まる。

　そんな無花果の周りに、他のナイトウォーカーたちが集まってくる──

『こいつをコックピットから引きずりだす！　それからツーツーの前で、手足を取ってやるんだ！』

　無花果のコックピットに、ピアス男ツーワンの声が響く。

　ダメージでサブモニターの一つは潰つぶれていた。ザーという雑音が流れてくる。

　真紅の亡霊クリムゾン・フアントムの首筋からは血が垂たれていた。

　ピシリと、仮面にヒビが入る。フルフェイスの仮面が真っ二つに割れた。

「調子……ぶっこきやがって」

　発せられた声は、エイルンのモノでは無かった。






幕裏　名前をもらった日







　　　　＊＊＊＊＊






　一人の子供が監獄に閉じ込められている。壁に寄りかかり、体育座りをしていた。髪は伸びっ放しだ。膝ひざに隠れてその顔は見えない。

　牢ろうの前には二人の男性が立つ。一人は軍服を着た外国人、もう一人は医師だった。

「アレか。奇異な症状を併発したという無変化分類ノンギフトは」

「はい。ヘキサ発見の通報を受けて、半年間も警察の捜査網から逃げ切りました。恐ろしいほどに頭が切れます。また、逃亡中のことですが捕縛隊数名と揉もみ合あいになり、その……うち、一人を殺害しています。なんの素養もない、七歳の子供がです」

　それを聞いて軍人は眉まゆを上げた。

「平時の知能指数は少なくとも一六〇以上。また、内臓器官が発達しているのか、逃亡中は木の根や雑草を食べて飢えを凌しのいでいたそうです。またもう一人の方になると、成人男性並に、筋力が発達していることが分かりました。その気性は極めて攻撃的です」

「まるで映画のエクソシストだ」

　軍人は笑みを浮かべて、牢の中に入っていく。子供は怯おびえの眼まな差ざしを軍人に向けた。

「ヘキサナンバー２３３、君の生い立ちは軽く見させてもらった」

　軍人はしゃがみ、フレンドリーな笑みを作る。

「母親は一八で結婚。その後、君が生まれるも、僅わずか一年半で離婚。君が物心つくころにはアパートに寄りつかなかったそうじゃないか」

　子供改め、２３３は伏せ目がちになる。軍人はそんな２３３の耳元で囁ささやいた。

「君は……要らない子だったんだね？」

　２３３が目を見開く。囁きかけるように軍人は続ける。

「アパートのドアから投げ込まれる弁当が君の一日の食事だ。学校にも行かせてもらえず、部屋からも出してもらえず……ヘキサが発症した際、彼女は当然のように君を通報した」

　２３３は呼吸を荒らげる。震える手で頭を抱えた。すると外で、医師が鉄格子を摑つかんだ。

「いけません！　それ以上、刺激しては！　もう一人の方は本当に危険なんです！」

　軍人は突然、２３３の胸倉を摑んで持ちあげる。もの凄すごい剣けん幕まくで大声を上げた。

「お前のママは、電話口で喜んでいたそうだぞ！　どうだ！　今、どんな気分だ!?」

「がああぁああ！」

　２３３の表情が一転、獣のような形相で軍人に飛び掛かる。

　軍人が２３３を突き飛ばす。牢ろう屋やの中で格闘戦が始まった。

　──耳障りな打撃音。──少年の唸うなり声ごえとうめき声。それがしばらく続き……

　２３３が石の床に転がる。病院着は返り血で模様が出来ていた。２３３は完全に気を失っている。小さな身体からだは痙けい攣れんしていた。そんな彼の後ろ襟えりを軍人が摑つかんで持ち上げる。

「二重人格……いや、別人だった。性格と一緒に身体の構造まで変えるなんて」

　軍人は医師の方へ振り返る。その口元には笑みが浮かべられていた。

「このヘキサは、我々、国連軍が言い値で買い取りましょう」




《そうして僕たちは、国連軍に買われた》




　広大な屋内に、人工ジャングルが広がる。それを一望できる観測室が──壁に埋め込まれるように──併設されている。観測員の声が屋内に広がった。

『さぁ！　限界を超えろ！　死にたくなければ殺せ！　ネイバーフッドになれない限り、貴様らには何の価値もない！』

　ジャングルでは、三人の子供たちが殺し合いをさせられていた。

　纏まとうのはトレーニングウェアのみ。武器はナイフ一本だけだ。

　一人の子供が泥の中に倒れている。半眼で……その心臓にはナイフが突き立てられていた。その横には小学生くらいの子供が二人いる。そのうちの一人が２３３だった。

　２３３ともう一人の子供が、泥の上を何度も転げ、揉もみ合あう。

　２３３がマウントを取られる。即座にナイフが顔に降ってきた。２３３は素手で刃やいばを摑む。血の滴が何滴も頰ほおに落ちてきた。

「代、われぇえ！」

　２３３の形相が急変する。覆いかぶさる子供の細ほそ頸くびを摑む。

　泥まみれの右腕に血管の筋が走った。ナイフを左手で押さえ、子供の首を右手で絞める。

　覆いかぶさる子供の顔はみるみる青くなる。彼は目め尻じりに涙を溜ため──

「２、３３。おねが。こ、ろさな──」

　ボキリと、耳障りな音が鳴る。２３３は彼の身体を泥の上に転がした。

　上体を起こすと吐き気が込み上げてくる。

　我慢できず、２３３は嘔おう吐とする。すると、実験終了のブザーがけたたましく鳴った。

『実験終了。検体ナンバー２３３。ネイバーフッドの変質を認める』

　２３３はそれを聞き、驚いて左手を見る。

　左手の甲にはもう一つ、ヘキサの刻印が浮かんでいた。

　２３３は唇を嚙かみ締しめる……涙が込み上げ、それが頰を伝い落ちた。

『ナンバー２３３は、Ｎ－９９１に呼称を変更。贋作フエイクアイテムに計上する』

　２３３改め、Ｎ－９９１────彼は齢一一歳で、ネイバーフッドに変質を果たす。




《国連軍はネイバーフッドを作りたがっていて、その材料として僕は買われたのだと後で知った。そこでの実験は常軌を逸していて、この日を迎えるまで僕は、似た境遇のヘキサを六四人、殺している。そして……最後の一人は、二年来のルームメイトだった》




　大雨の演習場。部隊服を来たヘキサの子供たちが行軍訓練をさせられる。

　最初は三〇名以上いた。しかし現在は一〇数名しか残っていない。その背後では、力尽きて泥に沈むヘキサが何人もいた。

　９９１が走る。彼が足を持ち上げるたびに、液状の地面から泥が飛散した。全身を真っ茶色にして９９１は先頭を走り続ける……他のヘキサが全員、倒れるまで。

《一番じゃなきゃダメだった》




　廃工場の一区画。木製の長机を置き、その前にヘキサが三人立つ。三人はライフル銃の組み立て時間を競わされていた。右端にいる９９１は、鮮やかな手並でライフルを組み立てていく。一方で横の二人は焦燥していた。負けじと銃を完成させようとする。

　９９１が一番にライフルを完成させる。教官が言った。

「終了。最高品質、Ｎ－９９１。５５４、貴様は半デ端ミに計上する」

　すると部下が二人やってくる。二人のうちの一人を拘束した。そのヘキサが叫ぶ。

「嫌だ！　半デ端ミはいやだぁあああぁ」────

《性能を示し続けなければ、もっと辛つらい境遇が待ち受けている。だから蹴け落おとした……何人も何人も蹴落として、これ以上、下がらないことに固執した》




　大おお鍋なべの中にお粥かゆのようなものが煮られている。穀類をドロドロになるまで煮込んだものだ。配膳卓の前に部隊服姿のヘキサたちが並ぶ。手にはポットのような形の食器を持っていた。配膳係は食器の中に、放ほうり込むようにお粥モドキを入れていく。

　９９１の番になると、お粥の中に乾燥したパンも投げ込まれた。それを見ていた者は、喉のどを鳴らして羨うらやましがる。

《成績の良いものは食事が一品増えるんだ。ビスケットや干し肉の切れ端なんか、味のある食べ物がもらえた》




　格納庫内に整列させられた一二人の子供たち。対面には一二機の戦せん騎き装そうが鎮ちん座ざしている。

　少年・少女たちに教官が言う。

「本日より貴様らには、特別プログラムが課せられる！　これは選抜テストも兼ねた重要な訓練となる！　結果を出すことのみに専心しろ、ヘキサども！」

　高い成績を残し、集められたヘキサたち──その中には９９１も含まれていた。

《国連軍は第弐富士の完成に合わせ、ヘキサの工作員を潜り込ませるつもりだった。作戦にはネイバーを用いる可能性もあったため、ネイバーフッドである僕も選抜リストに入れられていた……こうして僕は、軍事技能の習熟と実戦経験を経て、第弐富士に潜入した》




　二〇六七年────氷ひ室むろ義塾に一人の生徒が入塾する。

　学生鞄かばんを下げ、ブレザーをきちんと着こなす。シャギーの入った黒い髪。中性的な顔立ちの少年だ。成長したＮ－９９１であった。９９１の下へ、一人の子供が走り寄ってくる。

「お母さんが、渡してきなさいって」

　遊歩道で９９１が振り返る。子供が持ってきたのは板チョコレートだった。

「うん。ありがとう」

　９９１は柔和に笑い、チョコレートを受け取った────

　自室に戻った９９１は、包装紙のバーコードをメモ用紙に転記する。

　転記した番号と、横に浮かべた光学書面を照合する。光学書面には、番号がリストアップされていた。番号横に併記されているのは人名・組織名だ。頭の中で声が響く。

　──どこか分かったか？

「うん、イギリスだったね。これで僕たち以外に、潜入している機関は三つ」

　９９１はもう一人の自分に語りかける。それから思案顔になった。

　第弐富士に入島して二週間。幾つか気になることがあり、情報部に調査をしてもらったのだ。９９１は椅い子すをくるくる回しながら考える。

「中央情報局ＣＩＡ、中国国家安全部ＭＳＳに加えて、秘密情報部ＳＩＳ。この第弐富士の対外意識が低いのか……それとも、わざと中へ引き入れているのか」

　──わざと？

「情報を雁がん字じ搦がらめに封鎖するより、適度に漏らした方がいい場合もあるってこと」

　９９１は、氷室義塾と、世界初となるヘキサ囮おとり部隊【機兵部】の実地調査を命じられていた。国連の計画通り、９９１は機兵部への配属となる。

　──しかしまー、頭の悪そうな女だったな！　あんなのが指揮官で大丈夫なのかよ。

　言われて思い出す。今日初めて挨あい拶さつをした彼女の名は神かん無な木ぎ緑みどりといった。

「『よろしくね、双そう条じよう水す久く那なくん』……か。名前で呼ばれるのって、少しこそばゆいね」

　──俺おれらの場合、コードネームだけどな。




《こうして僕たちは、双条水久那（宿儺すくな）と名乗り、機兵部への潜入を果たす》




　二月ほど経たった頃ころ──９９１改め、水久那は緑から呼び出しを受けていた。

　赤いソースに絡まった剝むき海老が湯気を上げる。緑色のネギが彩りのアクセントを加えていた。皿に盛られているのはエビチリである。他にも鳥皮で出汁を取った中華スープ。ほかほかのドンブリ飯。対面には緑みどりが座っていた。にこにこ顔で水す久く那なを見ている。

「あのー神かん無な木ぎさん、ちょっと質問いいですかね？」

　隣に立ったのはエプロン姿の七なな扇おうぎ大和やまとだ。先週、入部したばかりの。大和は、お新香の小鉢をテーブルに置きながら言う。目め尻じりはヒクヒクと痙けい攣れんしていた。

「機兵部に半ば誘拐されるように移籍させられた私めが、どうして夕食を作らされているのでしょうか？　しかもアポなし。材料費、自腹で……すんごく非常識だと──」

「やだ！　大和くん、これめちゃくちゃ美お味いふぃ!?」

　口元に赤いソースを付けて緑が目を輝かせる。「話を聞かんかぁ！」と大和が一喝した。

　緑は「ひ[image: ][image: ]ん！」と泣きだす。

「だって私！　今月、もうお金ないのぉ！　だから大和くん、私を養って！　私、三食中華でも我慢するから！　ときどき卵かけご飯でも文句言わない女だからぁ！」

「ええい、ひっつくな！　何な故ぜ、俺おれが貴様を養う！　あと作ってもらう側が我慢とか言う!?　そもそも給料は先週振り込まれたばかりって……たった二行で、どれだけ突っ込みを入れさせる！　あと俺は和洋中、なんでも出来る男、認識を改めてくださいやがれ！」

　そんな二人の喧けん騒そうを余よ所そに……水久那は目の前の料理を凝視していた。

「さーさー！　水久那くんも食べてみよ。ホッペタが落ちちゃうこと、必至！」
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　やがて水す久く那なは箸を取った。

　緑みどりが後押しをするように言う。エビを一つ摘み、それを口へ。ゆっくりと咀そ嚼しやくする。

　──うめええぇえ！　なんだこれ!?　うめえええ！　うめぇえ！

　もう一人の自分・宿儺すくなが、頭の中で大騒ぎを始める。水久那もまた、同じ気持ちだった。

「本当。こんな美お味いしいもの……初めて、食べた」

　あまりの衝撃に……率直な感想が口から零こぼれた。すると大和やまとが腕を組む。

「お、大おお袈げ裟さなやつ。この程度、この俺おれの手にかかれば──」

　言っているうちに大和は表情を柔らかくする。水久那に手を差し出した。

「自己紹介がまだだった。俺は七なな扇おうぎ大和。なんの因果か、同じ部活でコキつかわれることになった。まぁあれだ……よろしくしてくれたら喜びます」

　水久那は箸を置く。握手を返そうとして……一瞬、戸惑った。思い出したのは、かつて殺してきたヘキサたち。ネイバーフッドになるまでに築いてきた、骸むくろの山のことだ。

　──ここは軍じゃねぇ。

　頭の中で宿儺に注意される。水久那はそうだと思った。この第弐富士では、実験で殺し合いをさせられることはない。関係を結んでも……殺さなくていいのだ。

「双そう条じよう……双条水久那です」

　水久那はそう言って、大和と握手を交わす。それを見ていた緑は「んふふ」と笑った。

「二人はそういう風に笑うのかぁ。うん！　そっちの方がずっと素敵」

　緑は嬉うれしそうに頰ほお杖づえをつく。それからまた、エビチリに箸を伸ばした。

「第弐富士ここは自分のままで居られる場所だから……肩かた肘ひじ張らなくていいんだよ」




《それは初めて食べた手料理の味で……この日の、緑さんのお節介をきっかけに、僕たちと大和は、機兵部の皆とも接点を持つようになっていった》




　約一年の訓練期間が過ぎ、機兵部はいよいよマリス戦に投入される運びとなる──

　疾しつ風ぷうのコックピットの中で水久那は歯は嚙がみする。

　──なんだよ、こいつら。訓練ではちゃんと出来てたのに。

　頭の中で宿儺が言う。苛いら立だつような声音だった。

「それが実戦との決定的な差だよ……浮足立っちゃって、みんな空回りしているんだ」

　水久那は双そう眸ぼうを窄すぼめる。機兵部の初陣は厳しいものとなっていた。

　部員たちの実力は大人を負かすほどの腕前になっている。適性に合わせた部隊編成と、それに伴う役割分担も決めてあった。しかし前線は混乱を呼んでいる。

　後方待機の──実力を欠いた──部員以外、統率が取れていない状況に追い込まれていた。水久那は思う。このままいけば最悪、死人が出る。頭の中で宿儺が聞いてきた。

　──おいおいおい！　アホ女は、何やってやがる！

　言われて水す久く那なは音声回線を開いてみる。緑みどりの声が流れてきた。

『紫し貴き紫貴紫貴ぃ！　私どうすればいい！　ねぇ！　これってやばいんじゃない!?』

『ヤバいからおとなしくしてなさい！　いい、緑！　あなたは虚勢でいいからデンと構えてなさい！　動揺が広がる！　あと動かないでよ！　絶対にそこから動かないでよ!?』

『紫貴！　こうなったら私がみんなを助けにいってくる！』

『話を聞きなさい！　動くなっつってんのよ！　そこから動いたら、ぶっ殺──っ！』

　途中で水久那は通信を切る。渋じゆう面めんを更に濃くした。すると不意に通信が入る。

「プライベート回線？」

　水久那は眉まゆを顰ひそめる。通信に出ると大和やまとがモニターに映った。

『あーダメだ。こいつら、頭に血が上って生途会の指示がまるで耳に入ってない。このままだと第一の西から崩れて、第二中央まで雪な崩だれ込んでくるぞどうしましょう』

　水久那は息を止める。それは自分と同じ見解だった。併あわせて大和への警戒心が強くなる。

　──やっぱり……彼は。

　水久那は国連に問い合わせていた。大和は七なな扇おうぎ宗家の嫡男、かつては神童と呼ばれた戦せん騎き装そう乗りだ。そのことから水久那は、彼が自らの実力を隠していると睨にらんでいた。

　そんな水久那の胸中を無視し、大和が続ける。

『今のところ、陽ひ葉ようや会長の指示に手落ちはない。問題なのは、指示を受ける奴やつらがテンパって、それを実行できないことにある……頭に水をぶっ掛けにいく奴が必要だ』

　大和の目が水久那を射抜く。

『いけるか双そう条じよう？　命令違反にはなるが、俺おれはお前が適任だと思う』

「な、何言ってるんだよ大和。僕の操縦の腕は知ってるだろ？　今だって怖くて」

『あーそういうの、今はいいから』

　大和は手を払う素振りをする。水久那の微笑ほほえみにヒビが入った。

『他の奴は騙だませても俺は騙せん……機動時、あれだけ微細で滑らかな関節の動きをさせる奴が、平均以下のスコアなんてあり得ん。絶対にな』

　水久那は微笑を取り去る。大和は調子を変えず、話を持ちかけた。

『なーに。俺も訳アリだ、互いに詮せん索さくは無しにしよう……その上で提案がある──』

　その日、双条水久那は突然の単独行動に出る。

　前線を駆かけ回り、孤立した部員たちを統合、臨時の編隊を行った。そのまま、前戦にいた全中隊を恣意的に後退させたのだ。乱戦を強いていたマリスたちはそれを追う。

　一方で、たまたま補給に向かっていた大和・緑を含む、二個中隊と合流を果たす。

　結果、ヘキサを追い回していたはずの子団は、挟撃を受ける形になったのだ。

　こうして機兵部の初陣は、死人を出すことなく大逆転で幕を下ろした────

　格納庫内には、快笑に次ぐ喝かつ采さいが広がっていた。その様子を防護服姿の水す久く那なが遠くから眺める。汗で額に髪が付き、疲労の様子が見て取れた。宿儺すくなが拗すねるように言う。

　──いい気なもんだぜ。俺おれらがいなけりゃ、今いま頃ごろは誰かが食われたのによ。

「そうだね」

　水久那は生返事をする……その光景は、水久那にとって理解しがたいものだった。

　他者とは蹴け落おとすものだ。多ければ多いほど、自分の存在優位を危うくする。しかし、彼らは喜びを共有している。互いが互いを、必要としているようにも見えてしまうのだ。

　そして、何よりも水久那には……あの中が、温かそうに見えた。

「アホか、お前」「いった！」

　突然、頭をはたかれる。後ろには大和やまとが立っていた。

「ＭＶＰがボッチ風吹かすとか何さまですか……一〇〇年早いんですよ、コンニャロ！」

　そう言って尻しりを蹴られる。水久那はたたらを踏んで柱の陰から出てきた。

　格納庫内の笑い声が止まる。水久那と機兵部全員の目が合った。すると──

「水久那ぐぅうん！」「ぐぶ！」

　まず緑みどりが泣きながら抱きついてくる。水久那の顔が大きすぎる胸の中に埋まった。他の部員たちも津波のように押し寄せる。水久那は、ビービー泣く緑をどかした。

　すると二人の女子生徒が前に来る。

「双そう条じようくん！　今日は助けてくれて本当にありがとうございました！」

「私、マジでっ……マジで死ぬと思ったのっ」

　水久那は頭が真っ白になる。『ありがとう』……泣きながら言われたこの言葉を、何度も頭の中で反はん芻すうする。言い様のない甘美な響きが胸の芯しんをガンガン叩たたいてきた。

　他にも葵あおいや月げつ下か、日向ひなたに茜あかね。数え切れないほどの部員たちから感謝された。その笑顔が、言葉が、空気が……感じたことのない温かさになって水久那のことを包み込んでいた。




《僕たちはこの日、『蹴落とさなくてもいい』関係があることを知る……人と何かを為なし遂げる成果は、自分が経験してきたものとはまるで違った。誰も傷つけなくていい。自分が嬉うれしいだけでなく、周りの人も喜んでいる。こういう喜びもあるんだと初めて知った……その後、僕たちは二番隊隊長に抜ばつ擢てき。大和は緑さんの独断で三番隊の隊長に就任した》




　それから半年が経たつ。武蔵むさしの駆かる明みよう星じようと、機兵部は連戦を連勝で飾り続ける。

【神かん無な木ぎ大隊】に、世界中の軍関係者が注目するようになっていた──

　茜と紫し貴きが教壇に立つ。対面では、機兵部の隊長たちが教室机に座っていた。

　この日の招集は、アギトを葵と同じ、独立小隊として運用するという話だった。

　茜が一通りの説明を終える。アギトは「そりゃいい」と、立ち上がった。

「そうすれば、いつでもお前の元へ駆かけつけられる」

　緑みどりの亜麻色の髪を、アギトが指で撫なで上げる。

　緑は「え!?　え!?」と真っ赤になって混乱する。大和やまとの目が据すわり、葵あおいが席から立ち上がった。しかし誰よりも水す久く那なの方が早い。横からアギトの手を摑つかみ上あげた。

「睦むつ見みくん。まだ茜あかねちゃんの説明が終わってないから席に着こうね」

　温和な笑顔に反し、凄すごい握力だった。アギトの手首に水久那の指が沈んでいく。

「男の嫉しつ妬とは醜いぞ。悔くやしいならデートにでも誘ってみるといい……ストーカーみたいにずっと後ろから眺めてないでな」

　すると水久那から宿儺すくなに人格が変わった。

「おい……そのロン毛、搔かき毟むしって涼しくしてやろうか？」

　そんな彼らを止めようと、大和が「待て待て」と二人の肩に手を置いた。

「わお！　ヤマえもん！　いつになくアグレッシブ！」

　緑がパァと表情を明るくした。水久那とアギトの表情がピシリと固まる。大和が何かを言おうとしたら、二人の肘ひじが大和の顔面に刺さった。

　肘をどけると大和はにこやかに笑っていた……鼻血をたらして。

「痛かったんですけどぉ！」

　大和が二人に飛び掛かる。席に着いていた女子勢が慌てて席を立った。

　教室内で男三人の大乱闘が始まる。それを余よ所そに緑の下へ、月げつ下かと紫し貴きがやってくる。

「アンタも罪つくりな女だねー」

　月下はぼりぼり頭をかく。緑はハラハラして三人の殴り合いを見る。

「え、みんな止めないの!?　止めなくていいの!?」

「あなた、本当にモテモテね」

　紫貴はクスっと笑う。結局、三人の勝負は血みどろのドローで決着がついた。




《僕の視線は緑さんの背中を追うことが多くなっていた……大和は好きだけど睦見は好きになれなくて。でも好き嫌いに関係なく、二人が緑さんと話していると胸がざわついた。僕がそれを嫉妬だと知ったのは、だいぶ後のことだった》




　氷ひ室むろ義塾に潜入して三年目……終わりは唐突にやってくる──

　コーヒースタンドで水久那がモーニングを取る。カウンター席に座り、コーヒーカップ片手に微笑を浮かべていた。心の中で、今日の予定を宿儺と話し合う。

　──各隊の合同模擬戦！　今度こそ、火の玉女の鬼顔をぶっ壊してやるぜ！

　──それじゃ、マジ喧げん嘩かだよ。それよりも小こ林ばやしさんと谷たに川がわくんに機動補助を教えてあげるって約束しちゃったじゃん。二人は今度から五番隊のフォローに回るんだし。

　胸にあるのは充足感だ。頼られる喜びを知った。不安を分かち合える仲間を得た。慕ってくれる部下がいて、こんな自分を必要としてくれる人たちがいる。

　──なんか、幸せすぎて怖いね。

　──へへ。そだな。

　国連への報告は続けられている。具体的には神かん無な木ぎ大隊の現況や、特筆すべき部員たちの戦闘データの送付だ。後は学園の日程や、機兵部の予定など。この二年間、機兵部に危害を加える命令は与えられたことがなかった。だが気掛かりもある。

　──波紋を呼びそうなのは……例のフランス人編入生だね。まさかデストブルムのネイバーフッド適性があったなんて。

　デストブルムはもともと氷ひ室むろ財閥が保有管理していたネイバーだ。

　しかし、ずっとパイロットが見つからず、一年以上お蔵入りの状態が続いていた。最近になって、パイロット適性のあるネイバーフッドが見つかったのだ。

　現在学園は、明みよう星じようの返還手続きとデストブルムの投入を第一に動いている。

　──ん？　隣にいたおっさん、帽子忘れてるぞ。

　言われて水す久く那なは右を向く。紳士用のハットが置かれていた。水久那は嫌な予感を感じ、ハットを裏返す。帽子の隙すき間まには郵便伝票が挟まっていた────

　水久那は学校が終わると郵便局に行く。見覚えのない通販商品が届けられていた。

　水久那はそれを自室で開ける。一着のジャンパーだった。ジャンパーのポケットを探ると、ＵＳＢメモリが入っていた。水久那はＵＳＢメモリのボタンを押す。

　宙空に〔TOP SECRET〕と書かれた英文の光学文書が展開される。

　水久那は英文に目を通し……椅い子すから身を乗り出す。慌てて最初から文書を読み直す。

　水久那の瞳どう孔こうが震え始める。急に喉のどがカラカラになった。

「三人の派遣工作員と……デストブルムの接収作戦？」

　二人は愕がく然ぜんとなる。水久那の顔はみるみる青くなっていった。

　──これってつまり、事故に見せかけてネイバーを暴走させろってことか？　しかも……遭遇エンカウント、神無木緑みどりを殺すって！　これ、機兵部も壊すってことだよな!?

　水久那は何度も文面を読み返す。宿儺すくなの言っている通りで間違いなかった。

　──なんでアホ女を殺す必要があるんだよ！　あいつも機兵部の奴やつらも関係ないだろ！　ネイバーだけじゃダメなのかよ！

　水久那はハッとなる。その口元を押さえた。

「ＩＡだ……僕たちと同じように、感情爆発を引き起こした規格外十番テンナンバーがどうなるかを見たいんだ。機兵部には大和やまとや睦むつ見み、一いちノの瀬せさんがいるから」

　──じゃあ、無変化分類ノンギフトの実験のため？

　頭の中の声が止やむ……水久那は髪を強く摑つかみ上あげる。参ったようにその頭を抱えた。

　次の瞬間、水す久く那なは机上のものを乱暴に払い飛ばした。

《この日から僕たちは、ある悪あがきをする。どうにか機兵部を、国連の研究機関の目から逸そらせないか……しかし現実は残酷だった。努力も空しく、三人のヘキサ工作員が編入する。氷ひ室むろ義塾の破滅へのカウントダウンが始まってしまった》







　ネイバー１番機・デストブルム初陣前夜──

　夜の地下通路を水久那が通る。その表情には決死の覚悟があった。

　──作戦決行が次の出撃なんて！　どうすんだよ相棒！　あの刺客どもが監視に付いる！　もし下手を踏めば、俺おれらの命も！

「そんなこと、もう言ってられないでしょ」

　もう手段は一つしかない。全すべてを氷室雷らい鳥ちように打ち明ける……機兵部と緑みどりを救うには、この手しか残されていなかった。

　水久那は戦せん騎き装そうの予備格納庫まで来る。目撃者を警戒しての遠回りだった。誰もいないはずの格納庫には照明が点ついていた。鼓動が一躍する。水久那は入口の陰に身を隠した。

　緑と大和やまとがいる。二人で練習機の足を雑巾で拭ふいていた。水久那は思わず二人の様子を窺うかがう。いつもの調子……緑が仕様もないことを言い、大和がそれをあしらう。しかし。
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「っ！」

　水す久く那なはあることに気付く────緑みどりは笑っていた。ひまわりの花みたいに。

　でも大和やまとが視線を外すと……その頰ほおを朱に染め、視線を下げたのだ。

　それは水久那が初めて見る、恥じらいの表情──水久那は壁に背中を張り付けた。

　──緑さんは……大和の、ことを？

　水久那の瞳どう孔こうが震える。心に冷水をかけられたかのように、盛り上がっていた覚悟が萎しぼんでいく。改めて自分のしようとしていることを考えたら、足がすくんで動けなくなった。

　水久那は失意の表情で、もと来た道を戻る。この日、雷らい鳥ちようの執務室には誰も来なかった。




《きっかけは嫉しつ妬とだった。気持ちに一度ブレーキがかかってしまうと、見ないようにした現実が濁流のように頭に押し寄せた。スパイだと知られた時の自分の処遇、皆の目。第一、国連に刃向かったことが明るみに出れば、間違いなく自分は廃棄処分にされる……。

　僕には決定的な一歩を踏み出す勇気がなかったんだ。今まで自らの意思で、何かを決めたことがなかった僕の臆おく病びようさが────結果、大好きな緑さんを殺すことになる》




　ネイバー１番機・デストブルム初陣。併あわせて、デストブルム接収作戦当日──

　迫りくる三機の疾しつ風ぷう。藍色の疾風がそれに応戦する。

『止まれ。９９１。その行動は命令に含まれていない』

『このまま神無木緑エンカウントが死ねば、規格外十番テンナンバーサンプルの感情爆発を誘引できる。ＩＡ30はそれを見たがっているのに……何な故ぜ？』

　藍色の疾風・水久那機から、水久那の叫び声が上がる。

『緑さぁあん!!』

　二キロ先の戦闘域──マリスが集まっていく高原──に、ミサイルが落されていく。

　暴走したデストブルムが撃うっているものだった。

　爆発の余波が数十トンの機体を大きく揺らす。爆風に煽あおられながらも、水久那機は緑機を目指していた。

　デストブルムの初陣で水久那は結局、作戦通りに動いてしまう。命令を跳ねのけるだけの勇気がなかったのだ。国連の筋書き通り、デストブルムは暴走する。

　神かん無な木ぎ大隊も大損害を被こうむった。多くの部員たちが動けなくなり……数グループのマリスがデストブルムではなく、機兵部へと転身する。




　神無木緑は機兵部を守るため、単身で囮おとりを買って出て──水久那の理性は砕け散った。




　水久那機がトンファーを右手で回す。左手でスイートビーの銃弾をばら撒まいた。三機は、水す久く那なに付かず離れずの攻防を繰り返す。

『これは明確な違反行動だ。報告すれば貴様は廃棄処分になるぞ』

　水久那機の両肩を二機が取り押さえる。真正面に一機が滑走してきた。

『宿儺すくなぁ！』『応っ！』

　水久那機が跳躍する。襲い来る一機にドロップキックをした。

　衝撃で両肩を押さえていた二機が体勢を崩す。

　水久那機の膝ひざ裏が点火する。推進力が機体を押し上げ、水久那機が自由を取り戻す。

　水久那機は数キロ先のマリス群──目算五〇匹の群れ──へ向かおうとしていた。緑みどりを救わんとすべく……。しかし三機が執しつ拗ようにその進路を阻む。

『その行動の理由を説明せよ。Ｎ－９９１』

　傷だらけの水久那機がトンファーを三機に向ける。

『あの人に死んでほしくないからに……決まってるじゃないかぁ！』

　水久那の涙の怒号が響く。相対する三機が、本格的な戦闘態勢に入ろうとした。

　そのとき、三機の足下を銃撃が襲う。三機は散るように跳び退いた。水久那の横に黒い疾しつ風ぷうが降り立つ。それはアギトが駆かる疾風【雷らい公こう】だった。

『さっさと行け。露払いは俺おれがしておく』

　雷公が水久那機を背に隠すように立つ。その間、雷公の横に回り込むように、一機が突進した。雷公がその一機の顔面をわし摑づかむ。激突の火花が上がった。

『取り立てにきてやったぞ……裏切りの対価を』

　水久那を含め、四人の驚きが漏れる。

『変な機動をするのがいると思ったら、やはり貴様らだ。国連の犬ども』

　雷公がわし摑んだ頭を引き寄せ、その背中に銃剣を突き立てる。コックピットブロックの中で銃口が爆はぜた。一機が残ざん骸がいとなって地面に沈む。

『行け双そう条じよう！』

　雷公が二機に襲いかかる。二機がすぐさま、スイートビーで弾幕を張り始めた。

『君はもしかして……僕たちの存在に？　どうして僕を助けるんだ！』

『お節介を焼きたくなった！　無駄と分かってなお、踊る！　そんなピエロに親近感が湧わいたのさ！』

　雷公の二丁剣銃が一機のスイートビーを撃うち貫ぬく。武器が爆砕し、その一機が怯ひるむ。この隙すきを水久那は見逃さなかった。

『ごめんっ！』

　水久那機が行く。それを追いかけようとした二機の前に、雷公が立たち塞ふさがる。

『あいつと俺の目撃者がいたら困るんだよ』

　雷公の四つ目が不気味に光る。

『釣りはやらん。詫わびもいらん。ただ、苦しみながら死んでくれ』

　悪魔の六デーモン・シツクスは残り二機に、その魔の手を伸ばす────

　返り血によって、血まみれになった水す久く那な機が荒野を行く。

『どけぇえええぇ！』

　──トンファーによって潰つぶされるポーンの頭。──千切られて宙を舞った、水久那機の左腕。──三発の打撃痕が刻まれる、ルークの顔。

　爆風に吹き飛ばされても水久那機は進む。胸部にポーンがへばりついても、それにナイフを突き立て、水久那機は進んだ。

　滑走しながら残り一本の右腕を……緑みどり機へ伸ばす。

『緑さんこっちです！　進路を変えてください！』

　残り一キロ……遠い。水久那機はそれでも腕を伸ばし続ける。

　敵を搔かい潜くぐり、マリスたちの隙すき間まを縫って──コックピットでは、水久那が額から血を流していた。ボロボロに泣きながら緑機に追い付こうとする。

『水久那くんは……いつも私を支えてくれたね』

　緑の声が通信を介して届けられる。緑機の後方には、既に大量のマリスが迫っていた。

「僕が……僕が間違えたから！　僕に勇気が無かったから！」

　泣いている水久那の顔半分は──泣いて怒る、宿儺すくなのものに変わっていた。

「このバカ女！　そんなの誰も望んでねぇ！　死ぬな！　死ぬんじゃねぇ！」

　水久那も宿儺も泣いていた。緑に死んでほしくないと泣いていた。

『これからは私の分まで……皆を支えてあげて』

　その声を最後に、緑機はルークに押おし潰つぶされる。水久那たちが最後に聞いた緑の声は……少しだけ、涙に濡ぬれていた。

『うあああぁあああああああああああああああああ！』




《こうして僕は行方不明ＭＩＡとなり、氷ひ室むろ義塾の学籍から除名される。緑さんを亡くして気付いた。この学園で過ごした三年間が、何もない僕にとっての全すべてで……結局、僕は生き方そのものを、変えることが出来なかったんだ》




　水深一二〇メートルへと向かう海中エレベーターに、水久那改めＮ－９９１が乗る。

　同乗するのは、ネイバー18番機運用主任・バートン少佐だ。

　白人の中年男性は目を合わせずに言った。

「通常、国連の管理下にあるネイバーフッドは自我を消去してから、ネイバーへの登録を果たす。貴様の自我を残してやっているのは、【二心二技ダブル】の有用性を研究班が強く主張するのと、氷室義塾への潜入任務を成功させた功績に依よる」

　９９１は「はい」と応こたえる。バートンが面白くなさそうに彼を一いち瞥べつした。

「……貴様の登録した16番機【ショワンウー】はロイヤルガードが秘蔵する、公には存在しないネイバーだ。よって、あの機体に課せられる作戦は常に重いものとなる。だがらこそ、絶対に忘れるな」

　エレベーターがチンと鳴る。扉が左右に開扉した。９９１の視界に、水神のネイバーの頭部が広がる。バートンが警告するように言った。

「貴様はこの機体の歯車の一つにすぎない。部品はただ役割だけを果たせ」

　バートンは敵意を込めて９９１を睨にらむ。９９１は無言でその目を見つめ返した。

「任務とはいえ、放逐されたヘキサと何年も慣れ合ってきたんだ……ヘキサが自分を人間だと勘違いするには、十分な時間だと私は思っている。もし欠片かけらでもそんなことを考えているのなら、今すぐ、この場で捨て去れ。これは、最初で最後の忠告だ」

　バートンはそう言って、背後のショワンウーを向く。

「お前らヘキサは、所しよ詮せん、定められた水槽の中でしか生きられない……熱帯魚なら熱帯魚らしく、人の都合で泳いでいればいい」

「もちろんです。少佐」

　そう言いながら９９１は思う。ああ、あの機体は自分と同じなのだと。

　命令がくるまでこの深海に息を潜めている。居場所は、光の届かない水底にしかない。

　──君も……僕と同じだね。

　Ｎ－９９１はショワンウーを駆かり、かつての母校を目指す。







　傷だらけの紅あかい疾しつ風ぷうが立つ。両腕はない。顔の塗装は剝はげ、両肩からは火花を上げていた。背後には淑女を象かたどる巨大ロボットが眠っている。

　紅い疾風はその機体を守るため、Ｎ－９９１の前に立たち塞ふさがっていた。

　９９１はショワンウーのコックピットから、名も知らぬパイロットに声をかける。

「もう無駄なんだ……諦あきらめてくれないか」

　本心からの言葉だった。９９１は被害を最小限に留とどめるつもりで氷ひ室むろ義塾に乗り込んだ。

　ただ、エルフィーナあの機体を破壊できればいい。

　そうすれば国連も当面の間、氷室義塾に危害は加えないだろう。神かん無な木ぎ緑みどりを殺した男──Ｎ－９９１は、かつての仲間たちから、これ以上、何も奪い去りたくなかった。

「君からは凄すごい覚悟が伝わってくる。初めて会ったんだ……敵対して殺したくないって思えた相手には……僕たちはその機体さえ壊せればいいんだ。だから──」

　テンナンバー並の操縦技術をもつ相手だ。戦力差などの百も承知で向かってきている。これほどの実力者が学園にいてくれれば……きっと皆を守ってくれる。

　自分の代わりに────しかし。

『娘を捨てる親がいて堪たまるかぁ！』

　それでも彼は引かなかった。機体が動く限り……ショワンウーに向かってくる。

　その光景は水す久く那なにとって、あまりにも衝撃的だった。かつての自分と、目の前の彼を、水久那は比べてしまう。

　──どうして？

　戦力差は歴然だ。絶対に勝てないのに、負ければ死んでしまうのに……。

『この機体はアイツの大事な娘なんだ！　そして俺おれはそれを預かった！』

　闘う彼の姿に、水久那は胸をかき乱される。

　──あんなに好きでも……僕にはできなかったのに。

　雷らい鳥ちようの執務室に行こうとして、立ち止まってしまった自分。

　自分が死ぬと分かって、それでも立ち向かってくる彼。

『女を見捨てる男に成り下がれと言うのか！　娘を捨てる下げ種すになれと言うのか！　俺は軍人だ！　四し肢しをもがれ、首一つになろうと！　守るべき者を放棄するわけないだろう！　死ぬその一と瞬きまで、果たさなければならない使命がある！　在あらねばならぬ姿が在るんだ！』

　命令に背く。その背後にある絶対の死を考えたら、足がすくんでしまった。

　一番大事なとき、一番大事な一歩を、自分は踏み出すことが出来なかった……でも──

　もしも、彼のような勇気が自分にあれば……神かん無な木ぎ緑みどりを救えたのではないか？

　『そうしなければ俺は……アイツに合わせる顔が無いんだぁあああああぁ！』

　ショワンウーと共に疾しつ風ぷうは自爆する。しかしショワンウーの装甲は、その程度の爆発では傷一つ付けられない。炎から機体を出し、９９１は初めて彼と出会う。

「やっぱりスカーレット[image: ]……君が乗ってたんだね」

　ボロボロになってまで愛機を守ろうとする少年────その髪と目は、周囲の炎よりも赤く、燃え滾たぎっていた。







　少年が愛機に乗り換えてからは……９９１はまるで手も足も出なかった。

　一七メートルの淑女は嵐よりも苛か烈れつで。

　しかし、その拳こぶしよりも彼の言葉の方が、９９１には痛烈に響いていた。

『生まれ方は選べなくても！　君の人生は君だけのものだろう！』

　敵と知って。ヘキサと知って。ネイバーフッドと知って。

　彼はそんな言葉をぶつけてきた。燃えるように熱い拳と一緒に。

『その涙は、幸せになりたいから流れるんじゃないのか！　その嘆きは、それでも諦あきらめきれないから出るんじゃないのか！　もう心を騙だますような生き方は止やめろ！』

　どうして分かってしまうのか。顔も見たことがない、しかも、先ほどまで自分を殺そうとしていた敵の気持ちが……その心が。

　噓うそをついて生きてきた。学園の皆を騙した。愛する人も騙した。殺した。噓を挟まなければ生きられなかった。でも……一番騙し続けてきたのは、自分自身の心だった。

『生き方までくれてやるなっ！　君の人生は！　君だけのもののはずだっ！』

　自分の未来など決まっている。この機体の部品として、死ぬまで消費される。

　神かん無な木ぎ緑みどりを死なせてしまったスパイに、他にどんな人生があるという。

　分かりきっているはずなのに。それでも９９１は……叫び出したいほどに嬉しかった。




『生きろっ！　双そう条じよう水す久く那な！』──９９１の心の中で何かが弾はじける。




　こうしてＮ－９９１は名前をもらう。胸に灯ったのは希望の灯ともし火び。

　彼が生まれて一度も持つことが許されなかった、未来を変える、可能性の炎だった──





　　　　＊＊＊＊＊






　無花果いちじくのコックピットで、真紅の亡霊クリムゾン・フアントムの素顔が晒さらされる。

　シャギーの入った黒い髪。前髪の間から血を垂たらしている。

　中性的な魅力を宿す日系の少年だ。線の細い、温和な顔立ちをしている……が、現在目元は、荒々しいものに変わっていた。

「あんま粋がってんじゃねぇぞ。三下ぁ」

　少年はコックピットモニターに映る、ピアス男ツーワン機を見下す。その豹ひよう変へんぶりに、ピアス男ツーワン機からくぐもった声が流れた。

　かつて氷ひ室むろ義塾には【規格外十番テンナンバー】と呼ばれる一〇人の怪物ヘキサがいた。皆が皆、規格外の才能をもった少年・少女たちである。

　その中には、二番に数えられた男子生徒がいた。

　白兵戦・射撃戦・工作戦・集団戦……彼には苦手なものが無かった。

　形容するなら『水』。その戦い方を見た者に『波』を想起させた。




　故に変幻自在オールラウンダー──【波の二ウエイブ・ツー】の二つ名を冠する。




《坊やの映像を見たい？　それも、残っているだけ全部？》

《彼の口調や性格を完全にトレースしたいんです。きっと今の皆には、誰よりも彼の言葉が力をもらえるはずだから》




　バラバラになった子供たちは、かつてない窮きゆう地ちに立たされていた。

　だから少年は仮面を取った。神無木緑彼女との最後の約束を果たすために。

　少年の目元が柔らかなモノに……すると、身体からだがほんの僅わずかだけ、小さくなった。




「改めて……初めまして。僕たちが双条水久那宿儺です」




　一年前、氷ひ室むろ義塾は絶望の縁に落される。規格外十番テンナンバーは散り散りになり、エイルン＝バザットを失った。

　しかしその絶望下で、最後の規格外十番テンナンバーが立ちあがる。

　人を騙だまし、人の真似をし、人に紛れて生きてきた。そんな自分だからこそ、できることがある────そう思った少年は自らを偽り、仮面を被かぶった。

　胸に抱えるは、勇者からもらった希望の灯ともし火び。

　元国連軍のスパイにして、ネイバー16番機【ショワンウー】のネイバーフッド。

　二つの心と技を持つ少年。その名も双そう条じよう水す久く那な────かつてもらった希望を届けるため……波の二ウエイブ・ツーが今、戦場へと駆かけつける。
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Ⅶ　贋作フエイク







　　　　＊＊＊＊＊






　九州種たね子が島しま──隠し資材倉庫。

　ここは、種子島の二〇分の一を改造して作った秘ひ匿とく倉庫となる。地上から探すのは困難で、隠し水路からしか入れない。

　壊された資材コンテナの一つ──周辺には開けられたカンヅメや飲料水のペッドボトルが転がっていた。その傍そばには二〇メートル大の甲羅が横たわっている。

　倉庫内は真っ暗だ。巨大な甲羅に背を預け、一人の少年が眠っていた。

　──おい。

　頭の中で声が響く。少年はすぐに目を覚ました。甲羅の陰に身を隠す。すると資材倉庫内の非常灯が点ついた。一人の男が杖つえをついてやってくる。

「少しは休めたか。ネズミ」

　和装の老人だった。鋭い眼光に長い顎あご髭ひげ。杖を持つも、その背筋はピンと真まっ直すぐ伸びている。少年は老人が一人なのを確認する。拳けん銃じゆうを手に、甲羅の陰から飛び出した。

「勝手に侵入したことは謝ります。が、どうか今、見ているものは忘れて下さい」

「なんだ。ネズミと思えば犬じゃないか……国連に飼われていた」

　老人は鋭い眼光を、少年・水す久く那なに向ける。水久那は手に持った銃を構え直す。

「そして、今は野良犬だ」

　老人は、右手にＡ４判の光学書面データを展開した。

「国連軍太平洋方面第１軍・アメリカ陸軍・第八一戦せん騎き装そう大隊付き特殊研究班所属。別名・人工ネイバーフッド開発機関【ＩＡ30】。そこのサンプルヘキサにして、栄えある成功検体の一人……Ｎ－９９１。それが古巣にいたときのお前の名だ」

　その言葉を聞くや、水久那の目が据すわった。老人は不敵に笑う。

「以前、雷ババアのところのヘキサにちょっかいを出したのも、大方、ここの差し金なんだろう？」

　それは機兵部が遠征に行ったときの話だ。無人島に強襲部隊を送り込んだ黒幕のことを言っていた。老人は再びデータを読む。

「二〇六八年、国連軍のスパイとして氷ひ室むろ義塾に入塾。以降は無変化分類ノンギフト、神かん無な木ぎ緑みどりを含む、ヘキサ陽動部隊・機兵部の監視任務に就つく。監視目的は『ヘキサを軍事徴用した場合の有用性と危険性の精査』について」

　老人は長い髭を擦さする。

「そして、去る二〇六九年一〇月……後追いで義塾に派遣された協力者三名とデストブルムの暴走を、事故に見せかけ誘発させる。そのせいで機兵部は壊滅状態になり、部長の神かん無な木ぎ緑みどりも死亡……義塾は立ち直りが不可能なまでに追い詰められた」

「…………」

　水す久く那なの口端に皺しわが寄る。老人は水久那の表情を一いち瞥べつした。

「当時の国連は、異質すぎるネイバー、デストブルムに興味津々だった。『どうにか日本から取り上げられないか』『ならば、ついでにヘキサの人権擁立なんて謳うたう、飛び出た杭くいも除いておくか』……どうせ、このあたりが動機だろう」

「ええ。そうです。僕が──」「と、まずここまで」

　水久那の言葉を遮り、老人はニヤリと笑う。

「ここまでが国連軍の上層部でも、内々に回っている、お前というヘキサの表向きの情報だ」

　老人は和服の袖そでからプリントアウトした紙束を取り出す。

「そして、こっちが最新版」

　水久那の足下に紙束が散らばる。

「あの雷ババア……どうやってか、国連軍のホストをクラックして、お前の報告記録を盗んできたんだ。それと、学園当時の記録を照らし合わせて調査したものだ」

　水久那が銃を向けたままゆっくりしゃがむ。一枚を取り、紙に視線を走らせた。

「事象要因を引き寄せる力……神無木緑の持っていたとされる【遭遇エンカウント】の存在について、お前は疑問視する姿勢を一貫させた。併あわせて、監視対象の再検討上申も、何度かしているな」

　水久那はコンクリートに銃を置く。足元に散らばった紙を取り上げ、一枚一枚に目を通し始めた。

「それだけじゃないぞー。テンナンバー以外の戦闘科ヘキサを、何な故ぜか過小評価し、お前は報告を送り続けている。他にも砂金の粒はあったはずなのに……お前は知っていたんだ。この報告がＩＡ30の唾付けに使われていると。あそこは昔から、優秀なヘキサと見ると、何かに付けて実験に使いたがるからな」

「ここまで……正確に」

　水久那は驚きを隠せない。言葉を無くして調査結果を読みふける。

「一方で学園側には、国連側の情報を漏ろう洩えい、または示唆した。一回でもバレれば、廃棄処分になりかねない偽装工作と虚偽報告が二八回だ。いい胆力してやがる」

　笑っていた老人は、その表情を険しくする。「聞かせろ」と水久那を見下ろした。

「ここまでやった理由はなんだ？　俺おれも少なからず、お前のしでかしたことに迷惑を被こうむった者の一人だ。返答如何いかんでは、ここで命を落とすことになる」

　水久那が慌てて銃を拾う。即座に構えると拳けん銃じゆうが弾はじき飛とばされた。

「狙そ撃げきっ！」

　──囲まれてやがる！

　水す久く那なは周囲を見渡す。倉庫内には一〇〇名以上の武装兵が、水久那を銃で狙ねらっていた。

　老人はカンと、杖つえでコンクリートを突く。

「俺おれは気が短い。気を持たせる奴やつは好かん」

　水久那はゆっくりと両手を上げる……そして、静かに隠していた真相を語りだした。

「一番の理由は……好きな人が出来たからです」

　──おい！

「たぶん初恋でした。すごく……今でも好きですから。でも、他にも理由はあります」

　老人は黙って水久那の告解を傾けい聴ちようした。

「第弐富士に来て、機兵部の皆とたくさんの時間を過ごしました。背中を預け、マリスと闘い……本当に夢のような日々でした。実験動物として扱われ続けた僕にとって、少なくとも第弐富士の生活は温ぬくもりに溢あふれていました」

　水久那は当時を振り返る。胸にじんわりと温かさが広がった。

「第弐富士はヘキサにとってのユートピアなんです。機兵部を絶対に壊しちゃいけない……そう思って立ち回った結果が、この紙に書かれていたことです」

　水久那は足元の紙を見る。すると今度は、その目元が荒々しくなった。

　老人はその変化に気付く。水久那の右目には涙が溜たまっていた。

「あそこでは腹いっぱい飯を食わせてもらえんだよ！」

　水久那改め、宿儺すくなが怒鳴り出す。周囲の武装兵が一斉に銃を向けた。老人は片手を上げてそれを制止する。

「ただ、戦せん騎き装そうに乗って、マリスぶっ殺すだけで、あんなに目ぇ、キラキラ輝かせて！　ＩＡにいたヘキサなら誰だって出来るんだよ、あの程度！　数字は出せて当たり前！　出来なきゃ飯抜き！　観測員さまの機嫌が悪けりゃ電流か鞭むち！　結果がずっと出なければ、薬に手術が待ってんだ！　ドベは高確率で廃棄処分にされる！」

　宿儺は悔くやしそうに「くそ！」と、毒づく。

「それをアイツら！　隊長、隊長って騒ぎ立てて！『こいつらバカだわ、俺らスパイなのに』って、最初は内心で馬鹿にして……でも！　すぐそれも出来なくなって」

　宿儺は大きく鼻をすする。泣くのを我慢し、その唇を震わせた。

「優しくすんじゃねぇ。褒めんじゃねぇ。頼ってくんじゃねぇ……情が、移っちまうから、止やめてくれよって……言いたかった。全部ぶちまけて、楽になりたいって何度も思った」

　泣いていた宿儺の口元に笑みが宿る。涙が引いていくと、水久那の人格が変わった。

「これで……僕も彼も全部です」

　水久那は両手を降ろす。老人に深々とお辞儀をした。

「ありがとうございます。最後に全部言えて、楽になりました」

　静かに話を聞いていた老人は、閉じていた口を開く。

「……お前が二重スパイをしていなければ、デストブルムの接収作戦はもう半年、早まっていたと雷ババアは結論付けている」

　水す久く那なは面を上げる。対面に立つ老人は笑っていた。老人は天高く杖つえを持ち上げる。




　一斉射撃────一〇〇人の武装兵が天井を撃うった。




「これで俺おれの敷地に紛れこんだ犬は射殺した。小僧……今日限りで犬を止やめろ」

　老人はカンと杖を叩たたき鳴らす。

「人として生きるなら服をやる。住む場所をやる。ただし、食くい扶ぶ持ちは自分で稼げ。あの雷ババアを一度でも出しぬいた……採用の場で俺は、これ以上のＰＲ文句を聞いたことが無い」

　老人は、水久那の隣にある巨大甲羅【ショワンウー】を杖で指す。

「このオーパーツと一緒に俺のところへ来い……まずは丁稚でつちから取り立ててやる。うちは給料いいぞ」

「あなたは……いったい？」

　水久那は当然の疑問を投げかける。そう……これが水久那にとっての大転機となった。




「一いちノの瀬せ狼ろう牙が……氷ひ室むろ雷らい鳥ちようとは、もう五〇年来の商売敵がたきよ」




　老人・一ノ瀬狼牙が不敵に笑う。彼こそ、氷室財閥と双璧を為なす、かの一ノ瀬グループの頂点に立つ者。そして、これが双そう条じよう水久那にとってのおよそ一年前の話となる。

　この出会いが彼にとって、第二の人生の始まりとなった──





　　　　＊＊＊＊＊






　バイク型のコックピットに少年が座る。

　水久那改め、宿儺すくながメインモニター、サブモニターと視線を移していく。

「半デ端ミちゃんが、ひー、ふー、みー、よー……七」

　宿儺は乾いた唇を舌で舐なめる。

「デミごときが、ずいぶん調子に乗ってくれたじゃねぇの……おまけに人の後輩、苛いじめてさぁ。ねー楽しかった？　弱い者いじめ？　そんな上等な機体オベベ着て、生身の女、追いかけ回して勝てないわけないもんなー？　いい趣味してるぜ、マジ」

　乾いた笑いを上げ……宿儺すくなはドスを利きかせて、唾つばを飛ばす。

「テメぇら！　尻しりから直腸、ブチ抜かれる覚悟は出来てんだろうなぁ！」

　──宿儺。それじゃチンピラだよ。

　頭の中で水す久く那なの声が響く。コックピットモニターに映るナイトウォーカーからピアス男ツーワンの声が流れてくる。

『完全な喋しやべり方かたの交換……違う、性格の交換』

『俺おれ、知ってる！　解離性同一性障害の酷こく似じ症候！　【二心二技ダブル】！　意識の交換と共に、複合変化分類ハイブリツドから、身体変化分類フイジカルに身体からだを交換できる成功サンプルがいた！』

　別の隊員の驚きが流れる。それを聞いて宿儺の目が据すわる。

「そうだよ、ご同輩。贋作フエイクナンバーＮ－９９１……番号で言った方が分かるだろ」

『贋作フエイク』『Ｎサンプル』『贋作フエイクナンバー』『成功体』『本物？』

　すると他の隊員たちにも動揺が走り始める。ピアス男ツーワンが叫んだ。

『Ｎ……９９１!?　ネイバーフッドになれた無変化分類ノンギフト！　九一人目の成功サンプル！』

「学園の公式資料じゃ、複合変化分類ハイブリツドってことになってるけどな」

　宿儺が操そう縦じゆう桿かんを両手で握る──真紅の無花果いちじくが足を拡ひろげ、前傾姿勢になった。

　その両手は、未いまだにマリーナの身体を包み隠している。

『北米くんだりまで、会長の孫を助けにきたと思えば、まさかＩＡの検体に出くわすとか。おまけに、廃ロ棄スを兼ねた、機兵部俺らの真ま似ねっ子こ実験部隊ができているたぁ、昔も今も、ホント糞だな、国連あそこ』

　ピアス男ツーワン機が右手の片かた手て斧おのを振る。鈍い風切り音が鳴った。

『贋作フエイクも半デ端ミも、もう無関係！　俺が王だ！　王が俺だ！』

　ピアス男ツーワン機の片手斧が、真まっ直すぐに無花果へと向けられる。

『お前は俺を半デ端ミって言った！　何回も言った！　コイツを死刑に処す！　攻撃命令だ！　殺していい！　殺せ！　死ぬまで殺せぇえ！』

　他六機のナイトウォーカーがアサルトライフルの銃口を無花果に向ける。

『……くくくく』

　すると無花果から笑い声が漏れる……暗く、陰惨な笑い声だった──コックピットで宿儺が言う。

「ここってさ。もともと俺たちが火の玉女を呼び出していた場所なんだ。さて、ここで問題……俺らが、お前ら国連軍の追撃を考えなかったと思うか？　もしも今までのが、逃げるフリだとしたら？」

　宿儺は目をらんらんと輝かせる。それは、子供が徒いたずらに虫などの命を奪うようなときの顔に似ていた。

「ヒント。ここは真っ赤に茹ゆだり上がった戦場だ。辺りには投とう棄きされた武器・弾薬、走れなくなった戦車や自走砲に至いたるまで、ゴロゴロ転がっている……今のこのお喋しやべりまで、全～部、狙ねらってやってるものだとしたら？」

　宿儺すくなが「べぇ」と舌を出す。脳内で声が響いた。

　──信号受信……今！

　宿儺がフットペダルを一気に蹴けり押おす──無花果いちじくが垂直に飛び上がった。

『回避運動！』

　ピアス男ツーワン機から大声で指示が飛ぶ。ピアス男ツーワン機も跳ね、他の五機も跳び上がった。




　十字砲火────一機の背中を砲撃が貫き、砲弾二つが無花果のいた場所を交差する。




　爆破される一機。遅れて、遠くの方で二か所、爆発が起こった。

『工兵任務は相棒の担当分野だ！　あっちこっちに仕掛けてたぜぇ！』

　バックステップした別のナイトウォーカー……その踵かかとが地面を踏み抜く。踵部分から爆発が起こった。地雷である。また一機、罠わなによって無力化された。

『ピアス男ツーワン！　ヤバいヤバいヤバい！　ここら一帯、罠だらけだ！』

　隊員の一人が外部スピーカーで叫ぶ……その背後──

　音もなく無花果がウォーハンマーを振り上げていた。片手ハンマー──尖せん端たんのスパイク部分──が、月光に煌きらめく。

『三機目ぇ！』

　ナイトウォーカーのコックピットブロックが潰つぶされる。突き刺さったスパイクから、赤い血が飛び散った。

『勢い勇んで虎の巣穴に飛び込んできたのは、テメェらの方だったんだよ！』

　無花果を取り囲んでいたナイトウォーカー隊は、縦横に跳び回っていた。

　木々の間から砲弾が飛び交う。その隙すきに無花果が退避した。巨木の陰にしゃがむ。

『今のうちに彼女を！』

　無花果から水す久く那なの声が流れる。右の肩装甲が下方にズレた。内部から勢いよく布状の繊せん維いが伸びる。予備の光学迷彩マントだ。マントに微量の電流が走る。

　真紅の機体が消えていく。無花果は再び、その姿を周囲の森に溶け込ませた──

　無花果のコックピットでマリーナが目を覚ます。マリーナは、水久那の後ろに座らされていた。非常ベルトで身体からだをキツく固定されている。

「あなた、は？」

「一いちノの瀬せさん。いや……君を守ったお姉ちゃんの仲間だよ」

　水久那は無花果を走らせながら応こたえる。モニターには、焼ける木々が目まぐるしく横切っていく。周囲の森は真っ赤に燃えていた。

「ちょっときついけど我慢してて。手当も後になっちゃうけど我慢できるね？」

　水す久く那なが操縦しながら聞く。マリーナは「うん」と応こたえる。水久那は「偉いね」と言った。しばらく無花果いちじくを滑走させる。跳躍の震動が機体を何度も揺らした。

　水久那はナイトウォーカーたちを一望できる、丘の上まで機体を移動させる──

　透明の無花果が丘の上で片膝ひざを突く。マントの中から折り畳み式の狙そ撃げき銃じゆうを取り出した。

　それを構えて、森の方へ。




　ピアス男ツーワン機から指示が飛んだ。

『およそ、光学迷彩を使ってる！　糞！　糞！　まだ持っていたなんて！　全機！　熱探知サーモグラフイだ！　それですぐに発見っ……卑ひ怯きようがぁ！』

　ピアス男ツーワン機がしきりに辺りを見渡す。ナイトウォーカー隊のいる、周囲の森は砲撃や爆発の炎によって、燃え上がっていた。

『分からない！　どこもかしこも赤すぎる！　これじゃ分からない！』

　熱線暗視装置サーモイメージヤー──熱探知技術サーモグラフイを応用したレーダーである。熱源に反応して、物体のシルエットを映すものだ。光学迷彩で透明になった無花果を見つけようと、ピアス男ツーワンはこれを起動した。だがそこら中が燃えているため、全く判別が付かないのだ。

　ピアス男ツーワン機の近くにいた一機のコックピットブロックに弾だん痕こんが刻まれる。ナイトウォーカーがまたもう一機、地面に沈んだ。

『こんな戦い知らない！　習っていないぞ！　臆おく病びようだ！　出て来い！　姿を現せえ！』

　ピアス男ツーワンの怒号が響き渡る。




　丘の上で光学マントをたなびかせる無花果──そのコックピットでは、サイトスコープを覗のぞく水久那がいた。

「光学迷彩マントはあのとき捨てたから、もう持ってないと思う……こんな簡単な印象操作に騙だまされちゃダメだよ。おそらくマリス戦に特化して調整された感じかな」

　サイトスコープを外し、水久那は目を据すわらせる。陰のある笑みを浮かべた。

「二心、詐さ術じゆつに二枚舌……人は君たちが思っているよりもずっと複雑怪奇で悪意に満ちてる。恨むなら、対人戦闘をプログラムに入れなかった調整チームを恨むんだね」

　──性格悪わりぃなぁ。あと、ガキが怯おびえてるぞ。

　宿儺すくなの声が頭で響く。背後ではマリーナが小動物のように震えていた。

『姿を見せろ！　どこだぁ！』

　集音スピーカーがピアス男ツーワンの声を拾う。水久那は無視して、モニターを操作する。こちらに近付いた一機を察知した。水久那は光学迷彩をわざと解く。

　モニターの中で、その一機が無花果に気付いた。すぐさまこちらに向け、急接近してくる。水す久く那なはスイッチのようなものを持つ。

　サブモニターで位置確認をし……タイミングよくボタンを押す。

「これで五機」

　モニター上で、近付いてきた一機が爆発に吞のみ込こまれる。水久那は冷たい声音で言う。

「僕はエイルンあの人みたいな博愛主義者じゃない。殺意には、二倍の殺意を乗せて応こたえる。そちらの事情に同情はしても、こちらの事情とは混同しない……緑みどりさんの妹分を傷つけた君たちに、手加減をするつもりはないよ」

　再びサイトスコープで右目を覆う。操そう縦じゆう桿かんのトリガーに人差し指をかけた。

「八や雲くもさんとは、恐れ多くて比べるのもアレだけど……」

　スコープ内で、ターゲットカーソルが跳ねる。森の中で滑走するナイトウォーカーに照準が向かい……ロックされる。

　絞られるトリガー──六機目のナイトウォーカーの胸部に弾が撃うちこまれた。

「僕、だいたい出来ちゃうんだよね。器用貧乏だから」

　サイトスコープを外す。コックピットモニター上で、一機がまた爆発する。

「すごいあなた。まるで、葵あおいみたい」

　背中でマリーナが驚嘆の声を上げる。水久那は微笑ほほえみながら否定した。

「うーん。総合的なバランスでは負けてないと思うけど」

　──バカ！　来てる！

　宿儺すくなの鋭い声が響く。敵機の反応が急接近していた。

『見つけたあぁああ！』

　それはピアス男ツーワン機だった。片かた手て斧おのを手に、崖がけを一気に駆かけあがってくる。

「あの一瞬でっ!?」「代われ！」

　水久那から宿儺へ。宿儺は操縦桿を思い切り最さい奥おうまで押した──

『半デ端ミちゃあぁん！　格の違いを教えてやろうかぁ!?』

　狙そ撃げき銃じゆうを捨て、片手持ちのウォーハンマーに切り替える。一方で崖上まで一気に駆け上がってきたナイトウォーカー──その片手斧を思い切り振り降ろした。

『半デ端ミって言うなぁあああああああ！』

　二機の武器がぶつかる。火花の閃せん光こうが二機の頭部を照らした。鍔つば迫ぜり合あいを拒むように片手斧が波打つ。ピアス男ツーワン機が後頭部を下げ、前まえ蹴げりを無花果いちじくに。

　激突音──とっさに無花果が左腕でガードする。

　無花果がたたらを踏んだ。左腕をだらんと垂たらす。蹴りの一撃で肘ひじの関節が潰つぶされていた。宿儺の驚きが漏れる。

『こいつ、俺おれ並……いや、それ以上の動体視力っ』

　無花果が繊維装甲マントをパージする。右手の戦せん鎚ついでピアス男ツーワン機の片手斧に応戦した。

『半デ端ミなんかじゃない！　もう俺おれは王さまになったんだ！　だからお前は不要だぞ！　ゴミが動くな喋しやべるな粋いきがるなあぁあああ！』

『この反射速度！　薬物投与だけじゃねぇ！　テメェ！　どんだけ身体からだ、いじくり回された！』

　無花果いちじくが防戦一方になる。片かた手て斧おのや蹴けり、アサルトライフルの銃撃まで織り交ぜ、ナイトウォーカーが襲ってくる。

『９９１！　９９１！　９９１！　お前さえいなければお前さえいなければお前さえいなければぁ！　喋りが変になったのも、強化ボルトもシナプス調整も全部全部！　お前のせい！　お前のせいで滅め茶ちや苦く茶ちやに身体を改造されたぁ！』

『ああぁっ!?　テメェ何言ってやがる！』

『二〇六六・〇九一七！　氷ひ室むろスクール潜入のサンプル選抜テストに……俺もいたぁあ！』

　ピアス男ツーワン機が片手斧を水平に薙なぐ。無花果が上体を逸そらし、紙一重で避よける──コックピットで宿儺すくなが「あぁ!?」と汗を散らした。

『その日まで、どのサンプルよりも俺が上だった！　ネイバーフッドへの変質に近いとビックリされていた！　どのサンプルよりも！　俺が一番、一番一番！　強大で優等だったんだ！』

　──この子……あのときの！

　脳裏にフラッシュバックする光景──トレーニングウェアでナイフ戦をさせられる水す久く那なとスキンヘッドの少年兵。周りには国連軍の兵士たちが立つ。

『お前が実験エリア９選抜！　俺が実験エリア４選抜！　俺はお前に敗北で殴られ、半デ端ミアイテムに計上された！』

「あそこのルールは弱肉強食！　機能大正義だ！　そんなの全部、テメェが弱かったせいだろうが！」

　宿儺が怒鳴り返す。モニターに映る、ナイトウォーカーの銃口がこちらへ向く。

『お前はノンギフトナチユラルだっただろ!?』

　コックピットモニターで銃口が爆はぜる。機体を半身にして宿儺は回避を取った。

『運が良かっただけ！　俺より、たまたま強い力に優遇された！　俺は痛い注射があった！　手術で機械も入れられた！　それでもネイバーフッドフエイクになれなかった！　悔くやしかった！　いっぱいいっぱい涙が出た！』

「……変わって」

　顔つきが変わり、水久那になる。脳内で宿儺が叫んだ。

　──アホ！　俺でも捌さばくので精いっぱいなんだぞ！

　水久那は全神経を集中させて操そう縦じゆう桿かんを握る。

『俺は、お前のせいで不デ幸ミになった！　俺の痛みは全部、お前から流れてきた！　幸せいっぱいの成功体！　俺おれより痛みを知らない奴やつが！　俺より偉そうにするなぁ！』

　ガキン！　と無花果いちじくが、片かた手て斧おのをハンマーで受け止める。それを動かす水す久く那なは冷や汗をかいていた。しかし、その目は暗い怒りを湛たたえている──

『自分、ばっかり』

　無花果から水久那の低い声が漏れた。

『自分ばかりが……地獄を見てきたようなことを言うなっ』

　無花果のアイカメラが強い光を発する。無花果が右腕一本でナイトウォーカーに立ち向かう。

『薬がなんだ……挫ざ折せつがなんだ……そんなの全部、自分事じゃないか。世界で一番不幸みたいな顔、するなよ！』

　ウォーハンマーの柄えが片手斧に切られた。無花果がウォーハンマーを捨てる。同時に、膝ひざ先からコンバットナイフが飛び出した。

　無花果がナイフをキャッチ……動きを殺さないまま、剣けん戟げき戦を続行する。

『一度、失ったらもう戻ってこない！　そんな痛みもある！　僕は彼に助けられてしまった！　あの人に託されてしまった！』




《生きろ！　双そう条じよう水久那！》──かつて、エイルンに言われた。

《これからも、みんなのこと……助けてあげてね》──そして、緑みどりにも言われてしまった。




『だからもう！　簡単には投げられないんだよ！』

　水久那が吠ほえた。傷だらけの無花果が主あるじの思いに応こたえて機う動ごき続ける。

『９９１！　９９１！　９９１！』

　一方、ナイトウォーカーの猛攻は止まらない。それどころか勢いは増すばかりだ。

　剣戟の一撃一撃が意思をもった獣のよう。無花果を執しつ拗ように追い立てる。上・横・下から剣けん閃せんが襲ってくる。

『それに、僕たちは──っ』

　片手で猛攻をしのぐ無花果。しかし数合の剣戟で、無花果のナイフに亀裂が入る。続け様にきたナイトウォーカーの一薙なぎ……ナイフの刃やいばが砕かれた。

　散った刃の欠片かけらが、傷だらけの無花果を映す……水久那の静かな決意が流れる。

『もう、９９１ソレを止めたんだよ』

『俺は贋作フエイクを！　９９１を超える！』

　凶悪な風切り音──ナイトウォーカーが片手斧を頭上へ振り上げたときだ。

『バ──っ！』

　突如、ピアス男ツーワンが驚きよう愕がくを漏らす。ピアス男ツーワン機の背後には携けい行こう地雷が一つ……白兵戦の最中に落されていたのだ。地面に落ち、爆発が二体の巨人を包み込む。

『どこだぁ！』

　黒煙を振り払い、ナイトウォーカーが無花果いちじくを探す。

『顔も見たことの無い僕のことを叱しかり……勇気づけてくれた人がいた』

　黒煙の中に聞こえてくる水す久く那なの声。ピアス男ツーワン機は声のした方へ振り向く。

　ナイトウォーカーからピアス男ツーワンの三度目の驚きが漏れる。

『なっ！』

『生き方までくれてやるなって。ヘキサでも工作員スパイでもなく、僕たちを見て、そう言ってくれた。本当に……嬉うれしかったっ！』

　晴れていく黒煙……併あわせて鳴ったのは撃鉄音。

　ナイトウォーカーの懐には────上体を下げて右腕を引き絞る、真紅の無花果の姿があった。

　右半身の塗装が剝はげた無花果が……重く、想おもいの詰まった拳こぶしを振り上げる──

「決めろ相棒ぉ！」

「だから！　あのときから僕たちは！」

　宿儺すくなから水久那にスイッチ。水久那が操そう縦じゆう桿かんを最さい奥おうまで押し出す──無花果の拳けん撃げき鉄甲に包まれた右みぎ拳こぶし……それが一直線にナイトウォーカーの胸部へ。




『双そう条じよう水久那になったんだ！』──ピアス男ツーワン機の背中を鉄拳が貫通する。




　コックピットでピアス男ツーワンは激しく吐血する。その目め尻じりは涙で光っていた。

「俺おれは……半デ端ミ、じゃない」──

　背中から飛び出た無花果の拳が……ゆっくりとナイトウォーカーから引き抜かれる。

　無花果が踵きびすを返かえす。ナイトウォーカーが脱力するように膝ひざから崩れ落ちた。

『幸せを見つけるまでは……僕たちは濡ぬれることにするよ』

　傷だらけの無花果が歩きだす。その背後で、最後のナイトウォーカーが爆発する。

『いつか雨が止やむ、そのときまで』

　爆砕の炎は、真紅の頭部を赤く照らしていた。






Ⅷ　三さん蒼そう星せい









　葵あおいの応急手当を済まし、四人はこの場所へと来た。

『すっ、げぇな』

　夜の森に山やま武たけの感嘆声が響く。四機の周囲はオレンジ色に燃え上がっていた。

　そこら中の土が、大きなシャベルで掘り返されたみたいになっている。木々の間に点在するのは、戦せん騎き装そうの残ざん骸がいだった。

　背中を潰つぶされた鉄巨人が、項垂うなだれるように両膝ひざを突いている。他にも、転がった鋼鉄の四し肢し。外れた巨大タイヤロードホイール。

　その激戦場を見て、葵が堪たまらず声を上げた。

『隊長！　どこですか隊長！』

　白い巨大戦騎装・ゴーレム（仮）が滑走する。ゴーレムは周囲の散策を始めた。

　残されたのはスター小隊の三機だ。

　ブルーカラーの人型──頭部は三機とも、二ア眼イカメラが採用されている。

　顎あご下したには二本のセンサーアンテナ。額からも二本伸びている。疾しつ風ぷうを筋肉質にしたようなイメージだ。山武機のヘッドには〔三〕。オルソン機のヘッドには〔蒼〕。大だい地ち機のヘッドには〔星〕と、漢字でそれぞれペイントされている。

　Ｓ－49【風神カスタム】──疾風の後継機にあたる正式量産機を、大幅改造ブルチユーンしたものである。そして……三人にとっては、エイルンの形見でもあった。

　大地機がナイトウォーカーの生首を拾い上げる。

『やっぱりＺナンバーズの機体。国連の最新機を一機で……噓うそだろ？』

『いや、まぁ。確かに、総隊長ならやりかねないけど……部長ー！　極限下で幻でも見たんじゃないですかぁ？』

　オープンチャンネルで山武が声を掛ける。風神カスタムはそれぞれ、引ひっ搔かき傷きず等の損傷を残していた。しかし戦闘は十分可能な状態と言える。葵が言った。

『見たんだよ！　あんな助け方してくれるの！　隊長以外に誰がいるんだよ！　隊長！　一いちノの瀬せです！　どこですか！』

　ゴーレムが森の奥まで行こうとする。すると今までどこにいたのか、オルソン機が戻ってきた。ズシン、と微震を起こしてゴーレムの隣に降り立つ。

『部長！　ざっと見て来たけど、黒いのは全部で七機分、残骸があったよ。それと──』

　オルソン機が真紅の左腕をゴーレムに手渡す。

『これ──』

　葵が声を震わせた。それは切られた無花果いちじくの腕だった。ゴーレムはその片腕を持ったまま動かない。外部スピーカーを通し、葵あおいの静かな嗚咽おえつが流れる。オルソンが言った。

『……多分、離脱してるね。こんな派手な機体カラーなら、すぐに見つけられるよ』

　コックピットの葵は、涙を指で拭ぬぐう。

「やっぱり……夢じゃ無かった。あなたは、私を助けにきてくれた」

　葵は満たされた顔で笑う。映像通信の三人は表情を曇くもらせた。

　葵は「よし」と気を取り直す。

「さっさとこんなところ離脱しよ。隊長から合流ポイントの指示も受けているから。何か知らないけど、ＬＢ？　っていうのが使われるらしいの」

　葵の説明に三人が顔を引きつらせる。

『なるほど……そういうことか』

『本当に腐ってるね！　ここの奴やつら！　僕たちをなんだと思ってるよ！』

　映像の大だい地ちが頷うなずき、オルソンが急に怒りだす。葵はその様子に首を傾かしげた。

　山やま武たけがフォローするように、葵に説明する。

『Strategic Liquid Fuel Air Explosive Bomb。通称でＳＬＦＡＥＢとか【ＬＢ】って呼ばれる、超・超、やべぇ爆弾ですよ。厳密には核兵器じゃないみたいだけど……まぁ、そんな感じの戦略兵器ってヤツっすね』

「はぁ!?!?」

　葵が声を上げる。

【ＬＢ戦略爆弾】──ＦＡＥＢ（Fuel Air Explosive Bomb）からの派生兵器だ。

　ネイバーの機体循環液【リキッド】を用いた燃料爆弾となる。その性能たるや、気化爆弾の数千倍の効果範囲を誇る。二〇七一年現代では、大規模マリス戦以外での使用が、国際法で固く禁止されている。映像通信の大地が言った。

『メールの送り主が誰であれ、当てもねえ……俺おれらも全速で合流ポイントを目指すことにする。異論は？』

　映像通信の山武とオルソンは各々、同意を見せる。葵がそんな大地に嚙かみついた。

「だから隊長だって言ってんじゃん！　暗号文だって見せたでしょ？　ていうか、さっきからアンタたち反応、薄くない!?　あんたら、ビービー泣いてたじゃん！」

　葵は怒る。エイルンの生存を葵が主張する度に、三人は否定的な態度を見せていたからだ。映像の山武が神妙な顔になる。

『あのさ、部長。今はとりあえず……その話、止やめね？』

　葵が「はぁ!?」と声を上げる。山武は表情を曇らせながら続けた。

『俺ら、ソレについては折り合いというか、気持ちに決着をつけてここに立ってるわけですよ。まー覚悟的なヤツ？』

　ソレとはつまり、エイルンの死についてのことだ。今度はオルソンが言った。

『今の僕ら、ちょっとでも気を緩めたら簡単に死ぬよ。だから山やま武たけは考え事を増やしたくないって言ってるね。そんな話、聞いたら僕も考えちゃうもん』

　言われて葵あおいは気付く。自分の落ち度に。心の迷いは機体の操縦に必ず出る。

　プロのアスリートがメンタル管理に注意を払うのと同じ理屈だ。

「ごめん。今のは私の配慮が足りなかった」

　葵は素直に謝る。映像の大だい地ちが場を仕切り直した。

『方針を決める。タイムキーパーはオルソン。山武は南と西を見ろ。俺おれが北と東を見る』

　オルソンは決まり文句のように返す。

『はい今から五分よ。ドン！』

「え、なに？　何やんの？」

　葵一人だけが置いていかれる。三人は各々の作業に手を付け始めた。




　山武機のコックピットでは、山武が索敵マップを観察する。

　コックピットモニターに映る戦略地図──丁度、左右に二分割されている。片方は山武機が収集しているもの。もう片方は大地機が収集している映像だ。

　最大広域のマップ映像──地図の四分の一は赤く塗ぬり潰つぶされている。拠点マーク付近は、赤マーカーで溢あふれ返っていた。味方である青マーカーは、ほとんど見当たらない。

　山武が言う。

「あ、やっぱこれ、捨てられたパターンだわ。大地の勘、当たってんじゃん」

『通信を送っても、何の応答も無いわけよ』

　映像のオルソンが相あい槌づちを打つ。この画面情報は四機全すべてとリンクしている。

『くそ、エリアＧを抜けたらどこもかしこもウジャウジャいやがる。西の89から85、71に迂う回かいして抜けるか……ルート換算だと、ちっ、三時間は走りっぱなしになる』

　映像の大地が言う。すると山武が返した。

「ＬＢって、調べたら敷設型の爆弾だったわ。予あらかじめ設置するとしたら……ユーコン基地しかねーか。最重要基地だし。つまり、ユーコン吹っ飛ばすってことは、メルキセデク投入するとか噓うそじゃん。こんなところに派遣しやがって……防衛省、吹き飛ばねーかな」

　山武の胸むな糞くそが悪くなる。マップを凝視して、より詳しい状況分析に努めた。

「今は……残ったＺ大隊がマリスを引き止めている感じか。あ、でも二個連隊くらいのマーカーも生き残ってんじゃん。めっちゃ逃げようとしてるけど……種別見る感じ、米軍に、散り散りになった奴やつらが合流してる感じか」

『あと三分ね！　マガジン四つ、見つけたよ！　ナイトウォーカーの残ざん骸がいからリキッドも抜いてきたね！』

　外ではオルソン機が使える燃料・弾薬の確保に回っている。拾った先から、山武機や大地機の肩──タクティカルホルダー──に、マガジン等を嵌はめ込こんでいく。




　ゴーレムのコックピットで葵あおいはあんぐりしていた。一年前の彼らとは著しく違う。

『いっそ、ポイントまで行かず、国連軍の撤退ルートに合流するか？』

『ＬＢなんだよなー。ソイツらのところまで効果範囲に入っちゃっているから、メールの送り主は敵陣地の奥を合流ポイントに指定してるんだと思う。合流ポイントも、もろ効果範囲内なんだけど、なんか考えがあんのか……』

『わお！　七〇ミリがあったよ！　これは僕のに付けとくね！　グレネード八発ゲットよ！』

　葵は途中から話に混ざれないでいた。三人の話を聞くだけだ。

『なぁ、大だい地ち。逃げるしか……できねーかな』

『……何かあんのか？』

　何かを考える山やま武たけに大地が聞く。このように二人が真剣に議論を重ね、オルソンはその間に使える物を探す。葵は当惑を隠せない。

　──どうしちゃったの？　こいつら。

　葵の知る三人は直情型だ。考えなしのボンクラだと葵は思っていた。前までは、その場の勢いに従い、陽動はしることのみに傾倒していたのに。しかし──

『あーよし、まとまった。考えがあんだけど、聞いてもらっていい？』

　映像の山武がパンと手を叩たたく。

『実は俺おれら、向かい側のＨ12を突っ切ることが出来れば、陸上のクイーンまでは意外にも直すぐなんだよね。ガキ共の数、半端ねーけど』

　葵だけでなく、オルソン・大地もぎょっとする。

『部長が今、乗っている奴やつはともかく、俺らの機体なら……最速で二四分、いや二三分でいけるべ。そしてそして？　空をフヨフヨしているもう一匹。飛行型のクイーンだ。こいつも案外近いんだよ。直線距離にして……五〇キロない」

　映像のオルソンが引きつった笑いを浮かべた。

『やだ、その先、聞きたくないよ』




『陸上のクイーンを誘導して、空のクイーンにぶつけたら……共食い始めねーかな？』




　有史以来、敵の侵攻を許さなかったこの北アメリカが陥かん落らくしかけているのは、クイーンが二体同時に攻めてきたからだ。通常、クイーンが鉢合わせになると、ＡグループとＢグループのマリス同士で共食いが起こる。

　山武は、それを引き起こせないかと発案しているのだ。

『……同じ餌えさ場ばにかち合ってんのに、やりあわねーってことは、まずどっちかがトゥーレイト固体ってことなんだろ。それは希望的観測がすぎるな』

　大だい地ちが意見する。山やま武たけは『どっこい』と、別の資料を三人に送る。

『そこでこのニュースですよ』

　葵あおいも情報に目を寄せる。それは国連が公式に発布している報告書だった。

『九月二日、カンボジアであった二体同時襲撃の事例だ。こっちは海蛇型と多頭型のケースだが、途中まで二匹は、同じ保管領へむけて侵攻していた。でも終盤、保管領を目前にして多頭型が、子団を含めて、一斉に海蛇型とそのガキ共に襲い掛かったんだ』

　葵は初耳だった。葵はＺ－02中隊に配属されていたため、軍事情報は上から下ってくるモノしか、見ることが許されなかったからだ。

『基本、マリスどもの行動原理は食いたい……これだ。そしてクイーンの多くが、自分のガキどもに餌えさを食わしたい。それは蓄積されたマリスの戦闘記録が物語っている。うまくいけば、一〇万対四の状況を、イーブンにまで持っていけるかなって……』

　映像の山武は言いきってから『ふぅ』と、疲れたように吐息した。

『つっても隊長は大地だ。最終的にはお前の判断に従うよ』

『異議なーし。あと、もう五分過ぎてるね』

　オルソンも明るい口調で言う。葵は画面の大地を見る。

　大地は目を閉じ、黙考していた。やがてその口を開く。

『一いちノの瀬せ。送られていた電文の指定場所は、ユーコン基地を抜けてユーコン川に向かえって書いてあったな？』

　ずっと聞き役だった葵は我に返る。

「うん。さっき亜あ賀が沼ぬまの言ってた撤退ルートも、ＬＢの効果範囲に入ってるからだと思う」

　画面の大地は腕を組む。その眉み間けんに皺しわを寄せていた。葵を含め、二人が大地の決断を待つ。大地はやがて目を開ける。

『どうせ行き掛けか……それで行く』

　葵は目を丸める。映像の二人は嫌そうに、溜ため息いきをついた。

『となるとガキ共か……ルート取りをするにしても、子団をどけなきゃ始まらねえ』

　大地が言うとオルソンと山武が顔を見合わせた。二人とも悪い笑みを浮かべる。

『じゃあやっぱり』『あれしかないよ』

　葵は顔に疑問符を浮かべた。







　どこまでも広がる山並み──ユーコン基地は、ユーコン準州の境界線近くにあるドーソンという地域に建てられている。

　そこを基点とし、ユーコン大撤退戦は既に七割の戦力が撤退を完了させていた。

　大まかな戦域状況としては、こうだ。


　①クイーン二体　＋　子団　→　最重要拠点【ユーコン基地】に向けて侵攻中。

　②ユーコン基地　→　生き残ったヘキサ部隊【Ｚ－０大隊】が篭ろう城じよう。先頭団を足止め中。






　そしてこの場所は、ユーコン基地から、およそ四〇キロ南に位置する。

　原色系の建物が建ち並ぶ。しかし、そのほとんどが倒壊している。乗り捨てられた車はペシャンコだ。道路に引かれた路面電車の線路は、曲がりくねって飛び出している。

　マリスに踏ふみ潰つぶされた街・ドーソンシティ。

　そこには深い森を抜けてきた、移動中の大部隊の姿があった。

『戦車』『戦せん騎き装そう』『自走榴りゆう弾だん砲』『自走ロケット砲』更に、肩を貸し合う歩兵という歩兵たち。四〇〇〇人はいた。規模にして二個連隊ほどだ。

　彼らは前線から逃げてきた部隊である。ヘキサたち、Ｚ－０機甲兵大隊を囮おとりにして。

　落ち延びた兵が兵を呼び、ここまで膨ふくれ上がっていた。

　なんの前触れもなく……ゴーストタウンに異変が起こる。

　最初に気付いたのは歩兵たちだ。震動が足から伝わってくる。そして遠巻きに聞こえてくる走破音も。その一方で片腕を失った戦騎装から声が上がった。

『て！　敵襲！　敵襲──っ！』

　真っ先に戦騎装が列から飛び出す。砲撃部隊を背に置くように全周を警戒した。

『なんで、こいつらが！』

　マリスだ。それも一〇〇や二〇〇ではない。三〇〇〇匹を超す怪物たちが、視界を埋め尽くす波は濤とうとなって、この街に押し寄せてきていた。

『そ！　総員！　戦闘準備！』

　すぐに鳴り始める砲声と銃撃。飛び出していく戦騎装たち。

　満まん身しん創そう痍いの四〇〇〇人が、戦闘に巻き込まれていった。







　四機が山中で街の様子を窺うかがう。街は大規模な遭遇戦へと発展しつつあった。

　山やま武たけとオルソンの声が森中に響き渡る。

『俺おれらを餌えさにして逃げやがって！　仕事しろよバーカバーカ！』

『スター小隊必殺！　【いっぱい人を巻き込んで、戦闘を押しつけて逃げる】よ！』

　ヘキサはどうしてもマリスを引き寄せてしまう。それは広大に広がるこの地でも同じ話だ。ユーコン基地に辿たどりつくには、子団の壁を何とかせねばならない。

　そこでスター小隊は、大群を集めるだけ集め、あの廃はい墟きよの街へと誘導したのだ。

　無理やりにでも逃げようとする部隊を戦闘へ引きずり込むために。

　葵あおいのゴーレムはこの山中で待機していた──

　コックピットにいる葵は、複雑な面持ちだ。映像通信の大だい地ちに言った。

「……あんたら、何度もこんなことしてきたの？」

『前に機兵部がシリアに駆かり出されたときがあってな。前線がゴチャついてくるほど兵士どもは交戦規定ＲＯＥなんて眼中に無くなる』

　映像の大地は淡々と答えた。

『俺おれらを、馬の前にぶら下げた人にん参じんくらいにしか思わなくなるんだ。置いてかれる、敵と一緒に撃うたれるなんてのは、日常茶飯事だった』

　助けを呼んでもヘキサだから救援が来ない。ヘキサだから敵ごと撃たれる。そんな現実に立ち向かう為ために編み出した、スター小隊なりのサバイバル戦術と言えた。

『頃ころ合あいか……よし、行くぞ』

　大地機のヘッドライトが点灯する。併あわせて他の三機のヘッドライトも点灯した。




　猛然と走る口……そう表現するしかない。ソレはそういう生態をしていた。

　全長二八メートルの口だ。口の左右に馬脚が生え、猛然と地面を蹴けっている。木々をなぎ倒す巨体。地面を掘り、ときには食べて『大口』が前に進む。

　その背中にあるのが『小さな口』だ。白の玉と黒の粒を吐き出していく。

　それらは大気に触れると爆発的に大きくなった。それぞれがルーク・ポーンへと変へん貌ぼうを遂げる。クイーン【変重型】だった。対象物の重力を操ることから、この名が付けられている。変重型を先頭に、跡追いの子団が土煙を上げていた。

　変重型の進行方向……それはユーコン基地へと繫つながっている。変重型はクイーンの中でも、捕食欲求が強く残った個体だ。北アメリカ上陸は初めての事例となる。

　猛然と走る大口の化物。その進行方向が……右へとズレた。追随するマリスの群衆もユーコン基地へ向かうものと、母に付いて行くもので別れ始める。




　四機がなだらかな丘を滑走する。ゴーレムだけが頭二つ分、全長が高い。

　ゴーレムは左手にスイートビー、右手に大型突とつ斬ざん刀とう・カネサダを装備していた。

　十分に距離を稼いだ四人だったが、先ほどからマリスが集まってきていた。

『こんのぉおおぉお！』

　ゴーレムが片刃の大た刀ちを振り下ろす。ポーンが叩たたき斬きられ、黒血が飛び散った。

『なんだよこの機体！　クソ！』

　葵の声にはまるで余裕がない。遅れて、近付いたポーンにスイートビーの銃弾を放つ。

　その隙すきをつき、後ろから別のポーンが飛び掛かる。ゴーレムの腰に、一匹のポーンが取り付いた。すかさず大だい地ちが叫んだ。

『オルソンカバー！』

　オルソン機がすかさず飛び出す。ゴーレムを上りだしたポーンへ向け、走った。

『きゃ！　きゃあああぁ！』

　遅れて葵あおいの悲鳴が上がる。オルソン機が、膝ひざからコンバットナイフを引き抜いた。

『大丈夫よ！』

　ゴーレムに取り付いたポーンの首が飛ばされる──コックピットの葵は、ライダースタイルで息を乱していた。

「なんだよっ……なんだよこのポンコツはっ！」

　葵が操そう縦じゆう桿かんを叩たたく。音声通信で山やま武たけが『部長、落ち着いて！』と言った。

　葵は尖とがった瞳ひとみでメインモニターを見る。

〔警告：メンテナンスモード継続中　戦闘行動は非推奨〕

〔エンジンロックを解除して下さい〕

　警告ダイアログが交互に表示される。それが葵に、苛いら立だちを呼び込んでいた。

「だから、どうやるんだって！」

　このゴーレムは、何もかもが劣悪だった。無駄にデカイだけで操縦はしにくい。特に運動性に関しては最低だ。過重に纏まとった装甲板のせいで、可動域が極端に狭められている。

　葵は汗を流しながらコンソール画面を操作する。しかしメニュー画面──項目別のボタンキー──のほとんどが、指で触れても反応しなかった。

「多分、スタンバイモードのままなんだ。どうやってアクティブにすんだよ！」

　──混乱する葵を乗せ、ゴーレムが丘を下っていく。

　その背後でスター小隊の三機が頷うなずき合う。三機が転身、スイートビーを装備した。

　近付いてきたポーン六匹を、三機が斉射で掃そう討とうする。

『予定変更だ。一いちノの瀬せ、お前はこのまま合流ポイントに向かえ。後続の奴やつらは俺おれらで飛行型クイーンの方まで引き付ける』

　大地の声が上がる。ゴーレムが急停止し、振り返った。

『はぁ!?　私、一人だけ逃げろっていうの！』

　ゴーレムは威嚇するように足を一歩、前に踏み出す。

『見くびらないで！　私は機兵部の部長だよ!?　部下を置いてなんて──』

『今は俺が部長だっ！』

　大地の怒声が葵の声をかき消した。

　三機の風神がゴーレムに背を向ける。眼下に広がるのはマリスの大群だ。

『部長。そのノロマと一緒だと、僕たち、連携が取れないのよ』

　オルソンが優しく言った。山武も続く。

『せっかくまた会えたんだし、皆で生きて帰りてーじゃん？　ここは大だい地ちを立ててやってくれませんかね？』

『オルソン、江え藤とう……』

　ゴーレムから葵あおいの当惑が漏れる。大地機がスイートビーを右手に下げた。

『テンナンバーオメーらの留守中、学園を守っていたのは俺おれたちなんだ。いつまでもテッペン気取りでいるんじゃねーぞ』

　山やま武たけ機とオルソン機が大地機の左右に並ぶ。しばしの沈黙の後、葵は言った。

『死んだら……絶対に許さないからっ』

　そう残し、ゴーレムは再び丘を下る。葵の声は少しだけ涙に濡ぬれていた。

『部長も可愛かわいい声だすじゃん。ヤベ、姐あねさんがいなかったら今ので俺、惚ほれてたかも』

『じゃー山武、ボス争奪戦は脱落ね。ボスは僕が幸せにするよ』

　オープンチャンネルで二人がしばし言い合う。そんな二人に大地が言った。

『わりーな。付き合わせて……女、死なせるわけにはいかねーからよ』

　大地機の肩に、オルソン機と山武機が手を乗せる。大地機が夜空を見上げた。

　三機の頭上には満天の星が広がっていた。大地が言う。

『死ぬには、良い日だ』

　三機は各々、武器を持つ。そして睥へい睨げいする大群へと走り出す。

　大地の言葉の意味を……オルソンと山武だけが知っている。

　それは絶対に生きて帰るという、大地なりの決意表明だった。







　返り血を浴びたゴーレムが滑走する。コックピットの葵はひたすらに合流ポイントを目指していた。葵は操そう縦じゆう桿かんを握りながら悔恨を零こぼす。

「くそ！　くそくそ！」

　本当に情けなかった。あれだけの数に、たった三機で向かうなど……自殺行為だ。

　でも三人は、それが分かって行ったのだ。自分を逃すために。

「もっと、まともな機体に乗っていれば……これが鬼灯ほおずきだったら！」

　葵は悔くやしさに業を煮やす。このゴーレムは、デカイだけの木で偶く人形だった。動くだけで精一杯……戦術機動など、とても出来る代物ではなかった。

　葵は速度を上げる。するとまた警告ダイアログが表示された。

〔警告：メンテナンスモード継続中　戦闘行動は非推奨〕

〔エンジンロックを解除して下さい〕

「うっさい！」

　葵はまた操縦桿を叩たたく。刹せつ那な、警告音アラートが鳴った。

　葵あおいの体温が急激に下がる。サブウインドウが自動的に表示された。ポーンとルークが何匹も……葵のゴーレムを追い掛けていた。







『おーら！　こっちだぁあ！』

　山やま武たけ機が勾こう配ばいのきつい坂道に着地──岩と土が波飛沫しぶきのように舞う。山武機の左右を等間隔で滑るのは、オルソン機と大だい地ち機だ。三機はマリスを森の中へとおびき寄せていた。

　青い装甲に泥を浴び、三陣の風が駆かけ抜ける。

　その坂道を先行団・数十が下り始めた。ポーンが坂道を横転する。犬走りのルークがそれを前足で搔かき飛ばす。大口を開けてオルソン機に飛び掛かった。

『大地！　まだ!?』

　オルソン機が地面を蹴けって跳躍……降ってきたルークの口が、岩盤を食い壊した。

　空中で反転する鉄巨人──その背中から鋼鉄の翼が左右に伸びる。翼のジェット噴射がオルソン機に推進力を与える。坂道スレスレで、オルソン機が滑空する。

　オルソン機が飛びながら、左手のスイートビーを肩にマウントした。

　収納式・短距離飛行ユニット【ウイングダスト】──展開・収納の速さに定評のある飛行ユニットだった。

　オルソン機が翼をしまい、坂道へまた降り立つ。大地が矢のような指示を飛ばした。

『今！』

　膝ひざ下のジェットが青い唸うなりを上げる──三機、全く同時にだ。

　三機が断だん崖がい絶壁から、眼下に広がる山中へ一っ飛び……するとどうだ。

　後続の何百というマリスが、波のように断崖へ押し寄せる。溢あふれ零こぼれた怪物たちが崖がけ下に落下していく。

　三機は枝をざわめかせて、山中に着地する。その間も四方からマリスが集まってきた。ポーンもルークも入り乱れてだ。三機の前方に、ポーンが五匹──

　オルソン機と山武機が左右に広がる。同時にスイートビーを発射……二つの火線が十字を描く。火線に自ら飛び込み、ポーンたちの血肉が踊る。三機の巨大タイヤロードホイールが急回転、柔らかい土を蹴って滑走を始める。

　風神たちが鋭角な機動を描く。九〇度、その進路を左に変えた。

　一〇〇匹を超える先頭団も進路を変える。すると……何十匹というマリスが横転した。玉突き事故の要領で横転が連鎖する。

　怪物たちは、自ら作る大波に溺おぼれていく。詰まりが詰まりを呼び、群体全すべてに遅滞という病気を振ふり撒まいていった────

『どっこいしょ[image: ][image: ]っ！』

　オルソンの声と共に、土まみれの三機が小川を踏み抜く。

　周辺は、岩肌が露出していた。戦せん騎き装そうよりも大きな自然石がゴロゴロと転がっている。腿ももまで川に浸つかり、三機は頭部を上に向けた。

　雄大な渓けい谷こくだった。崖がけの高さだけで七〇メートルはある。

　森の木と、岩壁に挟まれた、大自然の恵みの光景だった。

『来るよ！』

　オルソン機が真っ先に走りだす。川底を蹴けって飛び出した。山下りの次は川下りだ。

　渓谷にマリスが雪な崩だれ落ちてくる。転落の衝撃で圧死する個体が続出した。小川にマリスの黒い血が混じり始める。

『ワイヤー機動に切り替える！』

　大だい地ちが命じる。三機の左腕──手首の付け根部分──から、十字のスパイクが射出された。スパイクが三つ、岩盤を穿うがつ。

　スパイクの尻しりからしなるのは鋼鉄のワイヤーだ。風神カスタムの肘ひじ部分から強いモーター音が鳴る。三機の巨体がワイヤーに引っ張られる。

『このまま抜け切るよ！』

　オルソンが叫んだ。

　三機は跳躍以上のスピードと距離を稼ぐ。映画のワイヤーアクションさながらの動きだった。三機の風神が、今度は渓谷を跳び始める。

【ロープグラップル】──山岳戦用の装備を改造したものだ。通常は難所における牽けん引いん作業に使われる。しかし、三機のワイヤーは驚異の牽けん引いん力りよくと、巻き取り回転率を誇る。

　前方・後方の崖からマリスが流入してくる。まるで小川を埋め立てようとする土砂のような光景だ。でも三機は見抜きもしない。ウイングダストとロープグラップルを併用し、深い谷をぐんぐん進んでいく──

　コックピットで汗だくの大地が命令する。

「野郎ども！　このまま──っ」

　大地は不意に言葉を切る。束つかの間まに生まれてしまった隙に今更、気付いた。

「……？」

　視界の端を何かが横切った気がした。怖おぞ気けを抱えて、大地は首を横に向ける。

　巨大で茶色い魚顔が……サブモニターに映っていた。

　──雄、ナイト？

　空飛ぶシーラカンスが大口を開ける。大地の瞳どう孔こうが広がった。

『大地ぃぃいぃいぃ！』

　山やま武たけの叫びが大渓谷に響き渡った。







　大だい地ちたちと別れた葵あおいは単身、合流ポイントを目指していた。

『く！』

　ゴーレムから苦く悶もんの声が上がる。

　なだらかな丘がどこまでも続く。ゴーレムは広大な丘陵地帯を進んでいた。それを追うのは何十という怪物だ。そして、怪鳥のシルエットもその中に混じっていた。

「きしゃああ！」

　有翼のポーンが降ってくる。肉の翼を羽ばたかせて滑空した。

『邪魔ぁ！』

　ゴーレムが頭上で刀を振る。有ゆう翼よくポーンが、翼ごと上半身を両断された。真横に迫った、有翼ルークの顔面を、スイートビーで穴だらけにする。

　ゴーレムが進む中、丘陵に地響きが起こり続ける。空から有翼ポーンと有翼ルークが降下していた。二者は着地と同時に走りだす。ゴーレムに乗る葵を目指して。

　クイーン種には、海洋生態・飛行生態の個体も存在する。ビショップは海洋型クイーンから生まれ、ナイトは飛行型クイーンから生まれる。

　飛行型のクイーンはナイトを産む他に、もう一つ大きな特徴を持っている。

　それは子団の飛行能力──ナイトだけでなく、ポーン・ルークも空を飛ぶのだ。

『来るな！』

　ゴーレムが大きさにモノを言わせて、ポーンを頭から踏ふみ潰つぶす。更に刀を振った。振った刀が有翼ポーンの足を切り、胴体を裂いた。

　外部スピーカーを通し、葵の叫びが木霊こだまする。

『来るなぁあ！』

　返り血で真っ黒になったゴーレム──刀を無む茶ちや苦く茶ちやに振り、銃弾をばら撒まく。

　一匹のポーンが跳び付き、二匹目が取り付き……ゴーレムの装甲を齧かじり始める。それでも葵はゴーレムを動かす。ポーンを貼はり付けたまま進もうとした。

　真横から有翼ルークが突進してくる。

『きゃああぁああ！』

　ゴーレムの巨きよ軀くがポーンごと突き飛ばされる。ゴーレムが地面に沈んだ。すると有翼ポーンの群れが、一斉にゴーレムへと飛び掛かっていった。







　大地機から鉄の軋きしみが上がる。大地機のアイカメラはまだ消えていなかった。

『ぐぉおおおおおおおおおおおおお！』

　雄ナイトの上うわ顎あごを、鋼鉄の両腕が押し上げる。下した顎あごを四股で踏み支え……大地機は雄ナイトの嚙かみ付きに耐えていた。

　大だい地ち機の機体がみるみる丸まっていく。四し肢しの関節から火花が上がり始めた。

『長くは、持たねぇっ！』

　大地が叫びをあげる。すぐさまオルソン機と山やま武たけ機がウイングダストを展開した。

『こいつ、むちゃくちゃデカイよ！』

『オルソン！　目だ！　怯ひるませるぞ！』

　その雄ナイトは風神の四倍近くある。

　二機が膝ひざからコンバットナイフを引き抜く。大地機を食おうとする雄ナイトに飛び掛かった。その頭部へ二機がナイフを振り降ろす。

　山武機のナイフが堅甲に当たり、刃やいばがへし折れた。一方、オルソン機のナイフは深々とシーラカンスの眼球に突き刺さる。噴水のような黒血がオルソン機を汚した。

『今ね大地！』

　大地機がウイングダストを展開。更に背部・脚部のブースターを最大噴射させる。

　雄ナイトの両顎あごが嚙かみ締しめられる。間一髪で大地機がその口内から脱出した。

『嫌なモン、混じって来たな！』

　山武が喚わめく。三人の機体は、高機動連携を軸に装備が選定されている。よって、運動を阻害する長物の火砲・刀剣はマウントされていない。あくまで機動戦特化なのだ。

『俺おれらの武装じゃ無理だ！　抜くぞ！』

　大地機が岩壁を蹴けって跳躍、ロープグラップルを前に伸ばす。他の二機も追随する。

　すぐ雄ナイトが飛んできた。三機はウイングダストで飛行に切り替える。

『くっ！』

　大地機が通りすぎた魚影に七〇ミリ榴りゆう弾だんを撃うちこむ。オルソン機もすぐに加勢する。

　榴弾が二発、雄ナイトに命中した。黒煙に雄ナイトが包み込まれる。

『もしかして！』

　オルソンが言った。しかし、黒煙の中から大口をあけたシーラカンスが、オルソン機目がけて飛び掛かってくる。オルソン機はワイヤーを伸ばして緊急回避した。

『七〇ミリが無理なら、他に効きそうな武器なんて無いぞ！』

　滑空する山武機から弱音が漏れる。三機を無差別に襲う雄ナイト──

　コックピットで大地は一秒間の思考をする。

　背後には一〇〇〇近い大群が迫っている。雄ナイトの相手をしながら後続のマリスから逃げ切れるか？　無理だ。追いつかれたら確実に死ぬ。

　つまり、この雄ナイトは、絶対に排除しなくてはならない。

「オルソン、山武。隙すきを作ってくれ。俺がなんとかする」

『『はぁああぁ!!』』

　途端、二人から悲鳴が上がった。

『待てよ！　こいつの堅甲、はっきり言っておかしいから！　ナイフ、たった一突きで刃やいばがへし折れたんだぞ!?　無理だって！　進路変えようぜ！』

『僕も山やま武たけと同意見よ！　足や翼でも齧かじられたら、堪たまったもんじゃないね！』

　反論する二人に、大だい地ちは重々しい声で言った。

「どの道、こいつをどけなきゃ、俺おれらは後続の奴やつらに踏み殺される。今の状況で誰か一人が死ねば……全員死ぬ」

　途端に二人の顔色が変わる。大地の額から汗が滲にじんだ。

「『見えない不安が心を殺す。未来までも殺すんだ』」

　大地の言葉に、画面の二人がハッとなる。

「総隊長の言葉を思い出せ……未来を決めんのはいつだって自分だ。そいつが持つ、意思の強さだ」

　大地は機体を動かしながら、一言……「頼む」と言った。

　すると二人の顔付きが変わる。弱気の虫は、もうその顔にない。

　悪ガキ共はいつも見てきた。誰よりもしっかり。誰よりも目を凝らして。

　エイルン＝バザットの生き様を。

　彼が誰よりも優しかったのを三人は知っている。彼が誰よりも強かったのを三人は知っている。そして彼が誰よりも勇敢だったのを、三人は知っていた。

　やがて……山武とオルソンが力強く頷うなずく。

　大地は「へ」と笑う。コックピットモニターに躍り出た雄ナイトを見る──

　三機が、渓けい谷こくの三方へ散った。大地が口火を切る。

『五秒で決める！』

　山武機がウイングダストを伸ばす。雄ナイトの真上……並走するように舞い上がった。

『魚面ぁ！　あんま人間さま、舐なめてんじゃねぇぞ！』

　山武機が雄ナイトに飛び付く。そのまま両足の巨大タイヤロードホイールが急発進した。山武機の膝ひざからコンバットナイフが射出──最後の一本を逆手に持つ。

　頭部を走り抜ける瞬間……山武機のアイカメラが青い軌跡を描く。コンバットナイフの刃が振り下ろされた。

『どっせぇえええい!!』

　巨大シーラカンスの残った右目に、ナイフが突き立てられた。次に雄ナイトの首元に楔くさびが打ち込まれる。ワイヤーに引かれて、オルソン機が雄ナイトに取りついた。

『この鯉こい野郎お！　今から、その鯉鼻──！』

　オルソン機が雄ナイトの頭に右腕を回す。左腕・下に装着する圧縮空気弾砲【インパルス・エア】──その銃口を、雄ナイトの鼻び腔こうにくっつけた。

　これは強風でマリスを吹き飛ばし、進路を確保するために使う武器だ。

　疾しつ風ぷう時代から使う……五番隊の専用装備である。

『Ｆ○ＣＫしてやるね！』

　空気弾が雄ナイトの鼻び腔こうに叩たたきつけられる。痙けい攣れんするように雄ナイトが身をよじらせた。オルソン機が振り落とされる。

　雄ナイトが空中で大口を開け、苦しむように咆ほう哮こうを上げた。

『大だい地ち！』

　落ちるオルソン機から、最後のバトンが大地機へ。既に大地機は飛び上がっていた。

　大地機が腰後ろに右手を回す。携けい行こう地雷を手に持った。

『全機！　離脱準備！』

　大地機は手に持った地雷を投とう擲てきした。地雷は口を開けた巨大シーラカンスの喉のど奥へ……大地機がすぐさま、その場を離脱する。他の二機も大地機を追った。

　巨大雄ナイトは内側から爆発……山やま武たけとオルソンの快笑が渓けい谷こくに響いた。

『『ざまぁあみろぉおおっ！』』







　一方……葵あおいは完全にマリスに包囲されていた。ゴーレムが七匹のポーンに取りつかれている。ゴーレムは地面に膝ひざを付けた状態で、両腕を突き出していた。取り押さえているのはルークだ。ルークは涎よだれをだらだらと垂たらし、ゴーレムの頭部に嚙かみつこうとする。

　悲鳴を上げるように、ゴーレムの関節部からは蒸気が噴き出していた──

　コックピットでは、けたたましい警告音アラートが鳴り響く。赤照明が点滅を繰り返していた。メインモニターには、ルークが進行形で口を開け閉めしている。

「ぐぐぐぐっ」

　葵は奥歯を嚙かみ締しめ、操そう縦じゆう桿かんを押す。ルークとの押し合いに耐えるように。

〔警告：メンテナンスモード継続中　戦闘行動は非推奨〕

〔エンジンロックを解除して下さい〕

　同様に表示される警告のダイアログ。葵の苛いら立だちは頂点に達しようとしていた。

「私、はっ」

　葵はずっと気付いていなかった。

　左下にあるサブモニター──その隅に〔マイクアイコン〕が表示されていたことに。

「私はっ、あの人に」

　マイクアイコンが葵の声に反応し、その目盛りを増減させる。

「あの人に……絶対、あの人に──っ！」

　葵はぎゅっと目を瞑つぶり……大好きな彼の笑顔を思い描く。




「会いに行くんだぁああああああああああぁ！」──マイク目盛りがＭＡＸになる。




「っ!?」

　突如、点灯していた警告ダイアログが消える。代わりに〔解錠マーク〕が表示された。

　葵あおいは瞠どう目もくする。モニターには別の電光文字が表示されていた。

「『エンジンロック、解除』？」

　葵は、無意識に表示された文字を読む。

「『システム鬼灯……【炎一號ごう】』？」

　葵が驚きと共に声を漏らす──ルークと相撲すもうを取るゴーレム。その全身には八匹のポーンが重なるように取り付いている。

　突如、装甲の内側から機動音が鳴った。イィイインと。

　外装内部にあるアイカメラが発光する。腰後ろのリキッド缶が二本、投とう棄きされた。




　次の瞬間、ゴーレムが内側から爆発────全身外装が盛大に弾け飛んだ。
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Ⅸ　炎鬼咆哮









　中国・城郭都市・七しち刀とう。

　夜空が広がる。眼下に広がるのは明かりの消えた街だ。

　官邸のベランダで大和やまとが電話をしていた。手に持つのは軍用の衛星電話である。

『いやー、今回のは助かった。やっぱオメーって、すげぇんだな』

　大和は相好を崩す。ベランダに背を向け、手すりに肘ひじをかけた。すると、窓ガラスから顔を半分覗のぞかせ、こちらを見てくる恋華レンフアに気付く。大きな胸がガラスに押し付けられ、潰つぶれていた。大和は見なかったことにする。

「親っさんから話が来たときは驚いたがな……てっきり恨まれているとばかり思っていた」

　大和は流し目になる。電話の相手は橘たちばな柔じゆう呉ごだった。

『どこかの七なな扇おうぎくんは情に厚いって、氷ひ室むろがよく話していたからな。何か考えがあるんだろうとは思ってたけど……予想の斜め上過ぎてビックリしたぜ。まさか国を作ってたとはなー』

　大和はフッと笑う。顔を横に向けた。

「なんにせよ、無事でよかった……あのスカシ野郎の手を借りたっていうのが腹立たしい話ですがね」

『……やっぱお前んところも行ってたのか。乗ったのか？　あいつらの話？』

　柔呉の質問に大和は口端を持ち上げた。ジンが明ミンに来た、あの日のことを思い出す──
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　恋華は開いた口を、両手で覆い隠す。

　──飛び散るガラス片。──割れて舞ったカップ。──同じく舞ったサングラス。

　握手を求めたジンに対し……大和はガラステーブルを蹴けり壊こわしていた。

「答えはＮＯだ。氷室夏なつ樹き」

　乱暴にソファーに腰掛け、大和が足を組む。ジンは「ふむ」と声を漏らした。

「聞いている間、いろいろと考えた。散々、貴様を利用した後で寝首をかいてやろうか。一ひと先まずは泳ぎ回り、お前の力を計ろうか、とかな……でも途中、どうでもよくなった」

　大和はソファーに手を掛ける。傲ごう岸がん不ふ遜そんにジンを見下ろした。

「貴様に小細工は使わん。正面から叩き潰す」

　それを聞いたバレーナが吹き出す。恋華は思わず、彼女を睨にらみつけた。

「これも……エイルン＝バザットの残した弊害か」

　ジンは独り言のように零こぼす。大和やまとの眼光は、怒りに煮え滾たぎっていた。

「エイルンあいつが命を捨ててまで紡いだ今を……よりにもよって貴様が測るな」




　忘れた日は無い……共に並び立ちたかった、あの肩の在あった位置を。

「今を受け継ぎ、先へと繫つなぐ者がいる……幸せの形を勝手に決めて押し付けるとか、お母さんですか貴様。こちとら、元服はとうに過ぎてるんですよ。自分の尻しり、他人に拭ふいてもらうとか、どんなプレイですか、ソレ」

　強くてお人よし。底知らずのバカ野郎。でも一緒に歩いたら何ど処こへ行けるのだろうか。そんな期待が持てた。今だから言える……大和は、エイルンに魅ひかれていた。

「国を作り、軍を挙げ……義塾は必ず俺おれが取り戻す。俺がアイツらから奪った日々は、利子を付けて俺が返す。誰が貴様の手など借りるものか」

「大和……」

　心配する恋華レンフアを脇に置き、七なな扇おうぎ大和は宣誓する。

「今は生かしておいてやる。せいぜい高い場所から見下ろしていろ。じきに嫌でも俺を視界に入れることになる。全部が終わったら、その素っ首、必ず俺が叩たたき落おとす」

　大和の冷えた眼光がジンを刺す。ジンはサングラスを拾う。小さな笑みを零した。

「残念半分、嬉うれしさ半分か。この手を取られたとき、俺はお前の評価を下げねばならなかった。それがどうだ……お前の評価はまた上がった」

　ジンは再びサングラスを掛ける。

「その上から目線、いい加減なんとかなりませんかね。本当にイライラするんですが？」

　大和は刀の鞘さやで床を突く。小さなガラス片が散った。

「一年の修羅道が小さき猫を獅し子しに変えた。だが蒙もう昧まいな獅子が神によって頭を砕かれる神話もあるだろう。上からの棍こん棒ぼうには気をつけろ……若い奴やつがよくやる過ちだ」

　そう言ってからジンは立ち上がる。その外がい套とうを翻した。

「ご忠告どうも。ところでその背中、ぶった斬ぎっていいですか？」

「小こ癪しやくなガキだ。明みよう星じようは預ける……好きに使え」

　こうして、一人のメシアとリベレイターは道を違たがえる──
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　同時刻──某国・某格納庫。

　グラン三号から右腕が取り外される。ゴリラ腕がウインチに吊つるされ、平行移動する。

　全面改修オーバーホールでグラン三号の整備が行われていた。機体の下から柔じゆう呉ごが出てくる。手には軍用電話。クリーパー──キャスターのついた寝板──に背を預けて。

　頰ほおにはオイル汚れが付いていた。軍手を嵌はめた左手で、柔じゆう呉ごは額の汗を拭ぬぐう。

『雇用形態にブラック臭を感じたから蹴けっただけだ。断じてあのお人よしは関係ない』

「はは。言ってろ言ってろ」

　柔呉は胡坐あぐらをかき、傍そばに置いてあった水筒に手を伸ばす。

『頼まれたあの機体は、中国軍が北米支援で送った物資の中に紛れさせた。上海経由で送られているはずだから、万一足がついても、俺おれたち明ミンが出所と思うはず……一いちノの瀬せグループや、親っさんのいる会社にも辿たどりつかんだろ』

「よくバレなかったなー。そこが中国クォリティとでもいうのか」

『現政府に恨みを持っているヤツは、外だけでなく、中にもたくさんいるって話だな。皆、大嫌い、王黄龍ワン・フアンロン、さまさまだ……後は現場の工作員とやらが、上う手まいこと一ノ瀬にアレを届けてくれれば、もう俺たちに出来ることはない』

　柔呉は電話を首にかける。それから水筒の中身をカップへ……アツアツの味み噌そ汁しるがカップを満たしていく。味噌汁から上がる湯気が、柔呉の食欲をそそった。

「うちのおっかない嫁さんも行ったから大丈夫だとは思うんだけどなー」

　言って柔呉はカップに口を付ける。「かーっ！」と旨うまそうに声を上げた──
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　規格外十番テンナンバーの日向ひなたと月げつ下かはあの日、アギトから誘いを受けていた。

「もうどうするかなんて分かっているんだろ？　結局、ヘキサの居場所はヘキサの中にしかない。だから俺たちと来い」

　アギトの手を見る日向。答えに困こん窮きゆうし、どうすればいいか分からないといった表情をしている。そのとき……アギトの背後を見て、日向は胸を突かれた。

「なーなー」

　ポンポンと肩をたたかれ、アギトが振り向く。




　顔にめり込む握り拳こぶし────アギトの身体からだが吹っ飛ばされた。




　アギトがびしょ濡ぬれの甲板に転がる……そこにはかつての友が立っていた。

「あ、アナタ」「ヒュ～♪」

　日向が狼ろう狽ばいし、月下が口笛を吹く。橘たちばな柔呉が糸目でアギトを見下ろしていた。

「日向こいつの旦那は俺だぞ？　人の嫁に、いかがわしい勧誘してんじゃねーよ」

「……ブチョー。ここは理性的に考えるところだ。俺は何一つ、悪い話はしていない」

　アギトは口元の血を拭う。ゆっくりと立ち上がった。

　一方の柔じゆう呉ごは糸目を開く。その目を見て、アギトの瞳どう孔こうが開いた。

「テメーは俺おれのダチ公、殺したろうがぁ！」

　極大の怒声が轟とどろく。言われたアギト、日向ひなた・月げつ下かも息を吞のんだ。柔呉は尚なおも吠ほえる。

「そんなヤツ！　どうやって信じろってんだぁ！　えぇえ!?」

　ダチ公──それはエイルンのことだった。柔呉は日向に「いくぞ」と言う。

「こいつの重荷になったつもりはねぇ。今は食わせてもらってるが、いつか絶対、俺が楽させてやるんだ。部外者が人の幸せ、決めつけるんじゃねぇって」

　それを聞いた日向に涙が込み上げる。日向は声を抑えて泣き出す。柔呉の腰に抱きついた。柔呉は労いたわるように日向の背中を擦さする。アギトは肩をすくめて背を向けた。

「俺はブチョーと吞むの……結構好きだったんだがな」

「俺もだ。ちゃんとそっちが全部話して、俺が納得できたら、また吞もう」

　男が二人、互いに背を向け合う。アギトは静かにアモンの方へ歩き出す。

「嫁さん、助けてくれてありがとな」

「どーいたしまして」

　互いの言葉を背に浴び……二人は別々の道を歩み始める──





　　　　＊＊＊＊＊






　大和やまとは電話先から、何かをすする音を聞いた。

「ん？　親っさん、食事中だったか？」

『んにゃ、作業中。愛妻味み噌そ汁しるが旨うまくてさー』

　大和はそれを聞いて、死ねばいいのにと思った。今度は大和が質問する。

「……それで？　結局、搭載されていた新動力の起動方法は分かったのか？」

『あーアレ？　アレね……結局、声だった。そういやアイツ、昔のロボットアニメのノリとか好きだったなーって。必殺技とか叫ぶやつ』

　それを聞いて大和は閉口する。二人が話しているのは、葵あおいに届けた戦せん騎き装そうの話だった。

『運搬時は整備モードで送ってる。エンジン起動したまんま、送るわけにはいかんし……一応、装甲付けまくって、うんと堅くしといた。デカイだけ、重いだけの木で偶くになってるけど……ま、メモ書きをコックピットに貼はり付けてきたし、大丈────何だこの紙？』

「そこだけが懸念要素だったからな。さすがは親っさんだ」

　大和は安あん堵どしたように言う。

「メモ書きを貼ったつもりが、まさかポケットに入れ忘れていた、とかしない限りは大丈夫か」

『ウ、ウン。ソウダネ……デモ、一いちノの瀬せ、ヨク叫ブシ大丈夫ダヨ』

「どうした？　急に喋しやべり方かたが変になったぞ」

　あの戦せん騎き装そうは、ある人物が設計した試作機だった。水す久く那なが橋渡し役となり、その人物と一いちノの瀬せ重工を繫つなげる。完成した設計図を基に、一ノ瀬重工が機体を開発したのだ。

　ＯＳ類などの最終調整は柔じゆう呉ごが受け持つ。完成した機体を受領した大和やまとが、独自ルートで北アメリカまで届けさせたのだった。

「鬼灯の花は二度咲いた……あとは、一ノ瀬次第だ」

　大和は電話を持ちながら夜空を仰ぐ──







　北アメリカ・ユーコン準州。

　そこは森林部の奥にある湖だ。周りに生きものの気配はない。不意に……湖面が盛り上がっていく。同じく、湖の中から巨大な何かが飛び出した。




　──飛び散った外装。──転がるポーンの群れ。──全身をズタズタに引き裂かれた、ルーク。

　平原に一機の戦騎装が立つ。全長は一六・八メートル──戦騎装と呼ぶにはあまりにも大きい。全身を黒と赤で塗る。そのコントラストが暗あん澹たんとした力強さを感じさせる。

　額から伸びる二本の長いセンサー系は、まるで角。下した顎あごから、牙きばを伸ばしたデザインとなっている。その様よう相そうはまさに【鬼】だ。

　外部スピーカーを通して葵あおいの声が流れる。

『これって、まさか……鬼灯ほおずき？』

　ゴーレム改め、【鬼灯】の両肩のブースターが起き上がる。かつて付けていたものよりも大きく、厳いかついデザインになっていた。特大ブースターと併装されているのは筒状の鞘さやだ。両肩の鞘に、刀が三本ずつ差されている。

　右肩に【炎】──左肩に【一號ごう】──。それぞれ墨字の意い匠しようが刻まれる。

『っ!?』

　鬼灯が頭部を持ち上げる。頭上から雄ナイトが迫ってきていた。更に、その後方では吹き飛ばされたポーンとルークが起き上がる。

『武器！　何か武器！』

　葵の慌て声と共に、鬼灯が右肩から刀を抜く。柄つかのない太た刀ちだ。それは外気に触れるや振動を始める。振動の音波で大気が揺れた。

　更に、腰後ろにある球形ユニットメイン動力炉が回りだす。螺ら旋せん状じように光を発し始めた。鬼灯の全身が、オレンジ鬼灯色に淡く光る。

　一方で雄ナイトが上空から迫った。鬼灯との距離を五メートルまで詰め、大口を開ける。

　交差の刹せつ那な……鬼灯ほおずきは水平に振動太た刀ちを振り抜く。

『やぁ！』

　葵あおいの掛け声と共に、巨大シーラカンスが真っ二つにされる。

『すっ……ごっ！』

　砲撃でも破れない雄ナイトの堅甲──鬼灯の太た刀ちは、それに鋭利な断面を入れ、中の肉まで引き裂いていた。黒血を噴き出して、雄ナイトが地面に激突する。

　続けざまにポーン八匹とルークが迫ってきた。

『よく分かんないけどっ！』

　鬼灯の下した顎あごがガコンと落ちる。アイカメラが赤く発光した。鬼灯の口内に紅ぐ蓮れんの火種が生まれる。葵が『いっけええぇえ！』と叫んだ。




　灼しやく熱ねつの息吹いぶき────燃え盛る炎がポーンとルークを覆い尽くした。




『火ぃい!?!?』

　業火に吞のまれた九匹が倒れる。

　自機よりも大きなルーク含め、死し骸がいは全すべて黒炭と化していた。

『凄すごい……いったいなんなの、この機体』

　口部から熱風が噴出される。鬼灯の口が自動的に閉じた。

　かつての葵の専用機・鬼灯は、もともと瘦そう身しんのデザインだ。しかし、この鬼灯は何をとっても大きく、逞たくましい。例えるならば、赤と黒に塗られた鬼武者だ──

　当惑を隠せない葵……するとコックピットモニターの右側に映像データが再生される。

『やほー葵ちん！　元気してたー!?』

　ノーブラにタンクトップ。白衣姿の少女が手を振る。現れたのは、氷ひ室むろ義塾が誇るマッドサイエンティスト──【兵器の四アームズ・フオー】の伏ふし見み飛鳥あすかだった。

「飛鳥!?」

　葵は驚きを隠せない。飛鳥もまた、アギトと同じく一年前から消息を絶っていた。

「アンタ！　今までどこっ」『びっくりした？　ねぇビックリした!?』

　葵は言葉を切る。すぐに気づいた。

「これ、ビデオデータ？」

『う[image: ][image: ]ん。どこから話せばいいか。とりま、ざっくり説明するよ？　コレ見てるってことは今、戦闘中だろうし』

　葵は胸中で頷うなずく。

『今、葵ちんが乗ってるのは、鬼灯ちゃんに新概念の兵装なり動力を満載した、後継機。その名も【鬼灯・炎一號ごう】……史上、二体目の第五世代機フイフスシーズンだぜ！』

「第五世代機フイフスシーズン！　マジ!?」

　葵あおいは仰天のあまり、声を裏返らせた。現行の最新鋭機は第四世代機フオースシーズンである。飛鳥あすかは誰にも為なし得えなかった第五世代機フイフスシーズンを完成させたと言ったのだ。飛鳥は続ける。

『ちょっと右のステータス画面みてちょ？』

　葵は右のサブモニターを見た。鬼灯ほおずきのステータス状態が表示されている。下の方には〔546h〕と表示されていた。葵が絶叫する。

「活動限界・五四六時間!?　時間アワーっ!?　秒セカンドでも分ミニツツでもなく!?」

『今の鬼灯ちゃんには僕の【トイズナインス】って新動力が積まれているの。これがぶっ壊れない限り、鬼灯ちゃんはいくらでも動き回れるよん。パワーだって桁けた、一個増えてるはずだぜ！』

　ビデオの飛鳥が白い歯を見せ、サムズアップする。

「出力二五〇〇〇!?　鬼灯の四倍以上……なんだ、コレっ」

　葵は絶句する。サイズだけではない。鬼灯・炎一號ごうのポテンシャルは、既存の戦せん騎き装そうという枠から完全に逸脱していた。一方、映像の飛鳥の顔には陰が差していた。

『実はさぁ……内心、けっこうムカついてたんだよねー』

　葵は飛鳥の顔を見て息を吞のむ……飛鳥の目は完全に据すわっていた。

『ネイバーなんてチート規格だけでもアレなのに、ネイバーをぶっ飛ばせるエルフィーナちゃん？　それさえも倒しちゃう、大魔王さま？　異世界のオーバーテクノロジーだがなんだか知らないけど……もういい加減にしろって感じ』

　葵は知っている。飛鳥は根っからのアーティストだ。自分の作品に絶対の自信を持っている。その上をいく、兵器の存在に飛鳥は腹を立てているのだ。

『僕のことなんて、丸っきり眼中にねーじゃん』

　画面の飛鳥は伏し目がちになる。葵は「飛鳥」と声を零こぼした。

『あとはまぁ……ヒムロンにも言われちゃったしね。僕の作った発明が人々を幸せにするって。アレけっこう嬉うれしかったんだよね。そんな風に言われたの、初めてだったし……遺言みたいになっちゃったけど』

　言って飛鳥は声を小さくする。葵は胸が少し締め付けられた。

『とまぁ！　頭の中、ぐるぐるしてたらインスピ湧わいて、出来たのがソレってわけさ！』

　飛鳥は調子を戻して、こちらを指さす。

『葵ちんとは親和性がすごく高いはず……というより、葵ちん以外の人乗せても鉄クズだからね、ソレ。あと僕はちゃんとレシピ書いてるから、もし不備があったとしたら、取引先の一いちノの瀬せ重工にクレームあげてね！　実際に作ったのは葵ちんのジッちゃんだから！』

「……お爺じいさまが？」

　映像の飛鳥はもう二言、三言、注意事項を言う。最後は子供みたいに笑った。

『僕のグランテンスには勝てないだろうけどー！　ま……それでもなかなかの自信作だから。大事に乗ってくれないと自爆装置くっつけちゃうぜ？』

「……うん。分かった」

　飛鳥あすかが『またね！』と言って、ビデオデータが終了する。

　葵あおいはゆっくり面を上げた。「さて」と……その目に獰どう猛もうな怒りを宿して。

　葵は武装コンソールの〔ライフル〕アイコンを押す──

　鬼灯ほおずきが腰後ろに手を伸ばし、リボルバーライフルを装備した。

『さんっざんっ、好き放題してくたよねぇ？　テメーらさぁ』

　リボルバー式徹てつ甲こう榴りゆう弾だん砲【ヤキゴテ】──かつて使っていたクロガネよりもずっと大きなライフル砲だ。シリンダーが自動的に回る。八八ミリの徹甲榴弾が装そう塡てんされた。

　これは戦車の装甲さえもぶち抜く。タンクキラーと呼ばれる砲弾だ。

『もう逃げるの止やめた……誰がテメーらなんかに遠慮するか』

　睥へい睨げいするは、雄ナイトとルーク・ポーンの群影である。そのずっと後ろ……要よう塞さいのような巨影が浮かんでいた。それは、もう一匹のクイーンに間違いなかった。

『正面突破だ』

　右手に振動太た刀ち。左手にライフル砲を持ち、鬼灯・炎一號ごうが発進する。

『もう一年以上も待たされたんだ……もう一秒だって待ちたくないっ』

[image: ]

　鬼灯ほおずきのアイカメラが光る。一〇〇〇を超える軍勢に、一機の大鬼が飛び込んでいった。

『テメーらとっととぶち殺して、私はあの人に会いに行く！』




　傷だらけになった風神カスタムが滑走する。三機は既に渓けい谷こくを抜け、森林部に突入していた。大量のマリスを引き連れ……クイーン【変重型】が森を踏み荒らす。

　三人は陸上のクイーンの陽動に成功していた。

　狂走する変重型が雄お叫たけびを上げる。前方を走るオルソン機がふわりと浮かんだ。

『おああぁああああああああ！』

　変重型の大口に、オルソン機が吸い込まれる。大だい地ち機と山やま武たけ機がウイングダストを展開、すぐさま反転飛行した。二機が変重型の両サイドに回り込む。

『大地！　カバー！』

　山武が叫び、七〇ミリ榴りゆう弾だんを発射する。遅れて大地機も。二発の榴弾が変重型の馬脚を吹き飛ばした。変重型の本体が地面に沈む。するとオルソン機が自由を取り戻す。

　オルソン機はロープグラップルを伸ばした。前方にあった巨木に刺さる。オルソン機の腕の内部モーターが回った。オルソン機が猛スピードで牽けん引いんされ、着地と同時に滑走する。

『ごめん！』

　変重型は重力操作をするクイーンだ。対象の重力を操作し、その口内に納めようとする。そこで三人は、クイーンが重力操作をする度に、他の二機がその馬脚を吹き飛ばす。

　この作業を三人で回すことで生き延びていた。大地の声が流れる。

『あの機体の反応だ……一いちノの瀬せはまだ生きている！』

　オルソン機に、大地機が並ぶ。遅れて山武機も。追ってくるのはクイーンと三〇〇以上の子団だ。三人は追われてしかし、ほんの僅わずかだけ、余裕が生まれつつあった。

　この森に、飛行型クイーンの子団が集まってきたからだ。

『雄ナイト！』

　山武機が、飛びかかってきた雄ナイトを飛び越える。雄ナイトは旋回しようと躊ちゆう躇ちよを見せた。しかし……そのまま後続のマリスへ飛びかかって行く。山武が声を上げた。

『よし！　よし！』

　雄ナイトが後ろを走っていたポーンの上半身を齧かじりとった。

　他にも左右・上空から有ゆう翼よく型のポーン・ルークが降下してくる。スター小隊がその攻撃を避よける度に、そのまま後続のマリスと戦闘を始めていた。

『山武の狙ねらいが当たったね！』

『でしょお!?』

　オルソンと山武が声を上げた。そう……共食いが起こっているのだ。

　飛行型の子団がいなければ三人は既に、変重型に喰くわれていたことだろう。

『このまま逃げ切る！』

　大だい地ちの命令に二人が『『おう！』』と応こたえる。三人は着実に出口へと近付いていた。




　同じ頃ころ、丘陵地帯は一〇〇〇対一の大合戦場となっていた。

『吹っ飛べぇ！』

　鬼灯ほおずきがヤキゴテを正面にぶっ放す。弾が直線上にいる敵団を貫いた。

　──胸に大穴を開けるルーク。──上半身を無くしたポーン。

　更に数百メートル先で大爆発が起こる。背後からの爆風に、グループ単位でマリスが吞のみ込こまれていく。近寄る者は、右手の太た刀ちの餌え食じきとなった。

『遅っせえぇ！』

　鬼灯の振動太刀が半円を描く。五匹が一刀で死し骸がいに変わった。

　三面戦術合戦刀【業ごう火か】【裂れつ火か】──鬼・灯・花の三種の刀剣を蔵する、ブレイドユニットだ。今、使っているのはそのうちの一種。

　高周波振動刀【鬼】──超高速で振動する刀身は、特殊装甲板すら容易に断たち斬きる。それは雄ナイトの堅甲も、蟹かにの甲羅みたいに引き裂いていた。

　鬼灯がライフル感覚で徹てつ甲こう榴りゆう弾だんを撃うち出していく。扇おうぎ状に五発放った。

　直線弾道が敵団を引き裂く。後追いの爆発が更に敵を食い殺す。密集行軍のマリス相手に、その効果は絶大だった。ヤキゴテのシリンダーが、湯気を上げて真横に投とう棄きされる。

　鬼灯が転身……振り向きざまに両りよう腿もものショットガンが持ち上がった。

　展開と同時に発射────六〇〇発の散弾が、背後に迫った九匹をハチの巣にした。




　鬼灯の両腿から空のソケットが投棄される。

『宙ちゆう臣しん蔵ぐら！』

　葵あおいが叫ぶ。すると背後から円形の浮遊ユニットが低空飛行で鬼灯に接近する。大きさにして鬼灯と同じくらい。常時回転しており、ＵＦＯのようなフォルムをしている。

　ＵＦＯから何かが射出された。鬼灯のヤキゴテに新しいシリンダーが嵌はめこまれる。

　鬼灯がすぐにヤキゴテを構え……真横にぶっ放した。

　宙臣蔵は、また鬼灯から一定距離を空ける。

　自動追尾弾薬ユニット【宙臣蔵】──炎一號ごう専用の弾薬コンテナとなる。

　リロードすれば、先ほどのように補給をしてくれる。ＡＩが搭載されており、敵のいない──または少ない──場所へ、自動的に位置取りをする。

　その運搬弾薬量──およそ五万発。

　この宙臣蔵がある限り、鬼灯が弾切れを起こすことは事実上ない。それが意味するのは。

『かかってきなよ！　ホラぁ！』

　斬きって、吐いて、ぶっ放して、ばら撒まいて……血風血路を開く無双っぷりだった。

『テメーら全員、ひき肉になるまで！　私もコイツも止まんないよ！』

　鬼灯ほおずきが再び火か焰えんを吐き出す。二〇匹が火ダルマになって炭化した──

　コックピットにいる葵あおいは現在、全神経が研ぎ澄まされていた。

「ッ!?」

　反射的に右操そう縦じゆう桿かんを引く。鬼灯が右旋回するとコックピットモニターに雄ナイトのアップが映る。葵はそれを確認する前に、左のトリガーを絞っていた。

　コックピットモニターで雄ナイトの顔面が爆はぜた。鬼灯が至近距離でヤキゴテを撃うったのだ。葵の脳髄には、チリチリした感覚が走り続けていた。

　思考の排除。反射行動。感覚専従─────全すべて直感の赴くままに。

　そして、それこそが【炎の一フレイム・ワン】の武器選択の速さに繫つながっている。




　これが一いちノの瀬せ葵の持つ異能────【第六感センス】




　それは最良の行動選択能力。

『選んだ武器』『殺した順番』『移動した距離』全てが最良へと帰結する。

　飛鳥あすかが、葵をエイリアンと評したのもここに秘密があった。氷ひ室むろ義塾の研究レポートによると、戦闘時の葵の行動選択の正答率はおよそ九割だ。

　だから葵は鬼灯を乗りこなせる。たとえ、動体視力では大きく月げつ下かを下回っていても。

　直感で撃って。直感で斬って。直感で避よけている──五感で拾いきれない部分は、拾わなければいい。

「こんなんじゃ全然っ！　食い足りないよ！　こちとら、ずっと頭に来てたんだ！　どんどん掛かってきな！　テメーら、一匹残らず嚙かみ千切る！」

　一人軍隊・炎の一フレイム・ワンが咆ほう哮こうを上げる。炎は鬼と暴れるだけだ。ただ身勝手に。ただ放ほう埓らつに。知性なき大鬼も、間違わなければ覇道を歩み始める。

　そうして得たのが【氷室義塾最強】の称号だった。

「っ！」

　中央突破する葵は何かに気付く。「ハッ！」と獰どう猛もうな笑いを浮かべた。

「見ぃつけ……た」

　コックピットモニターに核大画像が表示される。

　モニターには、要よう塞さいのように大きなクイーンが映り込んでいた。クジラに六枚の翼を生やしたような全容をしている。腹部にもう一つ、大きな口を付けていた。

　クイーン【有ゆう翼よく型】──飛行型クイーンの中では、最も発見例の多い個体である。

　葵がぎらついた双そう眸ぼうでモニターを確認する。

　夥おびただしい死し骸がいの山。右へ景色がシフトした。ポーンが跳躍、飛びかかってくる。でも葵あおいは既に操そう縦じゆう桿かんを倒していた。寸秒後、画面内のポーンが袈け裟さ斬ぎりに両断される。

　気付けば周囲のマリスは掃そう討とうが完了していた。大だい地ちから『一いちノの瀬せ！』と通信が入る。

『こっちは三人とも無事だ。今、クイーンを釣ってそっちへ向かってる。お前の方は？』

　音声のみの通信である。葵は内心で胸を撫なで下おろす。周囲を警戒しながら即答した。

「ゴメン。迷惑かけた。もう足手まといにはならないよ……そしてこっちもお出まし」

　葵はメインモニターの有ゆう翼よく型を睨にらむ。

「高度一二〇〇メートル付近で見下ろされてる」

　葵は改めて武装コンソールを確認する。他に何か、装備がないか探した。

『山やま武たけの仮説が当たった。こっちでは潰つぶし合あいが起こってる』

　葵は心の中で拳こぶしを握る。このままクイーン同士をぶつけられれば……そう思いながら武装コンソールを探る。すると〔翼〕アイコンに葵の目が止まった。

「？　肩のブースター、切り替え式だ……空中戦!?　え！　鬼灯ほおずき、飛べるの!?」

　サブモニターには、後追いの赤マーカーが全方位から集まってくる。そしてメインモニターに映るクイーンは、高度一二〇〇メートル地点で動きを止めたままだ。

「亜あ賀が沼ぬま！　そっちのクイーンは今どんな状況！」

『……そっちのガキ共が次々とやってきては攻撃を仕掛けている。クイーンは、自分に飛び掛かってきた奴やつだけを食い殺しながら、真まっ直すぐ俺おれらに向かっている感じだ』

　葵に一つの考えが過よぎる。でもそれはマリス戦において、絶対の禁忌タブーだった。

　──敵のクイーンも戦闘中。

　葵の鼓動が強くなる。ドッ！　ドッ！　と。しかし、自分の第六感センスはイケると……無根拠な回答を導きだしていた。

「女は……度胸！」

　葵が翼アイコンを押す。大地に言った。

「三人はそのままこっちに！　あのデカブツは私が墜おとしてくる！」

『はぁ？　おまえ何言って──！』

　大地からの通信を強制的に切る。葵は両りよう頰ほほを強く叩たたいた。

「悪いけど、付き合ってもらうよ！　鬼灯！」

　葵は操縦桿を握り直す──鬼灯の両肩のブースターが変形した。縦に割れてＶ字のフォルムになる。ブースター二基の噴出口が黄色に光り出した。

『鬼ごっこの始まりだ！』

　葵の咆ほう哮こうと共に……今、鋼鉄の大鬼が舞い上がる────







　ユーコン基地の上空には鳥の群影が集まっていた。

　数千、もしくは万という数え切れないほどの大群だ。その影の軍団を突っ切る一筋の光……それこそ、葵あおいが駆かる鬼灯ほおずき・炎一號ごうだった。

　Ｖ字に変形したブースター──黄色のジェット噴射が鬼灯を押し上げる。

　大鬼が振動太た刀ちを振るう。有ゆう翼よくルークが切り捨てられた。向かう先にヤキゴテを撃うち込み、進路をこじ開けて鬼灯は飛ひ翔しようする。

　葵は既に、高度五〇〇メートル地点まで来ていた。

『普通だったら、とっくに撃ち落されてるのにっ』

【高度限界点】──マリス戦域において有人兵器が絶対に超えてはいけない高度を指す。

　軍によって差異はあるが、一般的には三〇メートルと定められている。

　この三〇メートルという数値は、航空戦力に特に敏感な【長射型】のデータを基に定められている。では飛行型のクイーンの場合はどうなるか？

　飛行型のクイーンは通常、無差別物質消去ＩＭＥを撃ってこない。

　給きゆう餌じの範囲が陸だけでなく、空まで広がっているからだ。つまり飛行型クイーンが襲撃した場合、航空戦力を飛ばすことが出来る。だが今回、それが出来なかった。何な故ぜか？

　ユーコンは、陸上からもクイーンに侵攻されていたからだ。

　空のクイーンが無差別物質消去ＩＭＥを撃ってこなくても、陸のクイーンは無差別物質消去ＩＭＥを撃ってくる。そのため、対空戦力を飛ばすことが出来なかったのだ。

　これらの理由が、北アメリカ陥かん落らくの決め手となった根本原因になっている。しかし──

『やっぱり下のクイーン、普通のやつと違う！　亜あ賀が沼ぬまたちに夢中で、無差別物質消去ＩＭＥを撃ってこない！　トゥーレイトだから!?』

　葵の勘が当たる。クイーンは航空戦力に特に敏感だ。原則、何を優先しても撃ち落としにかかる。しかし、変重型はスター小隊を追い続けていた。

　つまり、対空迎撃よりも捕食行動を優先させているということだ。

『よし！　このまま目指す！　……と言いたいところだけど！』

　四方八方どころでは無い。上下合わせて、十方から敵が襲ってくる。いくら鬼灯が突破力に優れているとしても限度はある。また葵自身も航空戦の経験は数えるほどしかない。

『あいつまで！　届かない！』

　雄ナイトの突進で、鬼灯が背後から突き飛ばされる。空中で強引に旋回し、鬼灯がその雄ナイトの胴体を斬きり捨すてた。

　空飛ぶ巨大クジラの下方……空に浮かぶのは巨大フグのようなマリスだ。大きな腹は、淡い光で点滅を繰り返している。

　雌ナイト──飛行型クイーンの襲来では最優先撃破目標となっている。

　大きさにして七〇メートルの魚体。鬼灯がその一匹目がけて突貫する。

　しかし、雌ナイトを守るように雄ナイトが何匹も群がってきた。一匹・二匹と斬きり伏せるも多勢に無勢だ。鬼灯ほおずきはぐんぐん勢いを落としていく。

『飛行型のクイーンは、あんまりガキを産まないって聞いてたけどっ！』

　鬼灯から葵あおいの焦りが零こぼれた。雌ナイトがヘビのように顎あごの関節を外す。グパァと口を開けた。すると中から、有翼のポーン・ルーク・雄ナイトが出てくる。

　雌ナイトは全すべてを吐き出すと、腹部は萎しぼんだように縮んでしまった。

『だからまず、雌を落とせってことか！』

　周辺空域に、更に五〇匹以上が放流された。他の雌ナイトも同様に子団を生み出していく。殺しても殺しても数が減らないのは、この雌ナイトのせいだった。

　鬼灯は上を見上げる。クイーンは空に描いた絵のように微動だにしない。

『いくら鬼灯でも、これじゃ！』

　鬼灯がヤキゴテを雌ナイトに向かって撃うつ。その雌ナイトを守るように雄ナイトが群がってくる。雄ナイトは爆砕するも、雌ナイトに弾は届かなかった。

『クソ！　どうすれば届く！　どうすれば！』

　鬼灯が太た刀ちをぶん回し、寄ってきたポーン・ルークを薙なぎ払はらう。ボトボトと肉塊に還かえって死し骸がいが墜おちていく。そのときだった。




　雌ナイトの腹部に突如、生まれた砲弾痕────その膨ふくらんだ体内で光が生まれる。




　雌ナイトが火を吹くようにして内側から爆発する。七〇メートル級のフグがバラバラになって落ちていくではないか。

『砲撃!?　もうここいらに部隊なんて！』

　葵の驚き声が響く。その間も雌ナイトが次々と撃げき墜ついされていった。

「砲撃予測地点……一九キロ!?　自動砲台か何か!?」

　コックピットの葵が、解析データを見て血相を変える。弾道距離から、自動迎撃装置の類たぐいだと思った。間違って撃たれたら堪たまったものでは無い。

　葵は操そう縦じゆう桿かんを握り直す。

　敵の気勢が緩んだ箇所を縫うように機体を進ませる。戦闘は最小限に。

　その間も、下からの砲撃は続いている。当たらない限りは、願っても無い支援だった。

　葵は進む。脇目も振らず。クイーンを目指して────そして。

「お前に……会いたかったっ！」

　メインモニターに納まりきらない、弩ど級きゆうサイズの空飛ぶクジラ──有ゆう翼よく型。

　葵は飛行型クイーンを終ついに肉眼で捉とらえた。







　葵あおいの戦闘空域から、およそ二〇キロ地点。

　黄色い霧が湖を覆っている。湖面に浮かぶのは巨大な亀の甲羅だ。しかしそれは良く見ると機械でできたロボットだった。

　水す久く那なのネイバー【ショワンウー】である。甲羅からは黄色い霧が噴出されていた。

『双そう条じようくん双条くん双条くん！　本当に！　本～当っに！　大丈夫なんだよね!?』

　亀の甲羅の上で、女の子の泣き声が響く。

　甲羅の上で砲撃を繰り返すのは、単眼の狙そ撃げき手【グラン二号】である。手には二つ折りの、特大スナイパーライフルが抱えられていた。

　グラン二号が砲弾を空目がけてぶっ放す。雌ナイトを撃げき墜ついしていたのは日向ひなただった。

　ショワンウーから水久那の声が響いた。

『この水中形態だとヘキサの被虐体質をカットできるから。ミスティミストで覆っているし、宇そ宙らからバレることもないよ。その調子でガンガン撃うち落としちゃって下さい』

『私、もう人妻なの！　あの人を置いて一人死ぬなんて絶対に嫌だからね!?　あとグラン二号この子、足が遅いの！　普通なら、こんな敵地のど真ん中に置いちゃダメなんだよ!?』

　百発百中のガンナー【閃光の八ライトニング・エイト】は泣きながら、空の雌ナイトを撃ち落としていく。水久那が言った。

『雌ナイトを落とし切ったら移動します。さぁ……最後の仕事だ』







　葵の戦闘空域から、およそ五キロ地点。

　三機の風神カスタムが低空飛行で進む。その背後には猛追してくる変重型がいた。

　変重型を先頭に子団が数千。有ゆう翼よく型のマリス子団も合流し、もの凄すごい数になっていた。

　まさに、マリスで出来たタイダルウェイブだ。森を抜けた三人は、湿地帯を横断していた。マリスは泥に足を奪われ、行軍速度が著しく落ちている。

　ゴールテープは目の前だ。ここは昨日まで最前線エリアの一つとして防衛線が構築されていた場所だった。そして……この上空で鬼灯ほおずきが闘っている。

　横を向けば、ユーコン最大の大河、ユーコン川が流れていた。

　マリスの死し骸がいがそこら中に散らばる。三人は死にもの狂いで逃げていた。

　大だい地ち機とオルソン機はそれぞれ、長方形の大盾を装備している。道中の森林部で拾ったものだった。大地機から鋭い声が上がる。

『あと四キロ！』

　その前を山やま武たけ機が進む。山武機は既に左腕を失っていた。

『よっし！　よっしよっし！』

　山やま武たけの喜ぶ声……山武機が湿地帯に着地した瞬間だった。

『……え？』




　右膝ひざから上がる煙──山武機が右足から、ガクンと崩れ落ちる。




『噓うそ……だろ？』

　次の瞬間、山武機が泥の上を転げ回った。

『フレーム限界!?!?』『山武ぇえええ！』

　大だい地ち機とオルソン機が急着地、泥を巻き上げ転身した。地面に這はう格好の山武機が左腕を伸ばす。そんな山武機から、山武の大声が上がった。

『馬鹿！　何やってんだ！　早く行けぇ！』

　山武機の背後から怪物の津波が押し寄せてくる。そんな中……山武が涙の叫びを上げた。

『行けよオラぁ！　俺おれら逃げてナンボの五番隊だろうが！　行けよクソバガぁ！』

　山武機が伸ばした左手で……サムズアップを作る。

『わり…………先、逝いくわ』

　山武機が肉の津波に押おし潰つぶされる……その刹せつ那な、山武機の腹部を楔が貫いた。

　大地機が四股を踏む。思い切り泥を搔かき上あげた。左腕からモーターの爆音を鳴らす。

『諦あきらめてえぇっ──』

　山武機の腹から伸びた鋼鉄線がヘビみたいにしなる。大地機が右手のワイヤーを急牽けん引いん。

『堪たまるかぁあああああぁぁ！』

　左腕を釣つり竿ざおに変え……山武機を一本釣りにする。

『オルソぉおン！』

　大地機の腕からワイヤーが外れる。投げ飛ばされた山武機をオルソン機がキャッチした。

『『大地ぃいいいいいいいいいぃ！』』

　二人の叫びが上がる。山武機の代わりに、大地機が五匹のポーンに取りつかれる。

　寸秒後、肉の津波が大地機を吞のみ込こむ。しかし──

　宙を携けい行こう地雷が舞っていた。ソレを一匹のポーンが踏み壊す。




　先行団を爆発が包み込む────爆炎を搔かい潜くぐり、盾を掲げた大地機が現れた。




　大地機が地面を蹴ける。ウイングダストを展開し飛行に切り替えた。

『『大地ぃい！』』

　二人の涙声が響く。大地は予あらかじめ携行地雷を放ほうっておいたのだ。そして、機体に取り付いたマリスを防火服の代わりにしたのである。一いちか八ばちかの咄とつ嗟さの機転だった。

『俺おれらが無策で……ただ走ってただけだと思うか！』

　滑空する大だい地ち機の後ろにオルソン機と山やま武たけ機が追随する。二機ともウイングダストを伸ばしていた。山武機に至いたっては右足をパージし、何とか飛行している状態だ。

　長く長い追いかけっこデツドランは……やっと終端にまで到達する。

『オルソン！　山武を！』

　大地機からがなり声が響く。オルソン機が山武機にくっつくように飛行する。

　一方、マリスの大津波はそのまま真まっ直すぐ進む。そして……先頭を走る変重型がソレを馬脚で踏み抜く。

　オルソン機と大地機が空中で大盾を構える。その背後に山武機が隠れた。

　三人が誘導していたのは────まだ踏み荒らされていない地雷原だった。

　変重型と風神カスタム三機、そして数千を超えるマリス子団は、特大の爆発に吞のみ込こまれていった。




　北アメリカ・アラスカ──アラスカ基地。

　ここは北アメリカで第二の重要拠点とされている。今回のユーコン撤退戦でも、多くの将兵を軍籍問わずに受け入れていた。

　壁に掲げられる巨大な光学モニター。その下では、五〇人以上のコマンドポスト将校が通信任務に就ついている。

　そして彼らの、一段も二段も高い位置に司令席があった。この基地を預かる男がいる。

　ユーコン基地が陥かん落らくしたことで、この撤退作戦の現場最高司令官にも任命されていた。

　彼に下された命令は残り一つ──

〔ＬＢ戦略爆弾による、ユーコン基地の爆破〕

　二体のクイーンがユーコン基地に到着次第、爆破するように命令が下っていた。

　それが決定されたのが六時間前。基地司令はそのときを待っていた。しかし──

「爆破は中止!?　すぐに航空制圧作戦の準備をする!?　このアラスカ基地がですか!?」

　基地司令はつい、大きな声で聞き返してしまう。電話先の相手は行政府のトップ【カナダ首相】だった。しかもお達しは、安全保障理事会、直々のものである。

　電話の内容が入ってこない。何となく……何となくだが……基地司令は今、見ているこの光景が関係しているのではないか。そんなことを考えていた。

　基地司令と同じように、全すべての将兵が巨大モニターを凝視している。




　映っているのは────クイーン・有ゆう翼よく型の背中で大暴れする、鬼灯ほおずきの姿だった。




　有翼型の背中には、六枚の翼が生えている。その一本が……また斬られる。

『そっちの回復力とこっちのスピード！　どっちが上か！』

　その背を鬼灯ほおずきが滑走していた。巨大タイヤロードホイールがクイーンの背中を蹴ける。

　手には太た刀ちと小太刀だ。鬼灯は背の上をグラウンドにし、走り回っていた。巨木のように生える、六枚の翼を斬きり落おとしながら。

　斬った傍そばから、白い肉の翼は再生していく。しかし翼が斬り落とされる度に、その高度は着実に落ちていった。

『人間界ではねぇ！　悪い奴やつは地獄に行くって相場が決まってんだ！』

　鬼灯がヤキゴテを左に向けて撃うつ。近付いてきた有ゆう翼よくルークと雄ナイトが粉砕される。肉片と甲殻破片が粉になって舞う。腰後ろにヤキゴテを戻し、小太刀を肩から引き抜く。

『そこには必ず鬼がいる！』

　翼を通りすぎる際、木でも斬るように二刀を振り抜く。鬼灯が翼と交差する毎ごとに、翼が斬り飛ばされていく。何度も……何度もだ……。

『積んだ石を崩していく鬼もいるらしい！　丁度、こんな風にねぇ！』

　鬼灯が再生したばかりの翼をまた斬り落とす。ターンと同時に火か焰えんの息吹いぶきを吐き出した。クイーンの背中が燃え盛る。背中に取りついたポーンやルークが一気に焼却された。

『真っ赤に怒って待ってんだ！　罪人を！　そして！』

　鬼灯のアイカメラが一度、発光する。すると下方で控えていた、ＵＦＯの武装コンテナが動き出す。猛スピードで上昇し、頭頂部のハッチが四方に開く。

　宙ちゆう臣しん蔵ぐらに四角形の穴が出来た。何かが射出され……鬼灯がソレをキャッチする。

『マリスにとっての鬼が……私たちだ』

　鬼灯が肩に掛けたのは、身の丈ほどもある金棒だった。

　兵器の四アームズ・フオーの発明品。専用装備【試製・穿せん鎚つい】だ。

　鬼灯が『ふん！』と、思い切り金棒を突き立てる。

　金棒の表面がカギ爪のように変形した。金棒の中から砕身が現れる。

　そう……この武器は金棒の形をしたドリルだった。

　ドリルの砕身が強烈に打ち出される。ぶちゅり！　と、黒血を飛ばしてドリルが刺さった。それから急速回転を始める。有翼型は、もの悲しい鳴き声を上げた。

　ドリルの砕身が体内に入って行く。最後は砕身と金棒がパージされる。それと同時に、鬼灯の両肩ブースターが噴射──鬼灯が天に舞いあがる。

　血肉の花火が上がった。クイーンの背中の半分が吹き飛ぶ。

　クイーンは落下を始める。それを追うように鬼灯が降下……手に持ったカギ爪が元に戻る。鬼灯は再び、金棒を振り上げた。

　両肩のブースターを燃やす。鬼灯が速度を上げた。葵あおいの咆ほう哮こうが地平に轟とどろく。

『マリスは残らず──っ！！！！』

　空中で金棒を振り上げる炎鬼──エビ反りになるまで力を溜ためた。

　鬼灯ほおずきのアイカメラが光る……そして、溜めに溜めた力を解放する。




『地獄にっ、落ちなぁあああああああああ！』──脳天に叩たたき落おとされる暴虐の一打。




　巨大クジラは真下まで真っ逆さま。そして、その高度は『０』へと至いたった。

　大轟ごう音おん──落下の衝撃で周辺の地面が大きく揺れる。

　クイーン有ゆう翼よく型は、変重型の近くに落下を果たす。

　爆風が何もかもを吞のみ込こんだ湿地帯。あるのは、泥に混じった黒い血とマリスの死し骸がいばかり。あとはこの地で果てた、戦車や戦せん騎き装そうなどの残ざん骸がい群だ。

　横たわる巨大クジラ・有翼型。

　それに比べればうんと小さなサイズの、口だけの生き物・変重型。

　両者の距離は百メートルもない。

　頭を潰つぶされたクジラに、全身の六割を吹き飛ばされた大口。

　両者の体組織はみるみると再生していく。それを遠くから見るのは風神カスタムの三機。そして巨大クジラと一緒に落ちてきた鬼灯だ。

　四機の状態を見れば、どれほどの激戦だったが一目で分かる。

『たのむ！』

　塗装がはげ、片腕・片足を失った山やま武たけ機から声が上がった。しかし──

『『『『っ!?!?』』』』

　四人分の愕がく然ぜんが漏れた。変重型にまた馬脚が生えてくる。その横では有翼型が、再び空へ浮かびあがろうとしていた。

『作戦失敗！　全速後退！』

　大だい地ちの命令が飛ぶ。四機が背を向けようとしたときだ。

　変重型の全身に大蛇が何匹も絡みついた。変重型の身体からだを締めあげる。それは機械製の大蛇だった。八匹の大蛇は、すぐ後ろの大河から伸びていた。

　変重型が鳴き声を漏らす。瞬く間に川の中へと引きずり込まれた。

『なん、だ？』

　大地の声が漏れる。視界に広がるユーコン川は白く泡立つ。やがてどす黒く変色した。

　再び水面から機械大蛇が鎌かま首くびを覗のぞかせる。その首が向くのは、空へ上がろうとしている有翼型だ。蛇たちが一斉に口を開ける。裂けた下した顎あごと上顎の間に、紫色の炎球が発生した。

　紫の炎は渦巻き……凝縮されるように小さくなっていく。

『もしかしてっ！』

　鬼灯から葵あおいの声が漏れた。紫の炎球が八つ、有翼型に投げられる。

　紫の太陽──極大化した火の玉が、有翼型を丸まる吞のみにした。

　鬼灯ほおずきがすぐに臨戦態勢を取る。続いてスター小隊も鬼灯の横に並んだ。

　ユーコン川の水面が、山のように盛り上がる。水中から姿を現したのは、かつて氷ひ室むろ義塾に単身、殴り込みをかけた大亀のネイバーだった。

「なんで……コイツが！」

　コックピットの葵あおいが色を失う。突然、現れた仇きゆう敵てきの存在に動揺を隠せなかった。だがこのすぐあと────思いもしなかった人物の介入により、葵たちは臨戦態勢を解く。

　介入者が伝えたのは、四人の安全を約束するものだった。







　同時刻──アメリカ・ホワイトハウス。

　現アメリカ大統領・ジョージ・カルターは執務机に受話器を置く。ユーコン基地の放棄を決定した彼こそ、土壇場になってＬＢ爆弾の使用中止をカナダに申し入れた人物だった。

「……いったい何者だ」

　たった一本の電話がこの選択を彼にさせた。変成器を通した謎なぞの人物は、これまた上品な発音のクイーンズイングリッシュで、こう言ったのだ。




《ユーコンを救ってやるからＬＢを止めな。そこが潰つぶれたら人類に後はないよ》




　その人物の言う通り、北アメリカを震しん撼かんさせたクイーン二体は消失した。現在は、米軍主導で大規模な戦略爆撃による、面制圧作戦が推し進められていた。

　ジョージの脳裏に、サングラスの青年が過よぎる。こんなことが出来るのは彼の持つ、サクラノツルギ──それが持つネイバーしか考えられない。

　国連が把握しているネイバーは、現在もフル動員でマリスの対処に駆かけずり回っている。

　ジョージ大統領は白昼夢でも見ている気分だった。




「サクラノツルギの次に……また、別の新組織？」




　こうして北米最大の危機が去る。表向きは11番機の再突入による電撃作戦により、クイーン二体を殲せん滅めつ。その後、アメリカ空軍・国連軍の合同戦略爆撃が行われる。

　推定九万のマリス残党に面制圧を敢行。その後、再編した二個師団を派兵した。

　計一五日間にも及ぶ激戦の末、人類は辛くも北アメリカ死守を成功させる。

　死傷者四万人、使用火薬二七万トンと、歴史に残る激戦となった。

　だが……最悪の戦況下をひっくり返した立役者を知る者は少ない。

　その陰には、ヘキサの子供たちの奮闘があった。しかし、人々はそれを知らず、真実は静かに闇やみへ葬られた。




　勇者の薫くん陶とうをうけた者たちが────この未み曽ぞ有うの危機をうち破ったのだ。






エピローグ









　二〇七一年一一月二二日────スター小隊・海外派遣から五日目。

　氷ひ室むろ義塾には、一人の自衛隊員が入島していた。

　制服姿の女性隊員は戸惑う。目の前には中学生くらいの女の子が立っていた。

「初めまして、加か藤とう友とも子こ二曹。私は学園の生途会長を務めさせて頂いている、陽ひ葉よう茜あかねと申します」

「ひ、よう？　……陽葉！　あなたがあの【妖精の三フエアリー・スリー】!?」

　女性職員・加藤は挙きよ措そを失う。スーツ姿の女の子・茜の手を慌てて握り返した。

「習志野のクーデター鎮圧！　シリア特例派遣時は、対マリス戦の戦術顧問として作戦の早期実施に尽力してくれたそうで！　この零ぜろ番島では【黒死の魔女】と【三さん蒼そう星せい】を！」

「あの。すみません、この後、詰まってますので、歩きながらでいいですか？」

　加藤の興奮は、茜の冷めた反応で一気に萎しぼむ。踵きびすを返かえした茜を見て、加藤は気付く。

　──……泣いていた？

　茜の目元は赤かった。加藤は茜に連れられ、地下通路を歩き始める────

　通路は非常灯しか点ついていない。薄暗い廊下を茜はスタスタ進む。

「彼女は特殊戦時を除き、決まった時間、一日一回しか外に出ません。通常はネイバー格納庫で生活を送り、睡眠もネイバーの中でとります」

「では、ここで生活を？」

　加か藤とうは薄暗い廊下を恐々と見渡す。茜あかねは持っていた茶色い紙袋を手渡した。

　加藤は「これは？」と尋ねる。

「簡易式の圧縮注射器ハイジエツターと鎮ちん静せい剤ざいのアンプルが三本入っています。彼女はときどき発作のように精神の均衡を崩すときがあります。そのときは迷わず使って下さい」

　それを聞いて加藤は気を悪くする。

「そんなっ！　動物じゃないんですから──っ」

「……以前、そのせいでネイバーが暴れたことがあったんです。そのときには格納庫の修繕費に五〇億かかりました。あなたの過失が認められた場合、防衛省に請求させてもらいます」

　茜が目も合わせずにそう言う。加藤は「……はい」と、紙袋を大事そうに抱きしめた。

「あの、陽ひ葉よう会長。私、小耳に挟んだんですけど、あの話って本当なんですか？　例の特務にまつわる祟りの話──」

　エスカレーターで下りながら加藤は質問する。間を置いてから茜が応こたえた。

「彼女がやったという科学的根拠は未いまだに見つかっていません。でも彼女に対してはくれぐれも害意を抱かないようにしてください。また同様に憎まれないようにも……関係者で、謎なぞの死を遂げた六五名に共通点があったとしたら、それだけですので」

　加藤は固唾かたずを吞のむ。

　件くだんのネイバーフッドが日本政府預かりになって、不可解な死を遂げた者は六五人。

　軍・医療関係者から始まり、彼女の命を狙ねらった暗殺者。彼女の心身を脅かす命令を下した、直接の面識のない人間もこの中に含まれている。

　崩落事故・心不全・交通事故・脳のう梗こう塞そく・転落事故──その死因は多た岐きにわたる。

　死亡者が続出し、困こん窮きゆうした防衛省は氷ひ室むろ義塾に彼女の身柄を返す。すると死亡事件がピタリと止やんだ。後に関係者は、この不可解な死を祟たたりと恐れるようになる。

　そんな不穏な背景から、そのネイバーフッドには仇あだ名ながついた。

　一つは、来襲するマリスを一匹残らず『無』に帰する姿から。

　もう一つは、無邪気に『死』を振ふり撒まくことから、こう呼ばれる。




【黒死の魔女】──【魔女の零ウイツチ・ゼロ】とも。




　気まずい沈黙が流れる。加藤は話題を探し、一つの事柄を思い出す。社交辞令の一環としてそれを話題に選んだ。

「三さん蒼そう星せいと先ほど言いましたが……本当に惜しい命を亡くしました」

　茜あかねの表情が一瞬、固まる。すぐに「仕方無いことです」と言った。

　氷ひ室むろ義塾から此こ度たびの北米戦で派遣したのは、亜あ賀が沼ぬま大だい地ち・前まえ田だオルソン・江え藤とう山やま武たけの三名だけだ。たった三人の派遣で、自衛隊は国連軍参加のお目零しを頂いていた。

　そして────その死亡通達が来たのは昨日のことである。

「彼らの献身があったから、我々、防衛省も面目を保つことができました。私からも此度の遠征について深い感謝を。陽ひ葉よう会長」

　頭を下げた加か藤とうを茜は一いち瞥べつする。それから小さな声で「面目」と呟つぶやいていた────

　ネイバー格納庫への自動ドアが左右に開かれる。中に入ると加藤は絶句した。

「っ！　……なに、これ？」

　格納庫の中には無数の蛇体が蠢うごめいていた。でもそれはよく見ると鋼鉄の蔓つるだ。それが格納庫中に張り巡らされていた。加藤は中央にドームのような物体を見つける。

　鋼鉄の蔓が集合し、ドーム状に編み合わさっていた。

　茜は感慨もなく、ドームに向けて歩きだす。加藤は置いて行かれないよう、茜の背中を追った。しばらく行くと加藤は、失禁しそうなほどの恐怖を覚える。

　目を上に向け、歯をカチカチと鳴らし始めた。

　蛇のように蠢く蔓のドーム──背後には、要よう塞さいのようなロボットが加藤を警戒するように見下ろしていた。そのアイカメラはパールと赤、交互に変色を繰り返している。

　まるでドームに隠す何かを守っているような……加藤の目にはそう映った。

　その光景に順応を始めたのか、加藤の耳は音を拾う。それは少女の泣き声だった。

「まずっ、特務！　ちょっと特務！　これ開けて下さい！」

　茜は蔓のドームまで行き、ノックをする。すると、人一人分くらいの隙すき間まが開く。茜はその中に躊ちゆう躇ちよなく入って行く。そのとき──中にいる少女と加藤の目があった。

「うっ！」

　加藤は自分の心臓を押さえる。突然、激痛が走った。加藤は急に呼吸ができなくなる。目を剝むいてその場に倒れた。倒れながら加藤は心臓を押さえながら彼女を見る。

　黄金色の髪の少女──白いパイロットスーツを着ている。スラッと長い手足に、年下の少女とは思えないような美び貌ぼう。ライトブルーの瞳ひとみをしている。まるで人形のようで……その表情には『生』が無かった。黙って佇たたずんでいれば本当に人形と間違えたかもしれない。

　──この子が、魔女？

　加藤は薄れゆく意識で、自分を見下ろす外国人の少女を見る。感情が全く窺うかがえない顔には涙を伝わせていた。加藤は最後に思う……なんて、綺き麗れいな子だろう──と。

「あーやっちゃった。この人で三人目じゃないですかー」

「たいちょ達、いつ帰ってくる？」

「っ！　……そ、そうですね、もうすぐ帰ってきますよ。だからもう泣かないでください」

　死にゆく加か藤とう友とも子こは、最後にこんな言葉を聞いていた。

「茜あかね。なんで泣いてるの？」

「人間なんてっ……人間なんてみんな、死んじゃえばいいんですっ」







　同日──日本列島・静岡県。

　そこは富士の樹海の真下に作られた、地下施設である。そここそアギトやジン、そしてサクラノツルギの本部だった。

『私は我が国の長年の悪政に心を痛めてきた！　しかし！　今日、それが終わる！　我々、イギリスはヘキサを解放し、市民権の制限を解除する！』

　テレビに映る、金髪の美青年。彼は白い巨大ロボットの手の平に乗り、何万人という公衆の前で大演説を行っていた。

　ヘンリー皇太子と、大西洋最強と謳うたわれるネイバー【バルゴ・ティアーズ】である。ヘンリーは手袋を脱ぎ棄すて、両手の甲を見せる。手の甲がアップで映された。

　その甲には六角形の刻印とローマ数字で【ⅩⅦ】が刻まれていた。

『イギリス臣民たちよ！　この地は一歩たりとてマリスに踏ませはしない！　ヨーロッパはこの私が守ってみせようぞ！』

　画面で国民たちが一斉に沸き上がる。そこでテレビが消された。

　マホガニーの執務机──椅い子すにはジンが腰掛けていた。机の上にアギトがリモコンを置く。ジンはサングラスをとり、目に温かいおしぼりを乗せていた。

「イギリスは俺おれたちと敵対しないことを表明したな」

　アギトが言うとジンは「賢明だ」と相あい槌づちを打った。

「俺のアトメント、お前のアモン、ロイヤルガードから回収したメルキセデクとスタンダ・ヴァイゾン。そして然しかるべき操者に渡された五枚の大アルカナ……これで後は、目覚めを待つ、二体だけ」

　目からおしぼりをとるジン。それからアギトに背を向けた。一方のアギトは肩をすくめる。ジンの肩を揉もみ始めた。

「【ワールドガード】、そして問題児の20番機だ。親父おやじ……揉めというのは構わないが、せめてこの厚手のレザースーツは脱いでくれ。力が通らないんだ」

　ジンは一瞬、顎あごに手を当て流し目になる。無駄にポーズを決めてからレザースーツの上を脱いだ。黒い肌着が露出したところで、アギトが肩揉みを再開する。

「【ナイトメアブレイカー】……善後策は打ったがどうなるか」

　それを聞くやアギトは「ふふ！」と笑いだした。

「ネットは大荒れだったな。『久々の大ヒットロボアニメを地に落とした最低の二期！』『一九話以降、作画崩壊多すぎぃ！』『謎なぞのエイルン上げ』『メディア売上急落！　ドール二期爆死！　爆死ざまぁ！』と、あっちこっちでお祭り騒ぎさ」

　それを聞くや、ジンは一筋の汗を垂たらす。

「……ＢＤには言うなよ。彼は繊細だ。憤ふん慨がいして包丁を振り回すぞ」

　ジンが小さく右手を上げる。アギトは肩かた揉もみを止やめた。ジンはレザースーツを着直し、椅い子すから立ち上がる。

「当たりの目は増えた。あとは星の命運に託すのみ」

　そうして二人のネイバーフッドは、今日も世界を駆かけ回る。







　二〇七一年一一月二八日──太平洋某所・海底基地。

　そこは海の底に建てられた施設だった。

　壁面に巨大モニターを備える。部屋の中央にあるのは会議円卓だ。その上座に、一人の女性が腰掛ける。皆に背を見せる格好だ。その横には一いちノの瀬せ狼ろう牙がが立つ。

　円卓中央には真紅の亡霊クリムゾン・フアントムの仮面が置かれている。

　円卓の周りに立つのは九人の子供たち。皆、支給されたこの組織の隊服を纏まとっていた。

　皆が皆、その表情に決意を乗せる。そこへ一人の少女がやってきた。

「遅れてすみません！」

　一ノ瀬葵あおいだ。皆と同じ隊服に着替えている。葵は今日から、この組織のメンバーとして働くことになっていた。葵はモニターの人物を見て目を白黒させる。

『この条件で妥結しよう。貴様らの身柄は我々、明ミンが引き受けることを約束する』

　モニターに映るのは【刀の七ブレイド・セブン】、七なな扇おうぎ大和やまとだった。

　大和は皮肉な笑みを浮かべる。

『イチバチどころか、イチジュウの万歳作戦だ。付け入る隙すきはあるだろう。だが勘違いするな。俺おれが共闘するのは、あくまで自分の負債を除くためだ。貴様を許したつもりはない』

　大和は淀よどんだ目でこちらを見下してくる。でも、すぐにその視線を逸そらした。

『あとは俺からあの阿あ呆ほうへ……せめてもの手た向むけ。線香の代わりだ』

　数言のやり取りの末、モニターの映像通信が切られる。

　すると、会議室に紫煙の香りが広がっていく。

「これは持論だが……挫ざ折せつは食った分だけ人を大きくする」

「……あぁ食ったねぇ、そりゃもうたくさん。コレ以上にないってくらい」

　最速のランナー【神馬の五スレイプニル・フアイブ】──伍いつ橋はし月げつ下かが機械製の義手の調子を確かめる。

「私は怒りを否定しない。怒りってのは言わばガソリンさ。不可能さえも可能にする神が与えたもうた劇薬さね」

「凄すごい解釈ですねソレ」「ああ……だが嫌いじゃねー」

　オールラウンダー【波の二ウエイブ・ツー】──双そう条じよう水す久く那なが拳けん銃じゆうの弾を確認する。

「人間、生きてりゃ敵の一人や二人、出てくるもんさ。人生ってのはケンカと同じだ。誰だって、自分の生活圏を守るための戦争をやってる」

「野郎ども……分かってんな」

「あったりまえね！　万倍返しよ！」

「俺おれらの腸はらわた、そろそろ色が変わってるんじゃね？　あんまりにも怒り過ぎてさ」

　連携陽動の名手【スター小隊】──大だい地ちの呼び掛けに、オルソンと山やま武たけが鬼面のような貌かおで応こたえる。

「苛いじめられっ子は、いじめっ子どもの攻撃から懸命に歯を食いしばり、会社に自分や家族の命綱を握られたサラリーマンは、上司のイビリに心を殺して笑いを浮かべ、社会からはみ出たもんは、世間の目や自分の心と終わりの見えない闘いを繰り広げている」

「でも……ただ殴られっぱなしというのも癪しやくに障るわ」

　戦略兵器レベルの戦術指揮官【氷の九アイス・ナイン】──九重ここのえ紫し貴きが、そう言って唇にグロスを塗る。

「じゃあ、私たちの場合はどうだい？」

「う～ん。ラブラブな新婚カップルでしょうか？　お邪魔虫は能動的に撃うち殺す──」

　百発百中のガンナー【閃光の八ライトニング・エイト】──八や雲くも日向ひなたが、微笑ほほえみながら隣の男性に寄り添う。

「私たちの場合、それがたまたま世界であり、世界を侵略したい化物だった。たったそれだけの話さ」

「…………」

　皆の頼れる親方【スーパーメカニック】──橘たちばな柔じゆう呉ごが日向の前にそっと湯ゆ吞のみを置いた。

「もう一度言う。怒りを否定するな。それは一生懸命に生きている証あかしだ。自分の中の正義があるなら、それを掲げて堂々と胸を張りな……あの坊やが最後までやったように」

　くるりと、椅い子すが回る。氷ひ室むろ雷らい鳥ちようが怒りの眼めで子供たちに言った。




「坊やはいない。殺された……この世界に蔓延はびこる、つまらない悪意の一つによって」




　葵あおいは眉まゆを寄せる。一度大きく息を吸い……ゆっくり吐き出す。葵は抱いた想おもいを胸にしまう。一方で雷鳥の檄げきは続く。

「その『死』をどうするかは生者の仕事さ。トゥーレイトの発現で、国連への不満が爆発。更にはヘキサ武装組織【サクラノツルギ】の台頭……人はマリスどころか、ヘキサまでも敵と認識し始めた。このままいけば、人はマリスだけでなく、ヘキサとも戦争を始めるだろう」

　雷らい鳥ちようが人差し指で仮面を指差す。すると紫し貴きが円卓の仮面を持ち、雷鳥のところへ。

　雷鳥は仮面を受け取り、円卓に叩たたき置く。

「坊やがいたら絶対に止めていただろう、最悪の未来図だ。そして、あの坊やを死なせた私は、その役目を負う責任がある。だからガキ共……四の五の言わずに力を貸しな！」

　紅の勇者を信じた者たちは皆、雷鳥へ視線を寄せる。




「我々【エイルンコード】は、坊やの意思を受け継ぎ、その信念を代行する！」




　この世界にはかつて、勇者がいた。勇者は、誰もが無視した弱者の嘆きを受け止め、それを救わんとした。彼に義務などなかった。責任もなかった。

　しかし、それでも勇者は沢山の人と心を救い……この世界で散っていった。

　その遺思は、誰かが継がねばならない。そうしなければ、勇者は本当の意味で死んでしまう。だから雷鳥はエイルン＝バザットをシンボルにした。

　彼の信念を記号コードに……自分たちが信じて進む、未来への規範コードに。

　葵あおいは血潮が熱くなるのを感じる。雷鳥は子供たちに使命を与えた。

「人とヘキサの戦争を止める！　火種になる全すべてが私たちの敵だ！　マリスどもは肉に還かえせ！　一匹も生かしておくんじゃないよ！　地球上からマリスを駆く逐ちくするまで、エイルンコードは国家に縛られる事無く、マリスを殺して回る！」

　月げつ下かが義手を鳴らす。日向ひなたが「くふ」と笑い、柔じゆう呉ごも顔をひきつらせる。大だい地ち・オルソン・山やま武たけが額に青筋を浮かべた。紫貴が高い鼻を持ち上げ、水す久く那なは微笑を湛たたえた後、宿儺すくなが顔を怒りに染める。

　そして最後……一人軍隊【炎の一フレイム・ワン】──一いちノの瀬せ葵が深呼吸をした。

　──それでも。それでも私は……あなたが生きていると信じてます。

　葵も真まっ直すぐ前を向く。雷鳥が極悪人の笑みを浮かべた。




「まずは氷ひ室むろ義塾を取り戻す……さぁガキ共、撃げき鉄てつを起こしな。戦争の時間だよ」




　人々はまだ知らない……世界に燦さん然ぜんと輝く、新たな希望が生まれたことを。

　それは、勇者の軌跡が生み出した奇跡。

　勇者の記号を受け継いだ戦士たち────【エイルンコード】が力強く、その産声を上げた瞬間であった。















舞台裏






　某日未明──某所。

　真っ暗な空間内に小さな光が点ついている。それは何かの機械の電光表示だった。




〔Code,Re-selection〕〔Code,Re-selection〕〔Code,Re-selection〕




　黄色いバックライトに黒字で、英字が点滅を繰り返している。でも不意に──




〔Code,detection!!〕




　機械がピコンと電子音を鳴らす。すると表示機にある英字が別のモノに切り替わった。




〔Select code────────【Eirun Bazzat】〕




　別の英文が綴つづられる。機械はそれを点滅させ続けるのだった。


ＦＩＮ








あとがき　　　　（注：本編の余韻を楽しみたい方は、時間をお空け下さい）









　皆さまお久しぶりです。アラサーの未婚です。ではなく、東あずま龍りゆう乃の助すけでしたねっ。

　最近、職場の結婚ラッシュに煽あおられ、ガクブルの毎日を送っているからでしょうか。

『あいつは結婚しない・できない』とでも言いたげな、あの目！　失礼しちゃいますよね！

　確かに東は『オタク』『給料低い』『出世絶無』『ぼっち』『寄生虫』と、職場では一目どころか、五目くらい置かれるダメ社員の自覚は…………あ（察し）。

　ということで、今回は五カ月でなんとか出せました！　５巻の終わりがアレでしたので、なるべく早く続きを出したいなと……死にかけましたが頑張ってよかったです。

　それでは謝辞に入らせていただきます。

　担当様。今回は東のデスマーチに付き合ってくれまして、まことにありがとうございました。おかげで半年の壁を破れました。７巻もやりたいと言ったら怒りますか？

　絵師の皆さま。エイルンはキャラもロボも、毎巻たくさん出てきますので、デザイン面でかなり悩ませているかと思います。それでも間に合わせてくれるから感謝感激です。

　６巻もキャラたちに命を吹き込んでくれてありがとうございました。また７巻も、どうぞお付き合いくださいませ。

　校正さま・出版関係者さま。おかげさまで無事に６巻をお届けすることが出来ます。いつも陰ながらお助けいただき、まことにありがとうございます。

　作家の瀬せ川がわコウ先生。いろいろと相談に乗ってくれてありがとうございました。お互い落ち着きましたら、また食事に行きましょう。今度は肉、食べに行きましょうね！　肉！

　最後はまた読者さまに戻ります。

　この『エイルン・ラストコード』、気付けばなんと二周年を迎えておりました！

　これも全すべては、こうして本を手に取ってくれている読者さま、お一人・お一人のおかげです。大事な時間とお金を使って『エイルン』を買ってくれて、まことにありがとうございます。物語を通して、感謝の気持ちを返していけたらと、頑張って参ります。

　７巻もマリスさんとイチャコラしたいなーと企んでおりまして。また７巻は、東がとにかく読みたかった話になると思うのですが、一冊でまとまるかちょっと不安です。

　第二部に入ったということで、７巻もロボたちが次々とパワーアップして帰ってきますよ！　やはり強化（乗り換え）イベントはロボモノの醍醐味ですよね！

　作者のエゴと中二とロマンしかない本作ですが、引き続きお付き合い頂ければこれ以上の喜びはありません。お一人・お一人に刺さるロボット設定を目指し……ではでは！

　一人でも多くの人に喜んで頂けるよう一筆入魂！　努力・精進してまいります。

　それではまた、７巻でお会いいたしましょうね！


東　龍乃助
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